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詰みそうな悪役令嬢ですが、ザッハトルテのカフェをオープンしたら婚約破棄した大公殿下に溺愛されました
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　帝歴七八二年、色鮮やかな花咲き乱れる薔薇月八日、栄華を誇るドレーゼ帝国の帝宮で、皇后主催の舞踏会が開催された。

　主賓は魔獣討伐を終えて凱旋した『軍神』ユーベルヴェーク大公殿下。

　帝国民からは『銀の英雄』として畏怖されている。

　私はアデリナ、大公殿下の婚約者だし、公爵令嬢だし、高位貴族年収分で着飾っているけど、いつものように壁の花。

　帝宮音楽隊の音楽が止まった瞬間、断罪イベントの幕が上がった。

「シュタインドルフ公女アデリナ、ジークハルト・ディーデリヒ・フォン・ドレーゼ・ユーベルヴェークは貴下との婚約を破棄する。理由は今さら告げるまでもないだろう」

　大公殿下が私の前に立ち、婚約破棄を突きつけた。

　魔獣を屠る逞しい腕には、私の異母妹のデボラが張りついている。大陸では珍しいピンクブロンドもローズクォーツみたいな瞳も普段よりキラキラ五割増し。

　いっせいにお取り巻きから、私への非難が上がった。

「アデリナ嬢、ユーベルヴェーク大公殿下の凱旋パレードやパーティに参加せず、遊興に耽っていたんですもの。婚約破棄されて当然ですわ」

　……それ、それな、私がドレスルームから出ようとしても鍵がかかっていて出られなかった。

　閉じこめられているうちに、凱旋パレードも祝賀パーティも終わっちゃったの。

　子供の頃からそうだったけど、死に物狂いで釈明しても、誰も信じてくれなかった。

　何せ、継母による使用人たちの買収工作や根回しが半端ない。……や、主治医は信じてくれたけど、なんの力もないしね。

　ここでも私の味方はひとりもいないと改めて痛感した。

「アデリナ嬢の悪行の数々、いくら生まれながらの婚約者でも許されない」

　大公殿下を崇拝している近衛連隊長が声を張り上げると、デボラの下僕と化している宰相の令息が袖のフリルをふりふりさせて言った。

「帝室とシュタインドルフ公爵家の縁談ですから、アデリナ嬢ではなくデボラ嬢でよろしいでしょう。皇后陛下もそのおつもりで今夜の場を設けられたのではないのですか？」

「アデリナ嬢が異母妹を虐げる話はよくお聞きしました。いくら母親が違うとはいえ、血の繋がった妹ですのに」

「度を越した贅沢も耳に届いています。使用人の虐待もひどいそうよ。建国に尽力されたシュタインドルフ公爵家の令嬢としても相応しくありません」

　豪華絢爛な大広間のあちこちから、傲慢で非道な公爵令嬢に対する非難が飛び交う。……ま、学校のいじめよりマシかな。スクールカーストトップに目をつけられた高校時代は悲惨だった……あ、友人だと思っていた幼馴染みに裏切られた中学時代のほうが悲惨……や、小学校も……一番きつかったのは家庭……ま、いつでもどこでも辛かった。毎日お腹が空いていたし、お風呂にも滅多に入らせてもらえなかったし、着替えもちゃんとできなかったし。

　私には前世の記憶がある。

　生まれも育ちも容姿も頭もすべて残念な中村里子。

　令和の日本で無念すぎる短い人生を終えた途端、ドレーゼ帝国のシュタインドルフ公爵の長女として転生した。実母は亡国の王女だけど、私を溺愛してくれたから初めて無償の愛を味わった。幸せだった。実父の公爵は愛人に夢中で構ってくれなかったものの、贅沢な生活をさせてくれたから、なんの不満もなかった。養育費を踏み倒した前世の父親に比べたらずっとマシ。

　けど、実母が亡くなった途端、実父は愛人を後妻に迎え、急展開。

　後妻、つまり継母のザンドラやその娘のデボラに私のすべてを奪われた。……や、奪われず、残っているものもあった。実母から受け継いだ金髪金目の華やかな美貌は奪われなかった。生まれながらの婚約者も残っていたけれど。

「大公殿下、私、アデリナ・ロスヴィータ・フォン・シュタインドルフは婚約破棄を謹んで受け入れます」

　貴族の規範にならなきゃいけない高貴な殿下が、今夜も婚約者の私ではなくて堂々とデボラをエスコートしている。

　私は今までに一度もちゃんとエスコートしてもらったことがない。

　今夜は皇后陛下からの招待だから断れず、婚約者がいるからほかにエスコートを頼むこともできず、大恥覚悟でひとり参加した。クラス全体でつるし上げを食らった時に比べたらマシ、って。

「お姉様、お可哀相に。お姉様のお辛い気持ちはよくわかります。婚約破棄を受け入れられないのはわかるけれど、ジークハルト様のお気持ちを考えてあげて」

　いつものことだけど、デボラが目をうるうるさせて口を挟む。これ、止めないとしつこく続くやつ。

「デボラ、控えなさい。私は婚約破棄を受け入れました」

　私が毅然とした態度で言うと、デボラは驚愕で涙が止まった。

「……え？」

　可憐で小柄なデボラと派手な顔立ちで長身の私。

　ルックスだけでも私が悪役。

　どんなに優しい笑顔や声で接しても、無駄だということは身に染みて知っている。下手に出ないほうがいい。

「繰り返します。私、大公殿下との婚約破棄を受け入れます」

「……お、お姉様？　……え？　……あのお姉様がぁ？」

　傲慢な悪役令嬢は婚約者を嫌っているけれど、次期皇帝と目されている大公の妻の座には執着している。……らしい。誰もがそう思いこんでいる。

「私は婚約破棄を受け入れました」

　私がきつい目で言うと、デボラは再び涙を零した。

「……お、お姉様、お姉様と大公殿下を思うあまり、出すぎました。大公殿下のお気持ちは決まっていますから、お姉様のためだと思ったのです。お姉様のためでしたが……申し訳ございません」

　いつものように、デボラは『お姉様のため』をリピート。

　これで私に対する非難がアプデされたけど、前世の教室みたいに雑巾やバケツが飛んでこないからいい。フリル装束のお貴族様ってやっぱり上品ね。

「私は婚約破棄を受け入れました。これで失礼させていただきます」

　私にもプライドはある。叩きこまれた淑女スマイルを浮かべ、優雅にカーテシーを決めた。そうして、大広間から下がろうとした。

　なのに、大公殿下の容赦ない一言が飛んだ。

「アデリナ、修道院に行きたまえ」

　一瞬、何を言われたのかわからず、私の顔が崩れかけた。

　……けど、根性でギリセーフ。

　いでよ、毒親やいじめ集団を躱したスキル。

　うなれ、無駄に鍛えられたメンタル。

「殿下、婚約破棄後のことまでご心配なさらずとも結構でございます」

　婚約破棄を承諾したのにどういうこと？

　原作に修道院行きなんてなかったでしょう？

　……そう、原作、苦しい前世は鮮明に覚えていたのに、どうしてさっさと思いだせなかったんだろう。ここがライトノベル『薔薇の杯に銀の風』だということに。

　ヒロインは純情可憐なデボラ。ヒーローは異母姉の婚約者であるユーベルウェーク大公殿下。デボラは陰険な異母姉に執拗にいじめられ、挙げ句の果てには殺されかける。けど、間一髪、ヒーローに助けられ、異母姉の罪を暴き、ハッピーエンド。

　異母姉は最期まで悪態をつきながら公開処刑された。

　その異母姉が私、悪役令嬢のアデリナ。

　気づいた時、愕然とした。

　どうして？

　前世がすべてにおいて残念な子で異世界に飛んでも悪役令嬢？

　不条理を噛み締めたものよ。
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　自分が悪役令嬢だと気づき、へこんだけれどへこみ続けたわけじゃない。できる限りの手は打ったつもりだったのに。

「シニフィアン修道院行きの手配はしている」

　よりによって、帝国で一番戒律の厳しい修道院？

　冗談じゃない。

　原作でアデリナは婚約破棄を承諾せず、皇帝陛下や亡国を巻きこみ、大公殿下と結婚しようとした。

　私は婚約破棄を受け入れたでしょう。

　そこまで私が憎いの？

　誰もが天真爛漫なデボラを好きになった。

　大公殿下もあっさりとデボラには名前で呼ぶことを許し、そばに置いた。

　デボラが気に入っているなら、さっさとデボラと婚約すればいい。修道院に閉じこめなくても邪魔しない。

「無用でございます。今までありがとうございました」

「逆らうな」

　皇族直系特有の真っ青な目が鈍く光り、青味を帯びた銀髪が靡き、左手から魔力を発散させる。シュゥゥゥゥゥゥ～ッ、という不気味な音とともに私の周りを青いオーラが渦巻く。これ、このまま大公殿下に魔力で拘束されるコース？

　控えめに言ってもムカつく。

　無駄にイケメンだからさらにムカつく。

　殿下のイケメンぶりに胸きゅんした過去の自分が一番ムカつく。……うん、ムカつくの三段活用している場合じゃない。

「大公殿下、ここは戦場ではございません。魔力の使用はどうかと思います」

　私が扇で口元を覆いながら言うと、大公殿下の鋭い目がさらに鋭くなった。青い魔力が槍になり、今にも私の身体を突き刺しそうな感じ。

　当然、私に対する非難轟々。

「ジークハルト様、どうかお姉様をお許しください。お姉様は婚約破棄され、自分を見失っているのです。私がお姉様の代わりにお詫びします。お父様にも見捨てられたお姉様にとって、大公妃という地位は最後の頼みの綱だったのです」

　デボラは泣きながら異母姉を庇う……ううん、本人は庇っているつもりかもしれないけど、私は庇われるどころか堕とされている。

　大公殿下はデボラに視線を流さず、冷徹な目で私を真上から見下ろすだけ。

「アデリナ、俺の手を煩わせるな」

　私、魔獣になった気分。

　殿下の目には私が魔獣に見えるのかな？

　私はまったく魔力は持っていないのに？

　大公殿下はやんごとなき皇子様だけど、生まれた時から魔力が傑出していたから、早くから魔獣討伐に駆りだされた。今では帝国騎士団や近衛騎士団など、武のすべてを統べる立場。なので、上品な貴公子っていうより歴戦の騎士に近い。舞踏会でも派手な刺繍やフリルがついた宮廷衣装じゃなくて軍服で参加している。何度も魔獣から帝国を救ったから『銀の英雄』と称えられ、帝国民の人気は抜群。

「下がらせていただきます。ごきげんよう」

　私は優雅な笑顔を張りつけ、大広間から退出した。どんなに言葉を尽くしても理解してもらえないとよく知っているから。

　大広間から下がった途端、屈強な騎士たちに囲まれる。

　黒と銀の制服に黒いブーツ、大陸中に勇名を轟かせている帝国騎士団の騎士たちだ。前世の時代感覚だと、騎士より軍人って感じだけど、ここでは騎士って呼ばれている。全員、魔力持ち。

　こちらの世界、皇帝を筆頭に皇族や貴族には魔力持ちが多い。ただ、女性の魔力持ちは少ない。魔力持ちの女性は不妊だと聞いているから、妊娠や出産が関係しているのかな？　平民は魔力を持たない。魔力を持たないから平民になった、という説もある。

　なんにせよ、魔力持ちがいて、魔法師が活躍する世界。

　ＰＣもスマホもテレビもなく、車や列車の代わりに馬車が走る世界だけど、魔法師が生みだした魔導具があるから不便さは感じない。だから、私を拘束しようとする武器も発達している。……うん、その、金の檻みたいなのは何？　それ、魔獣を閉じこめておく檻でしょう？　まさか、私を金の檻に入れて運ぶ気？

「シュタインドルフ公女、修道院までお送りします」

　騎士団長は私に騎士の礼儀も払わず、冷たい声で言い放った。主が主なら、部下も部下。

　原作のアデリナならば怒髪天を衝き、シュタインドルフ騎士団をけしかける。……で、ヒロインに泣きながら止められて、さらに悪役令嬢は暴れまくる。

「無礼者、道を開けなさい」

　お母様、力を貸して、と私は亡き母の形見である扇を振った。

「主の命令です」

「大公殿下のご命令ですか？」

　私が確かめるように聞くと、騎士団長が肯定した。

「さようでございます」

「皇帝陛下のご命令ではないのですね？」

「たとえ、シュタインドルフ公女であっても、大公殿下の命令に背くことは不敬罪に当たります」

　皇帝を頂点にした厳格な身分社会において、臣下序列第一位のシュタインドルフ公爵家は強い。並の皇族にも負けないけど、皇帝陛下の弟にあたるユーベルヴェーク大公殿下には及ばない。何せ、皇帝陛下の子供は生まれても夭折し、継承権第一位は異母弟である大公殿下だ。

　つまり、大公殿下は皇帝陛下に次ぐ№２。

　ここで下手に逆らったら詰む。

「まず、シュタインドルフ公爵邸に戻らせてください。準備がございます」

「大公殿下のご命令です」

　騎士団長には大義名分がある。

「皇帝陛下と父の意見を聞いてからにしてくださらない？」

　皇帝陛下とお父様はまだ婚約破棄を承諾していないはず。

　亡くなったお母様がソシュール王国の王女だったから、私の利用価値は高い。

　それでも、皇后陛下はデボラを気に入り、大公殿下と結婚させようとしている。皇帝陛下とお父様が揃って帝都を留守にしている今夜の舞踏会を婚約破棄の場として提供した。これは原作通り。

「噂通り、なんて傲慢な」

　騎士団長が憎々しげに漏らすと、周りの騎士たちも口々に罵った。

「ジークハルト殿下に嫌われ、捨てられて当然だ」

「本当にあのお優しいデボラ嬢の異母姉か？」

「天使のようなデボラ嬢と半分でも血が繋がっているようには思えん」

　原作、断罪イベントのシーン、悪役令嬢が激昂して、帝国騎士団に取り押さえられた。悪役令嬢に対する騎士たちの嫌悪感もすごかった。

　もしかして、これも原作補正？

　大公殿下を尊敬する騎士たちは高慢な婚約者が大嫌いだから、どんな手を使っても私を排除したいはず。

　ここで少しでも間違えたら魔力で拘束される。

「シュタインドルフ公爵邸に向かいましょう」

　私が扇で口元を隠しながら言うと、騎士団長は苦虫を噛み潰したような顔で頷いた。金の檻はそのままだけど、罪人のように連行され、帝宮を下がることはなかった。公女に対する最低限の礼儀は弁えているらしい。

　とりあえず、断罪イベントの幕は下りた。

　涙も見せず、取り乱さず、お母様の名誉を守ったと思うんだけど、修道院送りにされるとは夢にも思わなかった。

　私、甘い？

　大公殿下、許せない。

　絶対、言いなりにはならない。

　私は令和の残念な子じゃなくて、誇り高いお母様に愛された令嬢だから。
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　豪華絢爛な帝宮からシュタインドルフ公爵家の馬車で下がり、周囲に広がる貴族街に進む。粋を凝らした館が連なる中、一際目を引く豪勢な館がシュタインドルフ公爵邸。

　権力を象徴しているような正門から入り、手入れの行き届いた葡萄園や薔薇園を通り過ぎ、私が暮らしている離れの馬車寄せに止まった。本館とは造りもムードもだいぶ違ってひっそりとしている。もっと言えば、寂しい感じ。

「アデリナ様、お帰りなさい」

　……嘘、ザンドラの出迎え？

　今まで私の出迎えなんて一度もしなかったよね？

　綺麗なドヤ顔。

「アデリナ様、お帰りなさいませ。修道院に行く準備は整っております」

　普段は本館にいる執事長が慇懃無礼に言うと、メイド長も不遜な顔つきで続いた。

「アデリナお嬢様、修道院に行く準備はできております。それ以上、家門の名を汚す前にお発ちください」

　……ああ、ザンドラや離れの使用人たちはすでに何があったのか、知っているんだ。全員、私を馬鹿にしている。

「アデリナ様、準備をさせていただきました。大公殿下の最後のご慈悲でございます。どうか、最後のチャンスを逃さないでください」

　ザンドラが指した先、玄関ホールにはトランクや衣装箱など、私の荷物が集められていた。私を修道院送りする気満々。

　大公殿下の力がここまで届いているの？

　大公殿下とザンドラがタッグを組んだ？

　愛されデボラは天真爛漫なだけで、そこまでしないよね？

　……や、ザンドラもデボラも原作とはだいぶ性格が違う。

「私が指示していない準備など、準備ではないわ。準備は私がします。お薬もほしいから、主治医を呼んでください」

　ここで押し切られたら詰む。

「アデリナ様、最後まで見苦しゅうございます。少しはお父様のお気持ちも考えてください」

「お父様のお気持ち？」

「お父様のお気持ちを汲み取り、大公殿下が修道院を決められたのです。どうか、お父様と大公殿下の体面を潰さないでください。これ以上、誉れ高き帝国騎士の前で恥を晒されますな」

　ザンドラは悲しそうに私に言ってから、騎士団長たちに謝罪した。継母の私が至らないばかりに申し訳ございません、と。

　今まで繰り返された猿芝居。

　お父様も私を修道院に叩きこもうとしたの？

　私はプレミア付き……や、ザンドラ相手にやり合っても時間の無駄。

　私はいっさい無視して、自室に向かった。

　けれど、私の監視役である専属騎士のギードや専属メイドがついてきた。

「アデリナ様、お手伝いします」

　いつもはお茶をオーダーしても無視するメイドが楽しそうに張りついている。こんなことで怒っていたら、ここではやっていけない。

「無用よ」

「アデリナ様、どうかお手伝いさせてください」

「最後、ひとりになりたいの」

「……最後……最後ですからお手伝いします」

「今までお世話になったわね。ありがとう」

　私は手伝おうとするメイドを振り切り、専属騎士も突き飛ばし、高価な調度品で占められた自室に飛びこんだ。さすがに帝国騎士団も扉の前で止まる。

「アデリナ嬢、部屋の前でお待ちします。異変を感じたら入室させていただきます。お呼びになられた主治医は間もなく参るそうです」

　扉を閉める前、騎士団長の無礼極まりない言葉が聞こえたけどスルー。

　悔しいけど、叫んでも時間の無駄。

　これ、部屋から出たら修道院行きは免れない。

　脱出一択。

　淑女なら無理かもしれないけれど、前世の記憶がある私にはノープロブレム。

　お母様がお祖母様から受け継いだという指輪や耳飾り、首飾りは身に着けている。

　まさか、私がこのまま脱出するとは思っていなかったでしょう。

　原作、アデリナは愛人だったザンドラを継母と認めず、デボラともども本館に入らせず、押しこめたのが離れだ。

　けれど、実際、ザンドラは本館に乗りこんで居座り、幼かった私を離れに追いやった。

『アデリナ様が私を嫌がって本館から出ていってしまいました。別館でお好きなものに囲まれ、お好きなように暮らしたいのでしょう。継母の私には止められません』

　ザンドラの言い訳をお父様や執事長たちは信じた。デボラは『お姉ちゃまと一緒に住みたい』とだだをこねた記憶がある。

　原作とは住んでいるところが違うけれど、公爵邸の間取り図に記されていない秘密の抜け道はそのまま。

　私の書斎にある本棚が隠し扉で、地下の隠し通路に続いている。お父様もザンドラも使用人たちも気づいていないみたい。いざという時のため、使えるのは一度きりだと思っていたから、閉じこめられた時も使用しなかった。

　とうとう今、その時。

　懐中電灯みたいな照明の魔導具を点灯し、階段を降りたところに用意していた鞄を確かめる。金貨に銀貨、お母様から受け継いだ資産を管理する魔導具や防犯の魔導具など、脱出用グッズはすべて揃っていた。

　ドレスをたくし上げ、鞄を持ち、早足で薄暗い隠し通路を進んだ。

　亡きお母様、ソシュール王国の第一王女は聡明だった。自分の死後、私がどうなるか、冷静に予想したみたい。

　お母様は死を覚悟した時、乳母のマルテやメイドたちに言い含めたという。

『マルテ、私の亡き後、ザンドラが後妻に入り、命より大切なアデリナは虐待されるでしょう。どうか、守ってください』

『奥様、なんて気弱な。そんなことは仰せにならずに』

『もうそんな慰めを聞いている場合ではないの。アデリナを守ろうとする使用人は全員、解雇されると思うわ。謂れのない汚名を着せられるかもしれなくてよ』

　お母様はマルテたちの忠誠心を信じていたから案じていた。貴族社会は身分と権力でいかようにも正義がねじ伏せられる。使用人の冤罪など、掃いて捨てるほど転がっていた。

『まさか、そんな……』

『亡き父も同じ気持ちだったと思う。ドレーゼの野心に気づかず、なんの手も講じず、愚かにも祖国を滅ぼしたの』

　お母様は狡猾な手を駆使したドレーゼ帝国ではなく油断した実父を批判した。マルテはソシュール王国貴族の血を受け継ぐドレーゼ帝国人だ。

『……ど、どうすればよろしいのですか？』

　マルテもお母様とお父様の結婚がドレーゼ帝室によるソシュール王国征服の第一手だと知っている。ドレーゼ帝室の婚姻による領地拡大政策は周知の事実だ。感傷的になっている余裕はないと判断して、その時のために備えようとしたらしい。

『私の亡き後、後妻となったザンドラはあなたたちの出方を見るでしょう。全員、ザンドラ側についてください。裏ではアデリナを守ってくださいな』

　結果、お母様が予想した通りになった。

　幼い私は離れに移動させられて、物置小屋に閉じこめられる。食事として腐ったスープとカビの生えたパンが運ばれた。典型的な虐待だ。

　けれど、マルテやメイドたちは小声で私に耳打ちした。

『アデリナお嬢様、申し訳ございません。召し上がらないでくださいね」

　マルテやメイドたちは何度も詫びながら、隠し持っていたパンやチーズをくれた。ローストビーフのサンドイッチやサーモンのパイ、焼き菓子やチョコレートまでいろいろ。

『マルテ、お父様はザンドラの意地悪を知っているの？』

　身体は子供でも精神年齢が大人だったから、尋ねずにはいられなかった。前世の父とは違って、公爵のお父様は衣食住の保証はしてくれたから。

『旦那様はザンドラに騙されていると思います』

　一途にシュタインドルフ公爵を愛しているという健気な淑女の裏の顔は陰険だった。今の状態もすべて『アデリナ様の希望』だと、泣きながら主張しているという。お父様が女の涙に弱いとは知らなかった。ザンドラのピンクブロンドもポイント高いよね。ピンクってだけで可憐。

『私、お父様に会えないの？』

『ジークハルト殿下と結婚して、ここを出るまで我慢しましょう。亡きお母様もお嬢様の結婚を楽しみにしていらっしゃいました』

　婚約者と結婚すれば堂々と公爵家から出ることができる。それまでの辛抱、と私は言い聞かされて育った。

　なのに、ザンドラにバレたのか、なんの挨拶もなく、いきなりマルテを始めとする私専属のメイドや料理人たちが全員解雇された。推薦状も出されず解雇されたから、もう貴族の屋敷では働けない。

　新しい使用人に戦々恐々。

　ザンドラに買収され、あっさり寝返った執事長やメイド長も怖い。

　ここから本当の虐待の日々が始まる？

　怯えたけれど、目に見えた虐待はなかった。お母様の主治医はそのまま私の主治医で何かと気にかけてくれるし、食事はお母様が生きていた時と同じどころか、それ以上？

　食事やスイーツだけでなくドレスや宝飾品も最高品が用意された。

　……で、わかった。

　これがザンドラの新しい手。

『アデリナ様の希望ですの。どうか、アデリナ様の希望通り、すべての宝石を離れに運んでください。支払いはすべてシュタインドルフ公爵家に回してくださいまし』

　ザンドラは勝手に私の名前で買い物をしたから、傲慢で浪費家な公爵令嬢の噂がアップデートされ続けた。

　結果、私の品位維持費はザンドラやデボラの十倍になり、悪評も帝国の隅々まで行き渡った。けれど、お父様から注意はなかった。正確に言えば、会うこともなかった。家族揃って帝宮入りする時も、私は離れに閉じこめられたから。

　お母様の亡き後、婚約者の誕生会も私は離れに監禁され、参加できなかった。もちろん、欠席理由は『アデリナの我が儘』だ。殿下とデボラの仲が急速に縮まったと聞いた。

　婚約が整ったのは先代の皇帝陛下がご存命の頃、私が生後八か月、ジークハルト殿下が二歳。

　お母様が生きていた頃、何度もジークハルト殿下にはお会いしたけれど、不愛想で氷みたいな皇子だった。私は近寄り難くていやだったけれど、お母様は気に入っていた。

『アデリナ、ジークハルト殿下は信じてもいいわ。逃してはいけないわよ』

　先帝が崩御し、異母兄であるフリートヘルム一八世が即位した後、ジークハルト殿下がユーベルヴェーク大公殿下と呼ばれるようになってから冷酷さは一気に加速した。

　お母様は先見の目があったけれど、大公殿下のことは外れたね。

「……あいつ、クソ野郎」

　……あ、お母様、ごめんなさい、クソ野郎なんて淑女にあるまじきことを言ってしまいした。

　お母様は一度もお父様やザンドラを悪く言わなかったね。

　淑女の鑑だった母を思いだしているうちに、古い教会の納屋に出た。

「……やった」

　脱出成功。

　バイバイ、ザンドラ。

　私が逃げたと知ったら、使用人たちに八つ当たりするのかな？

　主治医には挨拶したかったけど、迷惑をかけるかもしれないからこれでいい。

　まだまだ安心できないけれど、監獄から解放された気分。

　月明りの中、フードを深く被りなおし、古い教会の裏手から貴族街を出て商人街に進んだ。
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　照明の魔導具があるし、魔法灯が設置されているし、あちこちで帝国騎士団や聖騎士団が警備しているし、人通りも多いから危なくない。貴族令嬢の一人歩きなんて言語道断だけど、花祭りの最中だから目立たない。

　私が目的地に向かって歩いていると、帝都を警備している騎士団の会話が聞こえてきた。

「そういえば、ユーベルヴェーク大公殿下はアデリナ嬢との婚約を破棄したそうだな」

「当然だろう。あんな贅沢な女と結婚したら、いくら大公家でも破産する」

「東洋の美術品を買い占めた挙げ句、三日も経たないうちに飽きて、デボラ嬢に押しつけたそうだ。アデリナ嬢と違って慎ましいから困ったらしい。公爵夫人が実家の協力を得て、処理したそうだが……」

「あんなのが、英雄の花嫁なんて帝国の恥だ」

　騎士たちが私の噂をしていても驚かない。

　それ、それも裏があるの。

　私の離れには各地から希少価値の高い美術品もいきなり送られてきた。私が買ったらしいけれど、身に覚えがない。返品しようとしたら、ザンドラの実父のゲーゼ男爵が乗りこんできて、説明どころか挨拶もなく、美術品をすべて運びだした。

『ゲーゼ男爵、挨拶もなく失礼でしょう。説明してください』

　私が感情を深淵に沈めて応対すると、ゲーゼ男爵は派手なクラヴァットを直しながら溜め息をついた。

『アデリナ嬢、私は公爵夫人の実父です。態度を改めなさい。なんの躾もされていないようですな。まったく、嘆かわしい』

　……あれ、ザンドラとゲーゼ男爵が仕組んだやつ。

　主導はどちらかわからないけど、購入手続きはゲーゼ男爵家が経営しているゲーゼ商団だよね。

　継母のザンドラは原作では高慢なアデリナにひたすら耐える淑女だったけれど違い過ぎる。私も原作はまったく違う。けど、世間の評価は原作のまま……うん、これ私の態度がどうであれ、破滅は免れないコース？

　……や、原作通りの処刑エンドは迎えたくない。

　せめて前世より長生きしたい。

　お母様は亡くなる前、私の手を握りながら言った。

『私の可愛い花、よくお聞き。もし、命を神に捧げたくなったら、聖フリーデリーケ教会の裏にあるレーゼル商会にお行きなさい』

『お母様、いや。置いていかないでっ』

『私の魂はアデリナのそばにいつもいるわ。ただ、身体は置いていけないの。だから、いいわね？　命を絶つ前に聖フリーデリーケ教会の裏にあるレーゼル商会に行くのよ。教会に行く必要はないわ。……まだ理解できないかしら。マルテ、お願いね』

　お母様は諭すように『レーゼル商会』を繰り返した。聖フリーデリーケ教会にはお母様と一緒に何度も参拝したから知っている。慈愛に満ちたシスターがいつも優しく迎えてくれた。それなのに、教会じゃなくてレーゼル商会？　教会への往来も馬車だし、周囲を歩く機会もなかったから、付近にそんな商会があることも知らない。一度でもいいから確認したかったけど、いつも私を監視しているメイドや専属騎士の目が厳しくてできなかった。

　そうこうしているうちに、慣れ親しんだ聖フリーデリーケ教会が視界に飛びこんできた。修道騎士が警備しているけれど、花祭りの薔薇行列を眺めているから私には気づかない。早足で裏手に回ると、風格が漂う建物があった。『レーゼル商会』という看板が掲げられている。

　ここだ、と喜んだのも束の間、今さらながらに不安になった。

　私の悪評は轟いている。

　悪役令嬢の登場で叩きだされたらどうしよう？

　前世、スクールカースト底辺時代を思いだし、足が竦み、レーゼル商会に近づきたいのに近づけない。人に対する罵倒は刃となって魂を傷つける。お母様や乳母たちに癒された前世の傷はちょっとしたことでぶり返す。

　物陰でうろうろしていると、レーゼル商会から見覚えのある顔がいくつも出てきた。ザンドラの実父や甥、補佐官など、会いたくない奴ばかり。

「レーゼル商会長、莫大な負債を抱えて倒産するだけではすまない。愚鈍なのは知っているが、よく考えなさい」

　ザンドラの実父であるゲーゼ男爵は高飛車に言ってから、家紋入りの馬車に乗りこんだ。貴族の中では低い身分だけど、馬車は財力を象徴しているように豪華だ。マジ成金。

「……え？　ザンドラの父親？　ゲーゼ男爵……つまり、ゲーゼ商団主？」

　ゲーゼ商団は取るに取らない小さな商会だったけど、お父様が便宜を図ってから急成長して、今では帝国一の商団になった。もっと言えば、ザンドラがお父様の愛人になってから一気に勢力を伸ばした。正確に言えば、お父様の手先になってソシュール王国滅亡に協力したから見返りをもらったんだ。

　今現在、帝国内の商団のほとんどにゲーゼ商団の息がかかっているという。

　まさか、レーゼル商会も？

　そんなの、私は飛んで火にいる夏の虫？

　どうしよう。

　お母様の遺言だけど、レーゼル商会がゲーゼ商団と関係していたらアウト。

　私はその場で修道院に叩きこまれるかもしれない。

　お母様の予想はだいたい当たったけど、大公殿下という最大の大外れがある。

　お母様、私のデビュタントのパートナーは大公殿下に断られてお父様だったのよ。

　婚約者のデビュタントのエスコートを断るなんてありえないでしょう。

　私を毛嫌いして、ありえないことをやりやがった。

　けど、お母様の遺言。

　……あ、カフェ・メッテルニヒのマスター夫妻とか、格安スーパーのおばちゃんとか、八百屋のおじちゃんとか、前世でも意外な人が優しかった。

　ほかに頼る当てもない。

　私はありったけの愛を注いでくれたこちらでの母親を信じ、レーゼル商会に飛びこんだ。

「ごきげんよう」

　落ち着いた家具で揃えられた空間には、お母様の名前がつけられたソシュールの薔薇が飾られていた。

「いらっしゃ…………………………」

　初めて見る初老の紳士や金髪碧眼の凛々しい青年は私を見た途端、石化した。

　私はメデューサ？

　バサッ、という音のほうへ視線を流せば、チェストの前で帳簿を落とした女性がいた。亜麻色の髪に黄緑色の瞳、何度も夢で見た乳母だ。……や、乳母がこんなところにいるわけがない。見間違い？

「……え？」

　最後に見た時と違って、白髪はあるし、皺も深くなっているけど、間違いなくマルテだ。もしかして、これは夢？

「……マルテ？」

　ペチッ、と確かめるように自分の頬を叩いたら、ちゃんと痛感がある。夢じゃない。

「お嬢様、よくご無事でっ」

　マルテは泣きながら駆け寄り、私を抱き締めてくれた。

　……あぁ、私を実の娘のように溺愛してくれた乳母だ。

「……マルテ？　マルテなの？　マルテよね？　私のふたりめのママ……」

　こらえきれず、私の涙腺は崩壊した。

「私の命より大切なお嬢様……あぁ、死にたくなったのですか？」

　マルテもお母様の遺言を託されていたから、私がレーゼル商会に飛びこんだ理由に気づいたみたい。

「……ど、どうして、こんなところにいるの？」

　マルテは推薦状も紹介状もなく、シュタインドルフ公爵家を解雇された。貴族が経営する事業や出資した商会も就職は無理だったはず。

「レーゼル商団に出資したのは亡き第一王女様、いえ、シュタインドルフ公爵夫人だったお母様ですよ」

　意表を衝かれ、私は素っ頓狂な声を出した。

「……えぇ？　お母様が？」

「真のレーゼル商会主はお母様です。お母様の亡き後、アデリナお嬢様です」

　マルテの言葉を肯定するように、石化が解かれた初老の紳士や凛々しい青年たちがいっせいに優雅なお辞儀をした。宮廷でも通じるマナーを身につけている。

「……お、驚いた」

「奥様の炯眼に私たちは助けていただきました。レーゼル子爵もそのひとりです」

　マルテの紹介により、初老の紳士が表向きの代表、つまり商会長だと聞いた。レーゼル子爵家の当主だ。ソシュール王国出身の母を持ち、お母様がソシュール王宮で『黄金の薔薇』と称えられていた時から交流があったという。再度、ソシュール宮廷式の挨拶をされた後、懐かしそうに声をかけられ、私は胸が熱くなった。

　奥の応接間に通され、花の香りがするココアとクグロフという王冠型のバターケーキが用意された。どちらもお母様と私の大好物。

「お嬢様がここにいらっしゃった、ということは星天に旅立ちたくなるほど、お辛いことがあったのですね。大公殿下との婚約破棄の噂、私の耳にも届きました」

　マルテに切々とした口調で言われ、私は感情を抑えきれずに荒い語気で零した。

「お母様の予言、婚約者に関しては外れたわ」

「……そんなことは……」

「……ううん、私は継母や異母妹を虐めた悪役令嬢だから、婚約破棄されても仕方がないみたい？」

　もしかして、マルテも私が悪いと思っている？

　……あ、そうだよね。

　マルテにも誤解されても仕方がない。

「違います。私の大事なお嬢様はそんなことはしません。ザンドラの罠に落ちたのでしょう」

　マルテは鬼のような形相できっぱりと言い切った。

「……わ、わかってくれるの？」

　お父様も大神官長様もお母様の友人たちも殿下の後見人も侍従長も……信じてくれなかったのに？

　唯一、わかってくれたのはお母様を看取った主治医だけ。

「当たり前です。お嬢様は子供の頃から聞きわけがよくて優しくて可愛かった。少しぐらい我が儘を言えばいいのに、と思っていました。自慢のお嬢様でしたし、今でも自慢のお嬢様です」

　わかってくれる人がいた。

「わかってくれるんだ」

「いったいどのような罠に落ちたのですか？」

　マルテに怒気を含んだ声で問われ、私は遠い目で語りだした。マルテたちがいっせいに解雇された後、私の誕生日が盛大に執り行われてから、ザンドラはデボラを使いだした。

　デボラは天真爛漫でお転婆だったからよく転んだ。私を見つけたら元気よく走ってきては転んだ。

『お姉ちゃま～ぁ、痛い～っ』

『デボラ、大丈夫？』

　私は慌てて駆け寄って、デボラを慰めた。なのに、すべてを見ていたザンドラは私のせいにした。

『アデリナ様、申し訳ございません。デボラを虐めるのならば、どうか私を虐めてください』

　騒ぎを聞きつけ、お父様や執事長たちが集まってくる。

『……あ、私がいけないのです。アデリナ様がいきなり癇癪を起され、デボラに手を上げようとしました。デボラはアデリナ様と一緒に暮らすことを楽しみにしていましたから……お母様を亡くされたアデリナ様にとって、私とデボラは憎き敵なのでしょう。許されるはずがございません』

　ザンドラは清楚な美貌を涙に濡らし、私とお父様に謝罪を繰り返す。デボラはお父様にしがみつき、泣きじゃくるだけ。

　私が釈明しようとした瞬間、お父様の冷たい一声。

『アデリナ、下がりなさい』

　お父様の冷酷な視線が私の心を貫いた。私には口を開くことさえ許されなかった。執拗に繰り返されたザンドラやメイドたちの芝居だ。当時、デボラはどこまでわかっているのか、不明だったけれども。

　妹を虐める異母姉、という悪評が広まるのに時間はかからなかった。デボラが最年少でデビュタントを迎えた後は加速がついた。

　お客様を招いた日、ザンドラは周囲を見回してから私の前に跪き、泣き崩れた。

『アデリナ様、申し訳ございません。これは亡き母の形見なのです。亡き母の遺言により、デボラに譲らなくてはなりません。いくらアデリナ様でも差し上げるわけにはいかないのです……どうか、お許しください』

『ザンドラ様、私はそんなこと申していません』

『アデリナ様、亡きお母上様と比べ私はしがない男爵家出身です。アデリナ様の継母に相応しくないと承知していますが、こればかりはご容赦ください』

　ザンドラの泣き声に気づき、デボラやお父様、お客様たちが集まってきた。被害者は泣き濡れている元愛人の継母だと信じて疑わない。

『……あぁ、お姉様、そういうことですのね。代わりと言ってはなんですが、こちらを差し上げます。どうか許してください』

　デボラは優しい笑顔を浮かべながら自分が身に着けていた首飾りを外し、私に差しだした。当然、私は拒否。

『デボラ、結構です。私は望んでいません』

　どんなに私が拒否しても、デボラはメイドたちの手を借りて首飾りを私に押しつけた。私の専属騎士もデボラの味方。

『お姉様、いいのよ。もらってちょうだい。私よりお姉様のほうが似合うわ。とっても綺麗よ』

　これ、何も知らない人たちの目には私の悪行にしか映らない。

『アデリナ嬢、噂通りの、最低な悪女だな。継母から形見を取り上げようとするとは』

『皇后クラスの宝石を身に着けているのに、公爵夫人の宝石を望むとは、いったいどこまで性悪』

『優しい継母が憎たらしいのであろう。継母の持っているものならばなんでも取り上げたい女だ』

『大公殿下は婚約破棄しないのか？』

『皇帝陛下には後継者がいない。このままだと大公殿下が次期皇帝、あの傲慢な悪女が皇后だ。誉れ高き帝国が終わる』

『今のうちに婚約破棄するしかない』

『大公殿下は魔獣征伐で忙しく、滅多に帝都にいらっしゃらないから婚約者の性根をご存じないのか？』

　あの手この手でザンドラにやられたっけ。

　デボラに悪気があったのか、なかったのか、よくわからないけれど、いつも妙な感じで私に追い打ちをかけた。

　お父様には何を言っても無駄だった。無表情のまま『品位維持費が足りないのか』って。『希望があればゲーゼ商団に申し付けろ』ってさ。

　養育費を踏み倒した前世の父親よりマシだけど……マシだと思ってしまう私もどうかと思うけど、デボラを溺愛している姿を目の当たりにしただけに辛かった。私とデボラに対する視線が全然違うからいやでも自覚する。

「……ザンドラやゲーゼ男爵にいろいろやられたの。メイド長も執事長もザンドラの手先だし、私の専属騎士も専属メイドも家庭教師も買収されているし……これ、話しだしたら止まらないから、ここら辺で……」

　メガ盛りＭＡＸの鬱憤を全力で止めた。前世の経験で愚痴を零しても、無駄だってことは身に染みて知っているから。

　けど、マルテの目から滝のような涙が滴り落ち、私を抱き締めなおした。

「お嬢様、おいたわしい」

「ザンドラに解雇された時、連れていってくれたらよかったのに」

　レーゼル商会にこんな裏があるのならば、マルテと一緒に暮らしたかった。デボラを猫可愛がりするお父様なんて見たくもなかったのに。

「ソシュール王国の血を受け継ぐお嬢様、さすがにできませんでした。ただ、大切に扱われているとは聞いていました」

　属国として存続することも許されず、地図から消えた亡国にとって、正当な王位継承権を持つ私は頼みの綱だ。帝国にソシュール領として組みこまれた今でも興国は諦めていないという。原作、悪役令嬢がヒーローを取り戻すために悪用したソシュール勢力だ。結果、反逆罪だの、国家転覆罪だのに問われた。

「いやがらせの方法が変わったのよ」

「ゲーゼ商団がアデリナ様の命令で珍しい美術品を買い漁っていることは有名です。これも違いますね」

　マルテに確かめられるように問われ、私は大きく頷いた。

「そうよ。私は美術品には興味がないわ」

　せめてチョコレートやトルテにしろ、って何度も思った。百歩譲って、砂糖や蜂蜜でもいい。

「ザンドラもゲーゼ男爵も、大公殿下にデボラを嫁がせたいのでしょう。アデリナ様の落ち度により、婚約破棄させたいのは明らか」

　デボラの初恋相手は大公殿下だ。異母姉の婚約者でも恋心は止められないらしい。……あれ、恋心は止める気もなかったよね？　デボラは私と大公殿下が嫌い合っていると信じている。

「婚約破棄してもいいけど、修道院はいや」

　私が切羽詰まった状況を明かすと、マルテは思案顔で唸った。

「本当に大公殿下のご意思ですか？」

「そうよ」

「何か裏があると思います。奥様は大公殿下を見込んでいました」

　ジークハルト殿下は幼い頃から、利発だし、身体能力も高いし、魔力に至っては皇帝陛下や大魔法師を凌ぐとさえ囁かれていた。

「修道院に叩きこまれるところ、逃げてきたの。そろそろ騎士団にバレて大騒ぎになっていると思う」

　まさか、私を罪人として指名手配しないよね？

　いくらなんでも？

　……や、ザンドラとゲーゼ男爵が大公殿下と組んでいたら危険？

「公爵様と皇帝陛下は承諾していないはずです。お嬢様はソシュールの唯一の王位継承者です。旧ソシュール勢が蜂起しないのは奥様とアデリナ様がいたからですよ」

「それをわかっていながら、婚約破棄するんだもの。よほど、大公殿下は私が嫌いみたい」

　自分で言って悲しくなった。過ぎし日、お母様の前でジークハルト殿下と手を繋いで帝宮の庭園を散歩した思い出が蘇る。意外にも優しくて、私のヨチヨチに合わせてくれた。私が転びそうになったり、虫に刺されそうになったりしたら、騎士道精神を発揮して守ってくれた。あんなことで胸きゅんした私を殴りたい。

「何かあるはずです」

　マルテが唸りながら言った時、扉が勢いよく開いて、懐かしい顔が現れた。私専属のメイドだったクリスタやロジーナたちだ。

「アデリナお嬢様、よくご無事で。どれだけ、連れ出したかったかーっ」

　クリスタが私に勢いよく抱きつき、ロジーナは私のドレスの裾を手にして口づけた。

「アデリナ様、大きくなられて……亡き奥様にそっくりです」

「……あ……あぁ、クリスタにロジーナ？」

　ザンドラの脅迫と買収に屈したように見せかけ、私を懸命に守ろうとしてくれた。メイドというより、姉のような存在。

「お嬢様、私たちを覚えていてくださったのですね？」

「……ど、どうしてここに？」

「ザンドラにいっせいに解雇された後、みんな、レーゼル商会を頼りました。亡き奥様のご遺言だったのです」

　頼れるところがなければレーゼル商会にお行きなさい、とお母様は使用人たちにも言い含めていたという。

「アデリナお嬢様、よくいらっしゃいました」

　亡きお母様を崇拝していた執事から料理長、私の専属騎士、庭師まで続々と集まってくる。全員、レーゼル商会関係者だ。

　私の涙腺は修復不可能。

　もう無理。

　大公殿下が恐ろしいから悠長なことはしていられないけど、今は再会を喜んでもいいよね？

　私と再会して喜んでくれる人がいる。

　ただ、それだけなのに嬉しい。

　……うん、それだけなんだけど、最高に幸せ……こんな気持ち、久しぶり。

　連絡が極秘で飛び交ったらしく、さらに懐かしい顔が増えていき、脱出の夜は再会の涙とともに更けていった。

　私を大事に思ってくれる人がいる。
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　歓喜の涙に溺れた翌日、胡桃と林檎入りクグロフの朝食を食べた後から不穏な噂が立て続けに舞いこんだ。

「帝国騎士団とシュタインドルフ騎士団が血眼になって、アデリナ様を探しているようです」

　補佐官が青い顔で告げた後、元使用人のミルク屋も配達のふりをして報告してくれた。

「アデリナ様が婚約破棄を拒み、修道院も拒み、逃走したという噂が流れています。近衛騎士団も捜索に加わる予定だそうです」

「アデリナ様が大公殿下への未練で失踪し、旧ソシュール貴族を煽って蜂起させる噂も流れています。独立派代表を捕縛し、ソシュール領を封鎖するそうです」

「アデリナ様の失踪につき、シュタインドルフ公爵夫人は寝込み、デボラ嬢は大公殿下に謝罪され、捜索に協力するとか」

　事実か、嘘か、どちらにせよ、どの噂も想定内。

　犯罪者として手配状が出ていないからマシ。

「私が誘拐された噂が流れていないところがポイントね」

　私は軽く言ってから、帝国内の地図を眺めた。とりあえず、一刻も早く、帝都から出たほうがいい。

「どうせ、ザンドラやゲーゼ男爵が情報操作したのでしょう。ソシュール侵略において、ゲーゼ男爵の情報操作は素晴らしかった」

　マルテが次から次へと舞いこむ噂を一蹴した時、レーゼル商会が帝国騎士団に取り囲まれたらしい。

　バレた？

「大変です。アデリナ様、逃げてください」

　防犯の魔導具で建物の周囲を確認し、レーゼル子爵は応対するために部屋から出ていった。

「アデリナ様、かくれんぼしましょう。逃げたほうが危険です」

　私はマルテとともに隠し部屋に通される。窓はないけれど、空調の魔導具が設置されているから息苦しくはない。ゆったりとしたソファに腰かけ、テーブルに置いた映像の魔導具でレーゼル商会に入ってきた帝国騎士団を見た。

『ユーベルヴェーク大公殿下の命である。シュタインドルフ公女の失踪につき、捜索している。ご協力、願おう』

　顔見知りの副団長がレーゼル子爵に高飛車に言い放った。常日頃、次期皇帝と目される大公殿下の権威を笠に威張りまくっている。

『私の記憶が正しければ、シュタインドルフ公女はおふたりいらっしゃいましたね？』

　レーゼル子爵が確認するように言うと、副団長は忌々しそうに手を振った。彼はデボラにイカれた男のひとり。

『失踪するような公女はどちらかわかるだろう』

『デボラ嬢ですかな？』

『天使のようなデボラ嬢に何を申すかっ』

『失礼しました。デボラ嬢は愛人が生んだ婚外子だと聞いていたものですから……』

　デボラが誕生した時、ザンドラは愛人だったし、認知もされず、貴族名簿にも登録されなかった。お父様はどんなに愛人を寵愛しても、お母様のメンツは守ったのだ。

『失敬な。デボラ嬢は大公殿下の未来の妻だ』

『さようでございますか？　何分にも社交界の事情に疎く』

『疎いのによく商売をしていられるな……あぁ、だから、破産寸前なのか』

　ふっ、と馬鹿にしたように鼻で笑われても、レーゼル子爵は柔和な笑顔で躱した。

『面目ない』

　レーゼル子爵、私の唯一の心のよりどころだったカフェ・メッテルニヒのマスターに似ている。

　前世、どこでも私の居場所はなかった。

　けれど、ひょんなことでバイトすることになったウィーン風カフェで初めて認められた。頑張ったら正当に評価してくれたんだ。正社員として雇用されて、初めて生き甲斐を感じたのも束の間、店内で大ゲンカする夫婦を止めようとして、夫が握っていたグラスで殴られて転んで、打ち所が悪くて死んだ。

　結局、よくしてくれたマスター夫妻に迷惑をかけた。

　死人が出たカフェなんて客足が遠のくだけ。

　私ってやっぱり駄目だ、と前世を思いだしてへこんでいると、帝国騎士団は商会内を捜索しだした。

『……調べさせていただく。協力してくれるな』

『破産寸前の商会にシュタインドルフ公女が現れるとお思いですかな？』

『近所の教会に参拝していた』

『さようでございますか』

　帝国騎士団員たちは悪態をつきつつ、レーゼル商会内を調査した。映像の魔導具には私を探す騎士団員の姿が映しだされ、会話も明確に聞こえる。

　マルテは私を守るように抱き締め、私はペン型の防犯の魔導具を手に息を潜めた。乱暴な足取りで隠し部屋に近づいてくる。

『大公殿下、どうしてもっと早く婚約破棄しなかったんだろう？』

『皇帝陛下の命令で婚約破棄できなかったんだ。ほら、ソシュールの呪い』

『ソシュールなんて気にすることないだろう。元々、軍事力はない。アデリナ嬢みたいに贅沢ばかりしていた王国だ。滅亡して当然』

　帝国騎士団員の悪態を聞き、マルテと私の身体が怒りで震える。それでも、ひとりじゃないから怖くない。……や、ひとりじゃないから怖い。これ、ここで私が見つかったらマルテたちも罰せられるの？

　不安に押し潰されそうになったけど、帝国騎士団は納得して去っていった。見送ったレーゼル子爵と補佐官が隠し部屋の扉を開ける。

　私はマルテと一緒に隠し部屋から出た途端、その場にへたり込んだ。

「私、見つかったら詰む」

「アデリナ様、ザンドラのいないところで、公爵様と話し合いましょう」

　マルテの意見に賛同するように、レーゼル子爵が大きく頷いた。その手には通信の魔導具があり、情報屋とやりとりしていたみたい。

「無駄よ。話ができるようなお父様だったら、こんなことにはならなかった」

　記憶が正しければ、一度もお父様に笑いかけられたことはない。抱いてもらった記憶もない。デボラを抱き上げる姿はいやというぐらい見ているけれど……うん、子供の時だけじゃない。つい最近も抱き上げていたよね？　……ま、あれはデボラから無邪気に飛びついたんだっけ？

『お父様～ぁ』

　デビュー後の淑女が子供のようにじゃれつくなんて大問題だけど、ザンドラはいっさい注意しない。

『デボラ、そなたも年頃なのだからやめなさい』

　お父様は注意したけれど、顔はだらしなく緩んでいた。

『そんなの、いいじゃない。一番だっこしてほしい時、お父様は一緒にいてくれなかったもの。とっても寂しくて、いつもお母様と泣いていたのよ』

　デボラに愛人の子だという自覚があるのか、ないのか、わからないけれど、あっけらかんと別宅に住んでいた時代に触れた。ザンドラはこれ見よがしにうなだれ、メイド長に慰められる。

　あの当時、公爵邸にいつ愛人が乗りこんでくるか、私やマルテたちは危惧していた。

『あの頃のことはすまない』

　お父様が苦渋に満ちた顔で詫びると、デボラは無邪気な笑顔を浮かべた。

『わかっているわ。お姉様のお母様がいらしたから、私と一緒に暮らせなかったのね。だから、今、私と一緒にいてね。婚約はいやよ』

　デボラに頬にキスされ、お父様は完璧に落ちた。本来、婚約者がいて当然の年頃なのに婚約を強要しない。

　デボラと同じことを私がしてもいやがられるだけ……や、するどころか、話さえできずに追い払われる自信があった。

　私に注がれるお父様の冷やかな目を思い出せば自然に腕が震える。緑色の目が怖い。お父様の緑色の魔力はさらに怖い。察したらしく、マルテは私の肩を抱きながら言った。

「……ならば、皇帝陛下に直にお会いしましょう。陛下ならば『ソシュールの呪い』を理解されているはず」

　ドレーゼ帝国のソシュール王国征服の第一歩は、私のお母様である第一王女とシュタインドルフ公爵の政略結婚だった。先代皇帝陛下の命令通り、お父様は第一王女を娶った後、娘婿としてソシュール王室に深く入りこみ、入念な裏工作に励んだ。私が誕生して、ソシュール国王夫妻が思い切り油断した時、お父様が隠し持っていた牙を剥いた。

『私は第一王女の婿として告発する。ソシュール王国に同盟違反、有り。ドレーゼ侵攻の計画を入手しました』

　予め、先帝と図っていた通り、お父様はソシュール王国の同盟違反をでっちあげた。そうして、ドレーゼ帝国団の総指揮官として攻めこんだ。予め、要所は買収していたからあっさり陥落した。

　ここまでは帝国内外の興亡史でもよくあること。

　けれど、戦後処理が残虐すぎた。ソシュール国王夫妻や王太子を皮切りに、取るに足らない王族末端の幼い王女まで処刑したのだ。皆殺しから三日も経たないうちに、先帝は原因不明の病に倒れ、長く苦しんでから逝った。譫言も遺言も『ソシュールよ、許せ』だ。多くの皇子や皇女に先立たれた。

　皇太子殿下がフリートヘルム一八世として即位して、ご本人は壮健だけど、皇后は懐妊したのに急逝した。以後、ふたりめの皇后にしろ皇妃にしろ身分のない愛妾にしろ、皇帝の子は誰が生んでも夭折する。皇子にしろ、皇女にしろ、五回目の誕生日を越えられない。『ソシュールの呪い』は実しやかに囁かれている噂だ。

「単なる偶然？」

　国家間において、同盟と結婚はセットだ。ドレーゼ帝国の野心に気づかず、同盟を結んだソシュール国王が愚鈍だった。お母様が何度も口にしたように。

　ただ、国王夫妻や王太子は仕方がないとしても、末端王族の幼い姫まで処刑したのはいくらなんでも惨い。亡国の幼い姫は修道院送りがセオリーなのに。

「呪われても呪われなくても皇帝陛下の子孫は育たないでしょう。帝室も絶えるところ、アデリナ様と婚約したから、直系の皇帝陛下は命拾いしているのです」

　マルテはソシュールの呪いを信じているような気がしないでもない。クリスタやロジーナたちにしてもそう。

　ソシュール滅亡の鬱憤が燻ぶっている。原作でも元ソシュール貴族のプライドは尋常じゃなかった。それ故、アデリナの強烈な性格に引きつつも口車に乗って決起した。圧倒的な軍事力の差は明らかだったのに。

「私のおかげでソシュールの呪いを免れたのに婚約破棄……大公殿下は本当に私が嫌いなのね」

「そうではありません。絶対に何かあります。とりあえず、陛下に……いえ、やはり、公爵様に連絡を入れましょう」

「無駄よ。話にならない」

「話にならなくても、公爵様には話を通しましょう。家出娘を放置する方ではございません」

　めっ、とマルテに子供の時のように人差し指を立てられた。ヨチヨチ歩きで部屋を抜けだして庭で迷ったり、裏門の前で力尽きたり、マルテや専属メイドを卒倒させた過去が蘇る。

　条件反射のように『ごめんさない』が出そうになったけど、ギリセーフ。

「……家出？　自立よ」

　私に家出した自覚はない。

「家出としか思ってくれないでしょう」

「自立するの。レーゼル商会が私のものなら、今日から私も働くわ。こう見えて計算は得意よ」

　私は下肢に力を込めて立ち上がり、固く握った右の拳を振り上げた。淑女にあるまじき仕草だけど、誰も注意したりはしない。

　ただ、レーゼル子爵が沈痛な面持ちで口を挟んだ。

「王女様からお預かりした資産、すべてお渡しします……と言いたいところですが、不覚を取りました。負債が膨れ上がり、明日にも明け渡さなければなりません」

　つい先ほど、無礼な副団長もレーゼル商会の芳しくない台所状態を嘲笑っていた。騎士の耳まで届いていたら、融資を受けるのも難しいはず。

「ゲーゼのクソ野郎……じゃない。昨日、ゲーゼ男爵を見ました」

「……はい。コーヒー豆とカカオの輸入で失敗しました」

　レーゼル子爵が肩を落とすと、補佐官や書記官たちが悔しそうに俯く。新入りは腹立たしそうに呟いた。「ゲーゼ男爵のせいだ」と。

　いやな予感しかしない。

「いったい何があったの？」

「古くから取引がある業者やサロン、カフェの依頼でコーヒー豆とカカオを買い付けました。今までの五倍でしたから、うちも無理をして買い付けたのですが……」

　最後まで説明されなくても、なんとなくわかった。今まで幾度となくゲーゼ商団関係で聞いた話だ。

「もしかして、取引先が消えた？　……あ、ゲーゼ商団に乗っ取られた？」

「倒産した取引先が一軒、吸収合併された取引先が三軒、行方不明が二軒」

「コーヒー豆とカカオはどうなったの？」

「大型船八艘分のコーヒー豆とカカオはうちの倉庫と貸し倉庫で眠っています」

　察するに、貸し倉庫の料金だけでも大変だろう。一刻も早く、売ってしまえばいい。コーヒーとカカオならいくらでも買い手がいる。

「そんなの、新しい買い手に売ればいいだけ」

「ゲーゼ商団がコーヒーとカカオを属国から大量に買いつけ、卸し価格が半額以下になりました。うちがその価格で売れば破産です」

　異教徒との戦争でコーヒーとカカオが流れてきて以来、帝宮で爆発的な人気を博し、貴族社会では最高の嗜好品になったけど、帝国内ではどちらも生産できない。輸入に頼っている最中だから、どうしたって高価な贅沢品になる。

　それが一気に半値？

　いくらコーヒー豆に多くの種類があっても、カカオの質が悪くなっても、ありえない……うん、小汚いゲーゼ商団でも無理……や、皇后陛下御用達だからできる？

　そういえば、帝都に一気にカフェが増えたような気がする。

　今までカフェは貴族や一部の富裕層の空間だったのに、余裕のある庶民向けもできた感じ？

　コーヒー豆とカカオの値段が安くなったから？

　……あ、花祭りの屋台でホットワインと一緒にコーヒーも売られていたよね？

　今まで屋台で高価なコーヒーは売られていなかったはず……うん、裏で何かあった、変わったんだ、変わったのは確か。

「それでゲーゼが半額で売れ、って脅し？」

「今現在、コーヒー豆やカカオだけでなく砂糖やスパイスなどの価格もゲーゼが決めるようになりました。ゲーゼの傘下になれば甘い汁を吸えるようですが、拒否したら価格操作の嵐にのまれ、遭難します」

　ゲーゼ商団の典型的な手口だ。何せ、シュタインドルフ公爵や皇后陛下の名を盾に、ほかの商団を吸収している。もしかしたら、最初から仕組まれた罠だったのかもしれない。

「その、コーヒー豆とカカオは罠ね」

「うちのような小さな商会を狙う理由がわかりません」

　商団と商会の違いはスタッフや事業規模の差だ。レーゼル商会は亡きお母様からたっぷり資本を投入されたから、決して危ない橋は渡らず、堅実なビジネスを展開していたという。レーゼル子爵自身、負債を抱えるとは夢にも思わなかったらしい。

「お母様が主だって気づいたんじゃない？」

　原作、ゲーゼ男爵は卓越した情報網を駆使して、娘や孫娘をフォローした。レーゼル商会に私の元乳母や元専属メイドが働いていたら注視して調べるだろう。原作と違うのは性格。

「……あ、ゲーゼの実質トップは男爵ではなくザンドラ夫人です。亡き奥様に対するコンプレックスがひどいからあり得る話です」

　レーゼル子爵が懊悩に満ちた顔で言うと、補佐官が納得したように口を挟んだ。

「黒幕がゲーゼと仮定すれば納得します。いい関係を築いていた取引先が手のひらを返しました……ゲーゼに狙われたら助からない……これまでか……」

　ゲーゼ商団に目をつけられたら終わり。

　服従するか、破産するか、ゴールはふたつにひとつ。

　……や、なんのために原作を知っているの？

　お母様が私に遺してくれた商会を潰させたりはしない。

　レーゼル子爵が前世の救世主だったカフェのマスターに重なる。ウィーンに音楽留学したのに、カフェ文化に感激して、音楽学校を中退したという。帰国後、ウィーン風のカフェをオープンした。ショーケースに並べた芸術品みたいなウィーン菓子は今でも覚えている。

　ぱっ、と私の視界にマスター夫妻と新作ケーキについて話し合った日々が蘇る。日本人好みに合わせるか、どこまで合わせるか、本場ウィーンの味を知る人も満足させたい、と葛藤したんだ。楽しかった。

「コーヒー豆とカカオはあるのでしょう？　活用しましょう」

　コーヒー豆とカカオがあれば勝算はある。

「半値以下でしか捌けません」

「私がカフェをオープンするわ。任せて」

　私が仁王立ちで宣言すると、落ち着いた紳士から太っ腹の乳母まで全員、口をポカンと開けたまま固まった。

　そんなに破壊力があったのかな？

　確かに、貴族令嬢が経営なんて言語道断だよね？

「……ほら、隣のレストランもレーゼル商会資本なんでしょう？　倉庫になっている二階をカフェにしましょう……あ、昨夜はクローズしていたわよね？　花祭りなら掻き入れ時なのにどうしてオープンしないの？」

　私が声高に捲し立てると、マルテがやっとのことで口を開いた。

「おいたわしい。婚約破棄されたショックが大きいのですね」

　マルテと一緒に解雇された腕のいい料理長も菓子職人もいる。こだわりが強すぎるあまり、赤字続きだったカフェ・メッテルニヒを立て直した経験もある。負ける気がしない。

「ザッハトルテで勝負よ」

　ナポレオンが島流しになった後、各国の要人がウィーンに集まった。ホストであるメッテルニヒがフランツ・ザッハに命じて作らせた菓子がザッハトルテだ。令和の日本でもポピュラーなチョコレートケーキの代表。

「ザッハトルテ？　新しい香水ですか？　アクセサリー？」

「カカオもチョコレートに変身して、食べられるのを待っているんでしょう。厨房に行くわよ」

　こだわりが強すぎたマスターのおかげで、私はカカオをチョコレートにできる。料理長や菓子職人も得意のはず。

「高貴なお姫様が厨房に入ってはいけません」

「私はもう公女じゃないわ。ただのアデリナよ」

　二度とゴージャスな監獄に戻るつもりはなかった。絶縁してもらって、平民としてマルテたちと生きる。

「お嬢様は誇り高きソシュール国王のお血筋です。おいたわしい」

「マルテがいてくれたら可哀相じゃないわ」

「もちろん、お嬢様にお許しいただけるのであれば、ずっとおそばにいます」

「そのためにもレーゼル商会は倒産させない。カフェは成功させる。ゲーゼに負けない。協力して」

　私が真剣な顔で頼めば、マルテは拒めない。レーゼル子爵や元メイドたちにしてもそうだ。レーゼル商会とレストランがある建物の一階には渡り廊下があり、私はマルテたちとともにすんなりと移った。早速、厨房でザッハトルテを作る。

　……まぁ、私は料理長に指示するだけ。

「実は客足は遠のいていましたし、スパイスや葡萄酒など、仕入れが上手くいかず、レストランはクローズする予定でした」

　レストランの実情を聞き、私は身を乗りだした。

「どういうこと？」

　レストランで使っている質のいいスパイスが入手できず、高級葡萄酒も備えられず、顧客を満足させられなくなっていたという。元シュタインドルフ貴族街邸の料理長はレストランを閉店させるつもりだったそうだ。

　どう考えても、ゲーゼ商団の妨害だとしか思えない。

「塩と胡椒は手に入るのね？」

「はい。タラゴンやフェヌグリークが入ってこなくなったのです」

「カフェならタラゴンやフェヌグリークや高い葡萄酒がなくても回せる。レストランをカフェとしてリニューアルオープンさせるわ」

　私がいきり立った時、チョコレート風味のバターケーキ生地が焼きあがった。

　冷ましているうちに、ホール担当に指名した元専属メイドや若い商会員とともにカフェ内装について話し合う。料理長にカフェメニューを説明すると目を丸くした。帝都でよく見かけるカフェは飲み物と焼き菓子、チョコレートぐらいしか置いていない。私のカフェはせっかく腕のいい料理長がいるんだから、食事も出すつもり。本場ウィーンのカフェのように、ウィンナーシュニッツェルやターフェルシュピッツをメニューに加えたい。

　熱が取れた生地をふたつに切り、杏ジャムを挟んだ。

「アデリナ様、チョコレートのトルテですな」

　一言で表現するならば、チョコレートトルテだ。すでに苺ジャムや林檎ジャムを挟んだチョコレートのトルテは各地で食べられている。

「まだまだよ。グラズール……っと、チョコのシロップを再結晶化させるの」

「再結晶化？　糖衣ですか？」

「うん、それ」

　砂糖と水とチョコレートでシロップを作り、固まりかけるところで杏ジャムを挟んだ生地を覆う。料理長の手際よさに惚れ惚れした。

「ザッハトルテよ」

　チョコレートシロップの砂糖が再結晶化していい感じに固まった。まず、全員で一口だけの試食会。

「……ん……チョコレートトルテ自体は濃厚で甘すぎると思います。いくら杏ジャムの酸味があるとはいえ、客層は絞られるでしょう」

　料理長の忖度なしの意見がいい。

　私は菓子職人に泡立ててもらった生クリームをそれぞれのザッハトルテに添えた。指示通り、砂糖は入れていない。

「その生クリームをつけて食べて」

「甘いチョコレートケーキに生クリームをつけて食べるのですか？」

　料理長は生クリームに二の足を踏んでいる。その気持ち、わかる。前世、私もマスターに勧められた時は躊躇った。

「いいから、つけて食べて」

　私が自信をもって言い切ると、料理長やマルテたちはいっせいにザッハトルテに生クリームをつけて食べた。

　全員、同じタイミングで同じ表情。

「……こ、これは……」

　手応え有り。

　メッテルニヒがウィーン会議のため、お抱えの職人にオーダーしたのは口の肥えた要人を満足させるスイーツだ。狙い通り、大評判になり、後世まで各地に残った。こちらの美食家も満足させられるはず。

「美食に飽きた人種を唸らせるザッハトルテよ」

「確かに、これなら美食の都でも評判になるでしょう」

　ドレーゼ帝国は大陸の中でも傑出した覇権国家だ。美食国家として有名だったソシュール王国を飲みこんだ後、帝都は美食の都として名を馳せた。

「倒産の噂は一度でも立つと手がつけられないの。噂には尾鰭がつく……これは私が身に染みて知っている。だから、今すぐ、レーゼル商会の大目玉としてザッハトルテを売りだすのよ」

　異母妹と継母を虐げる悪役令嬢の噂は電光石火の速さで駆け巡った。ならば、新しいトルテの噂も広がるはず。

「かしこまりました」

「カフェでテイクアウトもするの」

　前世、私の提案でテイクアウトしたら意外にもヒット。

「テイクアウトですか？」

「ちょうど、花祭りの最中。屋台でザッハトルテを売ろう」

　商人にとって花祭りは最高のタイミングだ。各国の商人や富裕層が集まるし、財布の紐も緩くなる。

「アデリナ様、素晴らしいアイディアです。私たちは屋台の権利を持っていながら、何もできませんでした」

　諸々に追い立てられ、なんの余裕もなかったんだろう。その気持ちはよくわかる。前世の私も離れに監禁された私もそうだった。

「屋台ではザッハトルテとクグロフ、飲み物はコーヒー」

　クグロフは国民食になっているから外せない。ナッツやドライフルーツを入れたり、チョコレート生地にしたり、オレンジ生地にしたり、バターケーキタイプではなくイースト発酵生地だったり、多種多様のクグロフが帝国の各地で食べられている。ソシュールでもクグロフは人気。

「はい。クグロフならば三種類、ご用意できます。コーヒーは五種類」

　レストランではデザートとして三種類のクグロフ、五種類のコーヒーをメニューに入れていたという。平均的な高級レストランのメニューだ。

「アルコール入りのコーヒーも売りだすよ」

「……え？　コーヒーにアルコールですか？」

　コーヒーをミルクで割ったり、泡立てたミルクをトッピングしたり、生クリームを載せてシナモンを添えたり、バリエーションは増え続けているけど、アルコール入りはない。

　帝国の成人年齢は一五歳だ。一昔前ならば、三歳の新郎新婦は珍しくなかったけれど、結婚が許されるのも一五歳。

　本来、私の一五歳の誕生日に大公殿下と結婚する予定だった。なのに、大公殿下側の意向で何年も延期された。

「もう、屋台もカフェも今すぐオープンしましょう」

　結婚式は延期されてよかったけれど、カフェのオープンは早めがいい。よくよく思い返せば、ドレーゼ帝室は前世の世界史に名を刻んだハプスブルク家を彷彿させる。いずれ、アルコール入りのコーヒーやザッハトルテも生みだされるだろう。先手必勝。

「アデリナ様、そんな猪突猛進型でしたか？」

「ゲーゼ男爵が乗りこんでくる前に少しでも動いていたほうがいい。開店準備をしよう……あ、必要な食材の仕入れをして。倉庫のカカオもチョコにして」

　私の剣幕に押されたのか、慌ただしく動きだした。

　もっとも、私は念のため、変装の魔導具で声を低めに変え、髪と瞳の色を栗色に変えた。明るい金髪と金目が悪役令嬢の特徴だから、だいぶイメージが変わる。濃紺の踝丈のドレスに白いエプロン、平民の女給に化けた。けど、平民と名乗っても無理だというから没落貴族の娘。

「……あ、情報屋を紹介して。私がソシュールに行った、っていう噂を流してちょうだい」

「畏まりました」

　レストランのホールをぐるりと見回す。珍しい葡萄酒を揃えた高級レストランだったから内装は上品だ。優雅な折上天井から吊るされた黄金のシャンデリアみたいな魔導具や花の女神像は逸品。

「ソファやカーテンは深紅、テーブルや椅子は深い赤茶色、このままでいいわよ。こっちのスペースには商会からソファと低いテーブルを運べばいいわ。こちらの窓際には木の椅子だけ、あっちには長椅子だけ……うん、スペースごとに花や彫刻でムードを変えたら、揃えなくてもいいから」

　レストランの内装はそんなに手を加えなくてもいい。看板や扉付近、カウンターに並べるものは変えるけれど、大仰な内装工事は無用だ。これなら花祭り中にリニューアルオープンできる。……や、ゲーゼ男爵に狙われているならば今日中がいい。

　やられっぱなしではいない。

　まず一手。

　私は信頼できる人たちとともに駆けずり回った。












　カフェの名前は『カフェ・テレジア』にした。前世、マスター夫妻が敬愛していた女帝の名前だし、本場ウィーンで誕生したリキュール入りコーヒーの名前だし、料理長最愛の母親の名前だからちょうどいい。

　花祭りの真っ最中、プレ・オープンとしてカフェをオープンさせたら、すぐに客が入ってくる。私は『女給のアナ』としてホールに立った。宮廷貴族がお忍びでやってきたから身構える。……や、これもチャンス。

「ようこそいらっしゃいました。おすすめはザッハトルテとマリア・テレジアです。花の女神が降臨した今、是非、新作のチョコレートトルテとリキュール入りのコーヒーを試してください」

　それから私は料理長や菓子職人に現実をつきつけられ、プレ・オープンとしてメニューを絞った。クグロフやチョコレートは用意せず、トルテはザッハトルテ一種類。コーヒーは濃い目のコーヒーと泡立てたミルクを載せたコーヒー、マリア・テレジアの三種類。

「花祭りとあって、どの店でも新作のトルテが発売されているが、リキュール入りのコーヒー？」

　皇帝陛下の信任厚い伯爵は有名な美食家だけど、アルコール入りのコーヒーは初耳みたい。帝国だけじゃなくて大陸でも初めてかな？

「騙されたと思って飲んでみてください」

　私がにっこり笑いかけると、伯爵は悠然と頷いた。

「よかろう。騙されてやる」

　宮廷貴族のグループは全員、おすすめを試してくれた。帝宮ではデボラを崇めたて、私を罵っていたのに、ここでは上品な微笑でザッハトルテを生クリームなしで食べてくれる。正直、複雑な気分。

「甘すぎますか？　ちょうどいい甘さですか？　甘党か、辛党か、人によって違うと思いますが、次は生クリームをつけて食べてください。さぁ、騙されたと思って」

「アナとやら、その笑顔に免じて騙されてやろう」

　トルテ自体は甘すぎると思っても、無糖の生クリームをつけて食べたら絶妙な味わいになる。……うん、やった。その顔つき、貴族のプライドで崩さないけれど絶品でしょう。胃袋のアルバムに収めてちょうだい。

「……こ、これは？」

　全員、ザッハトルテに陥落。
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「生クリームをたっぷりつけたり、少しつけたり、お好みで召し上がれ」

「このようなトルテは初めてだ」

　美食家の伯爵が感服したように言うと、気難しいと評判の侯爵も肯定するように相槌を打った。

「奥深く革命的な味である」

「濃厚なトルテに酸味が効いているのもいい」

「チョコレートのバター生地に杏のジャムを挟みました。コーティングもチョコレート」

　私があっさり材料を明かすと、美食家の伯爵は苦笑を漏らした。

「重要なレシピを明かしてもいいのかい？」

　客の目には目玉商品の種明かしをした馬鹿な娘に映るだろう。それも戦略の手。

「うちが元祖ですから」

　うちだけで販売するより、各店で作られるようになったほうが価値は上がる。元祖を名乗れば強い。

「たいしたものだ」

「マリア・テレジアもどうぞ騙されたと思って飲んでください」

　オレンジリキュール＋コーヒー＋泡立てた生クリームに砕いたカラフルなキャンディをトッピング。見栄えもＧＯＯＤ。

「……うむ。これは色付きの氷砂糖？　……キャンディか？」

　宮廷貴族たち、マリア・テレジアにも陥落。

　ほかのテーブルでもザッハトルテとマリア・テレジアに感嘆の声が上がっている。追加オーダーが続いた。ザッハトルテがテイクアウトできると知れば、買い占めようとする客が多いから焦った。ひとり二ピースまで、制限付きで販売する。それでも追いつかず、予約だけして帰ってもらった。明日、引き取りに来てもらう。

　屋台でも行列ができ、予定よりずっと早く完売して戻ってきた。

「アデリナ様、すごいです。予約の連絡が止まりません」

「カフェの予約は取らないでね。あれ、かえって大変だから」

「わかっております。ザッハトルテのテイクアウト以外の予約は取りません。今夜、徹夜で作りますから任せてください」

　今日は準備時間がなかったから、ホール売りはしなかった。いずれ、ホール売りもしたい。本家のように木箱で売りたい。魔導具ならば安心。補佐官に相談したら、早速、腕のいい職人にオーダーしてくれた。すべてがフル回転。

「徹夜しなくてもいいわよ。明日もカフェ営業があるんだから」

「いえ、徹夜しないと無理です」

　予約を綴った伝票の束を見て、私は嬉しい悲鳴を上げた。どうりで、クリスタやロジーナといったホール担当まで菓子職人のヘルプについて厨房に閉じこもっているんだ。

「私も手伝う」

　私が腕まくると、料理長はゾンビ顔で手を振った。

「アデリナ様はどうかお休みください。こちらの仕事は私どもの仕事です。アデリナ様にはアデリナ様の仕事がございます」

「そうね……あ、まだ私……シュタインドルフ公女は捜索されているの？」

　忙し過ぎて肝心なことを忘れていた。私、歴戦の騎士団に追われていたんだ。カフェの客にも有力家門の騎士団がいた。

「帝国騎士団とシュタインドルフ騎士団はソシュールに向かいました」

　情報操作が上手くいったらしい。

「よかった。ゲーゼ男爵は来たの？」

「情報屋によれば、ゲーゼ男爵はデボラ嬢と大公殿下に張り付いていたそうです」

　ゲーゼ男爵がこのチャンスを逃すとは思えない。どんな手を使っても、大公殿下とデボラの婚約を整えるはず。

「そういうこと」

「大公殿下が花祭りの最中に帝都に滞在するのは久しぶりですから決めたいのでしょう」

「なら、ゲーゼ男爵は大公殿下に任せて……じゃなくて引き受けてもらえるから、うちは今のうちに立て直すわよ」

「はい。ザッハトルテの予約数を考慮すれば、負債の返済計画が立てられます」

「今まで返済計画も立てられなかったのね」

「アデリナ様のおかげです」

　レーゼル子爵や補佐官など、商会員たちにいっせいに感謝を捧げられた。私も叩きこまれたカーテシーでお返し。

　最高のスタートを切った。

　反撃の狼煙を上げた気分。

　浮気男、今に見ていなさい。

　ただのアナとして、ザッハトルテとマリア・テレジアで帝都を制覇してやる。

　これが私の戦い方よ。
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　ザッハトルテとマリア・テレジアは瞬く間に知れ渡った。開店前から行列ができ、開店直後に満席になる。テイクアウトも追いつかず、販売制限するしかない。昼夜問わず、料理長や菓子職人から見習いまで、死に物狂いでザッハトルテを作っている。

　花祭りが終わっても、ザッハトルテ旋風は勢いを増すばかり。

　予定通り、レバー団子入りのスープや細切りクレープ入りのスープ、ターフェルシュピッツという牛肉のブイヨン煮込みなど、料理長特製の食事メニューを増やせばこちらも大好評。

　食事をした後にデザートとしてザッハトルテをオーダーする客が増えた。感服した客のチップで蔵が建ちそう。

　ただ、二階の倉庫をカフェのホールにしても順番待ちの行列は増え続け、心苦しいばかり。

「私を誰だと思っている。宰相の弟だ。十倍の値段を払ってやるから席を用意しなさい」

　想定内、身分や権力を盾に無理を通そうとする客が現れた。ここで少しでも怯んだら終わり。

「お客様、申し訳ございません。カフェ・テレジアは身分も立場も関係なく、自由にくつろいでいただく空間です」

　宰相の弟の機嫌を取り、カフェの価値を落としたくない。

　昨今、平民の富裕層が無視できない勢力になっているけれど、カフェにしろレストランにしろ銀行にしろ仕立て屋にしろ、貴族用の部屋やＶＩＰ室を用意している。

　値段的に平民は無理だということもあるけど、うちは貴族だからといって特別扱いしない。

　どんな客にも平等に接する、というモットーは意外にも高位貴族に受け入れられたし、芸術家や富裕層には拍手喝采を浴びた。カフェ内で資金繰りに苦しい貴族と平民の大商人を引き合わせたら、上手くまとまった話もある。

　どういうわけか、イケメン客が多い。女給の中で一番人気はミハイルという艶麗な画家だ。店内でスケッチをしている姿も絵になる。

　どの角度から見ても麗し過ぎる。

　淡い紫色の髪に濃い紫色の瞳って魔性の美しさ。

　私もミハイルを初めて見た時は失神しかけた。人当たりもいいし、同僚の女給にも優しいし、推したくなるけど堪える。

　大公殿下の崇拝者が団体で入店して、焦ったけれど私だと気づかない。デボラの崇拝者にしてもそうだ。ザッハトルテとマリア・テレジアを気に入り、日参している。私を目の敵にしていた大公殿下の御学友グループなんか常連客になった。彼らにとっては普段着だけど、豪華な刺繍入りの宮廷服姿で来るから目立つ。

「婚約破棄を拒絶するため、アデリナ嬢はソシュールに潜伏中らしい。ソシュール勢力を味方につけ、結婚する気だ。ジークハルト殿下もお気の毒に」

　大公殿下の友人であるグロースクロイツ公爵令息が空になったマリア・テレジアの前で手を振ると、若くして爵位を継いだエスマルヒ侯爵がこめかみを揉みながら溜め息をついた。

「アデリナ嬢どころではなくなった。私も婚約破棄になるかもしれない」

「私の婚約者も沈む船を連想させる」

「君のところもか」

「実は僕も」

　どうやら、デボラオタクの貴公子たちは全員、婚約者に見捨てられそうだ。デボラは婚約者がいる令息でも親しく声をかけ、ダンスをして、お茶会に呼んで、観劇して……天真爛漫といってしまえばそれまでだけど、無言のルールを幾つも破った。皇后陛下のお気に入りのシュタインドルフ公女だから咎められなかっただけ。

「私は異母姉に虐められているデボラ嬢に同情しただけだ。彼女はか弱いから守ってあげなければならないと思った。それだけなのに……アナ、そう思うだろう？」

　ふたつめのザッハトルテを運んだタイミングでグロースクロイツ公爵令息に声をかけられ、私は躊躇ったけれどズバリと言った。

「グロースクロイツ小公爵様が悪い」

　私は公爵令息の婚約者を知っている。美人だけど、高慢な侯爵令嬢だ。舞踏会でも茶会でも私の悪口大会に参加していた。正直、いい感情は持っていない。けど、けどさ、辛かったのかな？　デボラを崇めたてる婚約者にどんな思いでいたか？　とうとう堪忍袋の緒が切れた？

「なんだと？」

　否定されると思っていなかったのか、ミルクティー色の髪が逆立つ。

「婚約者の御令嬢がお可哀相です」

「どこが？　第一、政略結婚だ。婚約者は私になんの関心もないはず。私もわりきった関係を築く相手として受け入れていた」

　グロースクロイツ小公爵が貴族的な顔つきで言い切ると、周囲の令息たちは同じ意見らしく相槌を打った。ブチッ、と私の中で何かが切れる。

「婚約者と結婚してお飾りの妻にして、心ではデボラ嬢を愛し続けるのですか？　皆様、デボラ嬢の情夫グループですか」

「アナ、口が過ぎる。なんて失敬な」

　小公爵もほかの令息たちも剣のある視線を向けるけど、叫んだり、テーブルを叩いたり、暴れたりはしない。絹のブラウスが似合う育ちのいいお坊ちゃまだ。

「私、どうしたって、婚約者の立場に立ってしまいます。追い詰められ、思いつめた結果、最後の賭けに出たのかもしれません。婚約者に婚約破棄されてもいいのですか？」

　最後のチャンス、と私は人差し指を立てた。

「婚約破棄したら、立場が悪くなるのは向こうだ。どこの男が婚約破棄した女を娶る？」

　どんな理由があっても、婚約破棄で名が落ちるのは女だ。相手が高位貴族ならばなおさら。

「ますます婚約者がお可哀相になりました」

「アナ、君は没落貴族の娘だと聞いた。政略結婚がどういうものか、知らないのか？」

　グロースクロイツ小侯爵に没落貴族を馬鹿にしている気配はない。単なる疑問みたい。

「婚約破棄を望んでいないのならば、一度、婚約者を誘ってふたりきりでうちに来てください。『最高に美味しいザッハトルテを一緒に食べたい』って」

　熱烈なデボラオタクなのに、ここには令息仲間とやってくる。まだチャンスは残されているはず。

「パーティのエスコートも断られた」

　あらら、重症。

「エスコート中にほかの女性に気を取られているからでしょう。パートナーとして最低です」

「だから、デボラはそういう女性じゃない」

「大切なお客様だから教えて差し上げます。エスコート中に婚約者がほかの女を視線で追うのもムカつきます。ムカつく、ってことは愛されている証拠ですよ」

　パンパンッ、と無意識のうちにグロースクロイツ小公爵の肩を叩いていた。ホール責任者や女給たちが真っ青になったけど、肝心の小公爵は惚けた表情を浮かべた。

「……ん……愛されている？」

　どうも、政略結婚の相手に愛がなかったと思いこんでいたらしい。

「花を持って、誘いに行ってください。絶対にふたりきりです。どこかでデボラ嬢を見かけても、近づいて挨拶してはいけません。以後、デボラ嬢とふたりきりで会わないで。うちにも連れて来ないでください」

「それは難しい」

「婚約者か、デボラ嬢か、どちらを選びますか？」

　どうせ、ヒロインはヒーローと結ばれる。想うだけ無駄。

「選ぶ必要はない」

「婚約者が可哀相です。女を泣かせる最低な奴、小公爵様を出入り禁止にしていいですか？」

　……うわ、今、私はなんて言った？

　貴族侮辱罪で首ちょんぱ。

　けど、笑っている？

「カフェ・テレジアの熱烈な崇拝者である私に横暴な」

「私、年頃になってから婚約者に一度もエスコートされたこともないし、お茶に誘われたこともなかった。婚約者を大事にしてあげてください。私の願いはそれだけです」

　参加必須の建国記念パーティも皇帝陛下の誕生パーティも、勇気を振り絞ってお願いしたけど、永久凍土みたいな目で拒絶された。

「そんなひどい男がいるのか？　どこの家門だ？」

　あんたが心酔している男だよ。

「私も悪かったんですが、異母妹の初恋相手が私の婚約者で、継母は結婚させたいんです」

「ひどい継母と異母妹がいるのだな」

　あんたが推している女と母親だよ。

「婚約者がいるのにほかの女性に贈り物は禁止。絶賛しては駄目です。婚約者や奥様を大事にしないお客様は出入り禁止にします」

　興奮しすぎて、店内中に響き渡るような声で言い放った。店内にいる夫人や女性客は満足そうに優しく微笑んでくれる。どうも、視線だけで私の味方についてくれた。

「予約できないだろう。彼女に並ばせるわけにはいかない」

「申し訳ないけれど、便宜は図れません。ですから、使用人にでも代わりに並んでもらってください」

「……あぁ、従僕に並ばせるか」

「暫くの間、デボラ嬢と距離を置いて、ふたりきりでザッハトルテを召し上がってください。『大切な君に食べてほしかった』とか『僕の一番好きなトルテを知ってほしかった』とか……で、下手にデボラ嬢の言い訳もしないほうがよろしい」

「……ん……彼女にそのような手が……デボラ嬢ならば何を言わずとも喜んでくれると思うが……彼女は花の女神が遣わした天使だ」

　この、まだ言うか？

「だから、デボラ嬢と比較しない」

「誤解だ。比較しているつもりはない」

「ここにデボラ嬢を連れてきたら終わりです。ザッハトルテをデボラ嬢に進呈するのも駄目。婚約者とふたりで召し上がってください。特別を捧げるんです」

　後日、私が言った通り、グロースクロイツ小公爵は婚約者を連れて現れた。窓際のテーブルに案内したら、ふたりきりでザッハトルテとマリア・テレジアを味わっている。婚約者の機嫌は直ったらしく、とても幸せそうだ。私のことを聞いたらしく、婚約者は感謝の笑顔を浮かべてくれた。……あれ、夜会での私に対する態度とはまるで違う。名家の令嬢なら、カフェの女給なんて虫けら同然だとしか思わないのに。

　彼女も悪い女性じゃない。ただ単に悪役令嬢の噂を真に受けているだけ。これ、デボラを崇拝する奴ら全員に言えること。

　結局、御学友たちは全員、婚約者を連れてきて、ザッハトルテとマリア・テレジアで機嫌を取った。……で、どこも上手くいったみたい。

　感謝入りで破格のチップを渡されてびっくりした。マジ、チップで蔵が建つ？












　予定よりだいぶ早く抱えていたコーヒー豆とカカオを使い果たした日の夕方、ゲーゼ男爵が乗りこんできた。あまりのカフェの繁盛ぶりに驚いたみたい。席を用意しろ、とごねるからレーゼル商会に案内した。至近距離で接しても私だとバレない。応接室でザッハトルテとマリア・テレジアを味合わせた。そうしたら、レシピと負債の交換を提案した。すべて想定内。

「レーゼル商会長、悪い話ではないだろう」

　ゲーゼ男爵は断られるとは思っていない。

「負債は全額、返済させていただきます」

　レーゼル子爵の言葉に呼応するように、補佐官が魔法小切手を差しだした。

「……な、なんだと？」

「今まで大変お世話になりました。おかげさまでうちも立て直せます。ゲーゼ商団によるコーヒー豆とカカオの価格革命により、カフェを回せます」

　レーゼル子爵が貴族的な笑みを張りつけ、ゲーゼ男爵を煙に巻いた。ゲーゼ商団員も呆然としている。

　招かれざる客を見送った後、私はレーゼル子爵と手を取り合った。

「レーゼル子爵、やったわね。成金オヤジの顔、見た？　やったわ」

「アデリナ様、感服しました。あっという間に負債が返済できました。それどころか、かつては融資を断られた貴族が融資したいとしつこくて」

「それが世の中」

　必殺、手のひら返し。

　人は晴れた日に傘を貸しても、雨の日には傘を貸してくれない。

「融資を受け、うちが倒産したら被害を被る契約にしようと思います」

「お金を借りる必要はないでしょう？」

「はい。資金調達の必要はありませんが、関係を築いておかないと妨害を受ける可能性が否定できません」

　ゲーゼ男爵はうちの大目玉の価値を認めているから、今後、どんな罠を張り巡らせるかわからない。信頼できなくても、ひとりでも多くの協力者がほしいところ。

「お金を出そうとしている人の狙いはザッハトルテのレシピよ」

　多額の投融資を盾にザッハトルテのレシピを手に入れ、自分で売りだすつもりだろう。それだけの魅力がある。

「……あ、確かに……」

「材料は明かしたけど、分量や手順まで明かしていない。腕のいい菓子職人なら、材料は食べたら推測できるもの」

　お菓子作りは計量がポイント。分量の兼ね合いに順番まで、食べただけでわかるとは思えない……まぁ、わかる職人はわかると思うけど、そう簡単にはわからないよね？　再現できるのかな？

「……ならば、いっそのこと、特許をお取りになりませんか？」

　発明を促進するため、特許のシステムは整えられている。ただ、今のところ、申請して登録されたのは職人や魔法師が発明した魔導具だ。一昔前に発明された印刷の魔導具は時代を変えたという。

「レシピで特許？　取れるの？」

「難しいかもしれませんが、やってみましょう。このままでしたら、カフェの使用人が買収されたり、脅迫されたり……実は……」

　すでに厨房担当者やホール担当者に不審者が接近したという。独身男性にはハニートラップも仕掛けられたらしい。

「……あ、レシピ狙いで危ない？」

「さようでございます。各屋敷の料理人が変装してカフェに日参しています。いずれ、レシピは丸裸にされるでしょう」

　今現在、各店の菓子職人はザッハトルテの完成に血道をあげているという。情報屋でも高価な値段で依頼があるそうだ。

　特許申請の準備をしようとした途端、カフェの警備担当者が血相を変えて飛びこんできた。

「アデリナ様、大変です。泥棒が入りました」

「……え？　泥棒？」

　慌てて駆けつけると、単なる物取りではなく、ザッハトルテのレシピを狙った料理人だった。貴族から依頼を受け、忍びこんだという。

　……うん、想定内。

　ピンチをチャンスに変える。

「これ、帝都防犯局につきだして。罪に問えなくても、真犯人がわからなくてもいいからつきだすの。特許申請に役立つかもしれないわ」

「……あ、さようでございますね。狙われるほどのレシピならば充分、特許局の保護対象になります」

　その後も立て続けにレシピ狙いの侵入者が現れた。そのつど、侵入者を引き渡したから、一度目の特許申請であっさり受理された。

　食べ物での特許第一号はザッハトルテ。

　今後、各地でザッハトルテは作られ、食べられるだろう。うちのザッハトルテより美味しいザッハトルテも誕生すると思う。それでも、元祖を名乗れるのはうちだけ。

　あえて、マリア・テレジアは特許申請しない。これもポイント。

　翌日、帝室から予約が入り、木箱型の保存魔導具に一ホール詰め、ホイップした生クリームとともに白い髭の侍従長に託した。間髪入れず、ゲーゼ男爵から資金提供の申し出があった。ザンドラまで付き添っていたから本気だ。

「ゲーゼはレーゼルを守りたい。わかってくれるな？」

　要約・うちの手下にならなきゃ破産だ、ゴラァ。

「私はあなたたちを救ってさしあげたいの。ゲーゼとシュタインドルフがお守りしますわ」

　要約・ゲーゼとシュタインドルフを敵に回してもいいの？

「ゲーゼ男爵とシュタインドルフ公爵夫人にお気にかけていただけるとは、至上の名誉にございます」

　これ、拒んだら詰む。

　けど、手を取ったらマジ詰む。

　レーゼル子爵が悠然と断ると、貴族的な脅迫をされた。本性丸出し。買収したいんだね。

「わしはレーゼル商会の口座を凍結することもできるんだぞ。いいのか？」

　銀行口座を凍結されたら白旗を掲げるしかない。けれど、私の隠し口座が無事ならやっていける。レーゼル子爵もわかっているから上品な微笑で拒否した。

「花の女神の御意志に従いましょう」

　要約・脅しには屈しない。好きにしろ。

「家族や使用人とトルテを食べる楽しみを花の女神に託すのかい」

　要約・トルテのヒットぐらいでいい気になるな。家族や使用人がどうなってもいいのか？

　下手をすると今の時点で店に火をつけられそうなムード。

　どうしよう？

　私が補佐官と視線で相談していると、不幸中の幸い、アデリナ捜索の帝国騎士団が再度の調査で現れたから帰ってくれた。

　初めて傲岸不遜な騎士団に感謝するよ。

　……で、これは戦闘開始のゴングかな？

　大至急、どんな妨害をされるかわからないから対策を練った。とりあえず、味方が少なすぎる。それでも、ソシュール勢力は引き入れると危険。

「ゲーゼ男爵に対抗するため、信用できる人材が欲しい」

　私の切羽詰まった願いに、レーゼル子爵は深く頷いた。

「ゲーゼ男爵に抗って倒産した商会主に声をかけましょう。ゲーゼ男爵はコーヒー豆やカカオの独占販売を目論んでいるかもしれません」

　コーヒー豆とカカオ、どちらも調達できなければ一貫の終わり。

「ゲーゼはそんな野心を持っているの？」

「公爵と大公殿下、皇后陛下がいれば可能です」

「……あ、その三大勢力が組んだら太刀打ちできない……その人に連絡を取って。今すぐ早馬を飛ばして。ゲーゼに気づかれないようにしてっ」

　原作とは違うゲーゼ男爵やザンドラが不気味すぎる。ゲーゼ商団傘下入りを拒み、破産した元商会主と会って、不安はさらに膨れ上がった。

　けど、なんとかする。

「アデリナ様、よくぞ声をかけてくださいました。ゲーゼの手は予測できます。まず、警備を増やしましょう。スパイが紛れこまないよう、人選は任せてください」

　元商会主はリベンジに燃え、私の手を固く握ってくれた。

　悪役令嬢、迎撃態勢スタンバイ。
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　ありとあらゆるツテを使って、コーヒー豆とカカオを調達している真っ最中。

　ザッハトルテ旋風は留まるところを知らず、今日も開店前から行列ができる。もっとも、並んでいるのは爵位を持った貴族たちの使用人だ。順番になったら主人に代わる。ゲーゼ男爵家の執事見習いが『五人』で客待ちしていた時、いやな予感がした。それでも、入店拒否するわけにはいかない。案の定、大公殿下とデボラがお取り巻きを連れて現れた。

「ジークハルト様ぁ、大評判のカフェですの。私も初めてですが、まず、大好きな殿下とご一緒したくて。先日いただいた耳飾りのお礼ですわぁ」

　デボラはいつもと同じように、大公殿下の筋肉がみっちりついた腕にしがみついている。どうも、蝶の形の大きな耳飾りはプレゼントだ。昨日のうちにザンドラが買収しようとしたわけがわかった。

「あぁ」

「お祖父様からいただいたザッハトルテがとても美味でしたのよ。殿下のお気持ちがこもった耳飾りのお礼にならないかもしれませんけどぅ」

　……げ、大公殿下とデボラに宰相の息子に外相の息子にゲーゼ男爵の息子？

　変装しているから気づかれないよね？

　目を合わさないうちに逃げなきゃ。

　……うわ、大公殿下の御学友グループだけじゃない、店内の貴族や騎士たちがいっせいに立ち上がって優雅なお辞儀……や、富裕層まで……麗し過ぎる画家のミハイルや偏屈な詩人……あ、窓際の音楽家たちも……それは大公殿下への尊敬？　デボラのヒロインオーラ？

「アナ、あの子が評判の天使だね？　噂通り、可愛いな」

　デボラを初めて見る常連客は一目惚れ。

「そうですね。可愛いけれど、奥様の前で絶対に褒めちゃ駄目よ。奥様と幸せになってほしいの」

　私が小声で注意すると、常連客は頭を掻いた。

「……わ、わかっている」

　常連客の勘定をテーブルで済ませた後、さりげなく厨房に下がろうとした。なのに、凄まじい勢いで大公殿下が目の前に立ちはだかる。

「アデリナ、俺の目を騙せると思うのか？」

　大公殿下が地を這うような声で言った瞬間、真っ青な目が光り、その左手から青いオーラが発散された。

　誰に会っても気づかれなかったから油断した。

「……やっ」

　冷気を帯びた青いオーラに包まれるや否や、変装の魔導具である腕輪や耳飾りが破壊され、私の髪と瞳の色が変わる。つまり、変装が解けた。帝国ではその名を知らない者などいない悪役令嬢の女給姿に店内は静まりかえる。

「アデリナ、どうしてこんなところにいる？」

　下手に誤魔化しても無駄。

　私は大公殿下に向かって、クロス型スクワット……や、カーテシーを決めた。

「改めてご挨拶させていただきます。私、レーゼル商会のオーナーであり、カフェ・テレジアのオーナーのアデリナでございます。ホールではアナと呼ばれています。ご来店、誠にありがとうございます」

　私が名乗った瞬間、石化が解けたように店内がざわついた。常連客は驚愕の声をあげたり、椅子から転げ落ちそうになったり。グロースクロイツ小公爵を筆頭に大公殿下の御学友グループは全員、ご出自を裏切るお姿。

　デボラや宰相の息子たちの顔も後世に残したい。

　けど、私に鑑賞している余裕はない。

「お前には修道院に入るように命じたはず」

　大公殿下の視線に射抜かれ、私自身が永久零度になる寸前。

「婚約破棄され、殿下と私はなんの関係もありません。私に命じる権利はございませんわ」

「不敬罪」

　それを出せばすむと思っている？

　必殺・ブーメラン。

「不敬罪を問うのならば、皇帝陛下の命に逆らって、私との婚約破棄をした殿下も罪に問われますわよ」

「逆らうか」

　今までは大公殿下の迫力に怯んだ。唯一の自由になるチャンスだから必死に耐えた。もう負けられない。今の私はひとりじゃない。やりたいことも生き甲斐もできた。

「殿下と私の婚約は皇帝陛下と父の間で決めました。皇帝陛下と父が不在の間、婚約破棄しただけでなく修道院送りなど……」

　私の言葉を遮るように、大公殿下は冷厳な顔で言い放った。

「陛下には承諾いただく」

「まだ、なんの承認もいただいていないでしょう。皇帝陛下に怒られるのが怖くて、避けているんじゃないのですか？　拝謁するのは、私を強引に修道院に叩きこんでから？　英雄の名に恥じない行動をなさってほしいわ」

　一度滑り出した舌はもう止まらない。緊張で舌が絡まった私はどこに消えた？

「黙れ」

「殿下に婚約破棄され、公女として生きるどころか貴族として生きていくことも難しくなりました。己を弁え、カフェのオーナーとして生きていきます」

　ホール責任者に手で合図して、大公殿下に着席を促し、ザッハトルテとマリア・テレジアを勧めた。

「殿下、私が生みだしたトルテとリキュール入りのコーヒーです。どうぞ」

　食らえ、美味しさの爆弾。

　私が渾身の笑顔を浮かべると、意外にも大公殿下はあっさり口にした。無表情のまま咀嚼した後、独り言のようにポツリ。

「美味い……やべっ」

　いやな奴だと思ったけれど、一気に好感度アップ。

「正直でよろしい」

　私がにんまり笑うと、大公殿下は抑揚のない声で言った。

「評判は聞いている。騎士団でも宮殿でも有名だ」

「殿下、私はカフェのアナです。婚約破棄した女の将来を決める必要はありません」

「腕ずくで拘束したくない。従え」

「帝室と公爵家の縁談ならば、私ではなくデボラでも構わないと思います。どうか、デボラとお幸せになってください」

　私の手の先、ローズクォーツの瞳がゆらゆら揺れている。思いこみの激しい子だけど、私の言葉はちゃんと耳に届いたよね？　その耳飾り、殿下からのプレゼント？　武骨な騎士タイプなのにそういうこともできるんだ。

「不敬罪に問いたくない」

　駄目だ。

　このクソ男、何がなんでも私を修道院にブチ込む気だ。

　そっちがその気ならこっちも勝負に出る。

「ならば、大公殿下が今後、誰とも結婚せず、もちろんデボラを娶らず、生涯独身を通すならば私は修道院に参ります。……あ、ここでキスしてから、魂をかけて太陽神に誓ってください」

　私は大公殿下がご生母様から譲り受けた左手の指輪を指しながら言った。魂をかけた太陽神への宣誓なんて、魔力持ちにとっては呪縛そのもの。破ったら、自分の心臓が破裂するから絶対にできない。

　案の定、店内では私に対する非難の声が上がった。

「お姉様、なんてひどい。私は殿下から愛が込められた耳飾りをもらったのに……この耳飾りは殿下の愛の証ですのよ。ご覧くださいーっ」

　デボラが耳飾りを指しながら叫ぶと、宰相の息子が忌々しそうに言った。

「さすが、稀代の悪女」

　ゲーゼ男爵の息子が外で待機している騎士団を呼ぼうとした瞬間、大公殿下が立ちあがり、私を凄まじい力で抱き寄せた。ゴゥオオオオオオオオオオオオ～っと、と周囲に真っ青な火柱が立つ。

「……え？」

　今、何があった？

　冷たいと思ったら熱かった？

　口と口がくっついた。

　キス？　キスしたの？　ファーストキス？　前世も含めて初めてのキスだよね？　……あ、お母様とのキスやマルテのキスはカウントされるかな？

　パニックの私とは違って、大公殿下は剣を鞘から抜き、五本の火柱の間で捧げるようにかざした。今では滅多に見られなくなった古式ゆかしい魂をかけた宣誓のポーズ。

「偉大なる太陽神の名において誓う。天の神々も冥府の神々も我の声をお取りあれ。我はアデリナ以外に誰も娶らず、誰もそばにおかない。蒼天が我が頭上に落ちるとも、我が身を炎が包もうとも破らん」

　大公殿下は朗々と響く声で宣誓しながら、五本の火柱に浮かんだ黄金の竪琴に全身から放出した青いオーラを注いだ。

　黄金の竪琴は太陽神の象徴だ。

「……え？」

　いったい何をした？

　……や、何をしたのか、頭ではわかっているけれど理解できない。

　原作、ヒーローがヒロインに永遠の愛を誓ったシーンであった宣誓と同じ。

「誓った」

　大公殿下は剣を収めながら淡々と言うと、五本の火柱は消えた。原作と同じように、頑強な胸に黄金の竪琴が吸いこまれていく。

　ふっ、と消えた瞬間、私は瞬き三回。

「……え？」

「これでいいか？」

　大公殿下に悪鬼そのものの目で問われ、私は外れそうになる顎を支えながら言った。

「……ほ、本気の宣誓をしましたね？」

「そなたの望み通り、俺は誰も娶らない」

「……あ、愛人を囲う気ですね」

「宣誓を聞いていただろう。誰もそばにおかないって」

　才能と不愛想の塊に冗談を言っているような気配はない。そもそも、冗談を言うような男でもない。

「……う、嘘……大公家が絶える……」

「修道院まで送る」

　大公殿下に肩を抱かれそうになり、私は咄嗟に身を引いた。

「……ちょ、ちょっと待った」

　私が反論する前、デボラが泣きながら口を挟む。

「お姉様、なんてひどいことを……陛下御臨席ではありませんから、まだ宣誓は取り消せるはずです。即刻、大聖堂で宣誓の無効をお祈りしましょう」

　原則、宣誓の無効は不可能。

　もっとも、皇帝と大神官の許可があれば可能になるケースがあるという。凄絶なペナルティを食らうらしいけれど。

「デボラ、俺に二言はない。帰れ」

　ヒーローはヒロインに向かって鷹揚に顎を杓った。

「大公殿下、お姉様が申し訳ございません。どうか、私に免じてお姉様をお許しください。お姉様の代わりに私がお詫びします。どうか、大聖堂に向かいましょう」

　デボラがどんなに泣きじゃくっても、大公殿下は顔色を変えない。それが愛するヒロインに対する態度？

「大公殿下、いくら私が嫌いでも自分の人生をかけますか？　……や、私を修道院にブチ込んでから宣誓を無効にする気ですか」

　原作、ヒーローとヒロインの結婚式が瞼に焼きついている。

「宣誓は無効にしない」

「大公殿下、私をこのまま修道院にブチ込んだら、ソシュールの呪いが発動します」

　あの手が駄目ならこの手。

「そんな脅しには屈しない」

「私に修道女を押しつけるなら、大公殿下も修道士になってください。生涯独身の修道騎士ですわね。話はそれから」

「わかった」

　私と大公殿下の言い合いを聞いていた常連客がポツリと零した。「いったいどういうことだ」と。

　客全員の気持ちを表したような一言は、水滴がさざ波を作るように大きくなっていくけど、私は構っていられなかった。

「嘘ばっかり。第一位皇位継承者が修道騎士になれるわけないでしょう」

　魔王と化した大公殿下は想像できても修道士は無理。

「そなたを修道女にするにはその手しかないのだろう。仕方がない」

「どうして、そんなに私を修道女にしたいんですか？　平民として慎ましく生きていきます。ご迷惑はかけません。殿下は殿下で愛しているデボラと幸せになってください」

　こいつの口に試作中のシュテファニートルテを突っこんで黙らせたい。怜悧に整っている顔には試作中のドボシュトルテ。

「いい加減にしろ」

「いい加減にするのは殿下です」

　私が心魂に闘魂の鉢巻きを巻いて言い返すと、大公殿下の理性が遂に切れたらしい。

「逆らうな」

　シュゥゥゥーッ、と百戦錬磨の英雄が左手に魔力を放出させた途端、真っ青な鎖になり、私の身体を拘束した。

「この外道ーっ」

　犯罪者みたいにぐるぐる巻きにされ、私は身動きが取れなくなったので、恥も外聞もなく怒鳴ったのである。クリスタやロジーナなど、ホール担当者が銀の盆を手に大公殿下に突撃開始。

「アデリナ様に何をなさいますかーっ」

　討ち死にするだけだから駄目。

　私が止める前、常連客である大公殿下の御学友グループが止めてくれた。

「偉大なる帝国の小さな太陽、大公殿下、カフェ・テレジアを愛する者として。カフェのアナを気に入っている者として。学友として、一言申し上げることをお許しいただけませんか？」

　グロースクロイツ小公爵が魔力に耐えながら進み出ると、大公殿下は粛々と答えた。

「許す」

　大公殿下は指を鳴らし、私を拘束していた魔力の鎖を解いた。

「この、腐れ外道、何が英雄よっ」

　私は立っていられず、その場にしゃがみこむ。……や、すんでのところ、グロースクロイツ小公爵に支えられ、ソファ椅子に座らされた。

「アナ、じゃないアデリナ嬢、今でも私は君がアデリナ嬢とは思えない」

　グロースクロイツ小公爵にまじまじと見つめられ、私は手を合わせて謝罪した。

「小公爵、騙すような形になって申し訳ありません。私はカフェのアナとして生きたいのです」

「カフェのアナは誰にでも優しくて明るくて親切で、私の知るアデリナ嬢ではなかった。……が、冷静に振り返れば、私はアデリナ嬢と直に言葉を交わしたこともなかった」

　デボラや大公殿下のそばで持ち上げているか、お仲間と一緒に私を一方的に侮辱するだけだった。

「そうですわね。少しでもお話をさせていただく機会がありましたら、ドレスの一枚も贈ってくれない婚約者について相談したかったのに」

　私が皮肉を飛ばすと、グロースクロイツ小公爵は眉を八の字にして手を振った。

「アデリナ嬢は気まぐれで我が儘で、ジークハルト様を避けていると聞いた」

「私の意思で避けたことは一度もありません。凱旋パレードにしろ、パーティにしろ、婚約者との大切な日になると私の部屋の鍵が開かなくなりますの。飲み物に何か盛られたのか、いきなり眠ってしまったことが何度も」

　こんな時ぐらいブチ撒けてやる、と私は早口でまくし立てた。

「お姉様、いくら婚約破棄したくないとはいえ、そんな大嘘をつかないでください。お父様も母様も困っていました。我が儘も意地悪も限度があります」

　私がデボラをスルーしたら、小公爵までスルーした。今まであんなにデボラ信者だったのにびっくり。

「アデリナ嬢、まずお父上と話し合ってください。殿下は皇帝陛下と話し合ってください。おふたりの間では何も決められません。それが貴族の在り方です」

　グロースクロイツ小公爵が言うや否や、エスマルヒ侯爵も続いた。

「日を改めてはいかがですか？」

「アデリナ嬢は噂とだいぶ違うようです。改めて話し合いが必要だと思います」

　ザイツ侯爵令息に続き、控えめなガイスト伯爵令息まで声高に発言した。

「カフェ・テレジアを愛している客として、アナの修道院行きに異議を唱えます。アナの助言がなければ、私は婚約者を傷つけ、婚約破棄され、家門の名を汚していたでしょう」

　御学友グループに続き、常連客である帝室書記長も声を上げた。

「白銀の英雄は心から尊敬していますが、私もアナの修道院行きには賛同できません。心身ともに疲弊した私と妻を癒してくれたのは、アナの笑顔と言葉でした」

　さらに、なんと常連客があちこちから援護してくれた。

「私が店内で詐欺師に騙されていた時、止めてくれたのは優しいアナでした。アナのおかげで我が家門は破産せずにすみました」

「私も店内で悪い女に騙されていた時、助けてくれたのはアナでした。アナがいなければ、私は家門の恥として絶縁され、重苦を背負って生きることを強いられたでしょう」

　……う、嘘、嘘でしょう？

　あんなにアデリナを嫌っていたのに？

　助けたっていうより、原作を読んでいたから詐欺師や事件に気づいて止めただけなのに。

「アデリナは逃げる」

　大公殿下の鋭敏な目に憎悪の色が宿ると、グロースクロイツ小公爵が切々とした調子で言った。

「アナが……いや、アデリナ嬢がカフェ・テレジアをどれだけ大切にしているか、私は客として知っています。この店がある限り、逃げたりはしないでしょう。私が保証人になります」

「私も保証人になり、公爵家にお連れしましょう」

　御学友グループが私の味方になって大公殿下を説得してくれる。確かに、カフェ・テレジアがあるから、雲隠れする気はない。

「ジークハルト様、お姉様をお許しください。早く大聖堂に行きましょう。私がお助けいたします」

　デボラは泣きじゃくりながら大公殿下の腕を掴み、宣誓の無効化のために大聖堂に向かおうとしている。騒ぎを聞きつけ、帝国騎士団が入店してきたからもうカオス。

「アデリナ、二度と逃げるな」

　大公殿下は渋々と言った様子で折れた。

「殿下、さっさと宣誓を無効にしてくださいね」

　去り際の目つきに一抹の不安はあるけど、修道院に叩きこまれる危機は脱した。……や、安心していられない。私の周りを御学友グループがぐるりと囲んだ。

「アナ、じゃないアデリナ嬢、シュタインドルフ公爵邸に送らせていただく」

　グロースクロイツ小公爵は礼儀正しく胸に手を当てて一礼した。

「その前に」

　私はホール担当者に視線で合図を送った後、店内いっぱいのお客様に向かって宮廷式のお辞儀をした。

「皆様、お騒がせして申し訳ございません。よろしければ、新商品として開発中のトルテを二種、お召し上がりください。実はどちらを次の新作にするか迷っています。是非、ご意見を聞かせてください」

　お詫びとしてトルテや飲み物をサービスしてもよかった。あちこちの高級店でみかける。ただ、差別化を図るため、違うことがしたかった。

　予想以上に店内のお客様たちが喜んでくれる。小さくカットした二種類のトルテを食べ比べ、真剣に悩んでくれた。

「第二弾もチョコレートのトルテを考えています。どちらも自信作で、スタッフの中でも意見が分かれ、未だに決められません」

「悩むのもわかる。どちらも美味なり」

　シュテファニートルテはハプスブルク家の皇太子妃の名前がつけられたチョコレートのケーキ。ナッツ入りのメレンゲ生地やチョコクリームの組み合わせが絶妙なの。

　ドボシュトルテはキャラメルがけのチョコレートバタークリームのケーキ。美貌のエリザベート妃はダイエット中でも我慢できずに食べたらしいから味は間違いなし。薄いビスキュイがまた最高なの。

　料理長も菓子職人も悩んだけど、私もどちらも好きだから選べなかった。

　……うん、やっぱり楽しい。

　婚約破棄は望むところだけど、修道院は死んでもいや。

　第一、自分の人生も帝室の未来もかけてまで、私を修道女にしようなんておかしすぎる。

　いったいどうなっているの？

　魔獣を相手にし過ぎて脳内が魔獣化した？

　絶対に負けられない戦いが始まった。

　キスを思いだして、赤くなっている場合じゃない。












　私は着替えてから、グロースクロイツ小公爵が用意した馬車に乗りこんだ。いざという時のため、通信や防犯の魔導具を大きなリボンがついたドレスの下に隠し持つ。

「ジークハルト様の性格はよく知っている。一度口にしたことは絶対に曲げない。魂をかけた宣誓を覆すことはない」

　グロースクロイツ小公爵がどこか遠い目で言うと、同乗したエスマルヒ侯爵たちも同意するように深く頷いた。

「そんな」

「ジークハルト様の結婚は帝国の存亡をかけた義務だ。宣誓があるから、結婚相手はアデリナ嬢以外には認められない」

　言われてみれば、あの宣誓をした大公殿下の結婚相手は私だけ。

「困るわ」

「アデリナ嬢、ジークハルト様がそんなに嫌いなのか？」

　大公殿下は帝国だけでなく大陸で最も魅力的な結婚相手だ。

「……ほら、以前、お話したでしょう。デートどころか、一度もエスコートしてくれなかった婚約者よ。お母様が亡くなった後、プレゼントどころかお手紙の返事もないわ」

「あの話は事実か？」

　小公爵に胡乱な目で見つめられ、私は肩を竦めた。

「嘘はついていないけど、誰も信じてくれないのよね」

「詳しく話したまえ」

「デボラの崇拝者には時間の無駄」

　馬鹿馬鹿しくて手を振ると、馬車内の温度が一気に下がった。

「優しいアナ、アデリナ嬢の悪名はそういうところから広まったのではないか？　こちらが経緯を理解し、尽力しようとしているのに一言もなく拒むのは、手袋を顔面に投げつけるようなもの」

　小公爵に厳しい視線を向けられ、私から自然に溜め息が漏れた。

「今までどんなに言葉を尽くしても、理解してもらえませんでした。説明すれば説明するほど、見苦しい、と罵られたのです」

　私が明かした過去に思うところがあったのか、エスマルヒ侯爵が胸に手を当てて口を開いた。

「過去を指摘されたら、返す言葉もない。だからこそ、今、直にお聞きしたい。なお、ジークハルト様は文武両道質実剛健、非の打ちどころのない貴人だが、人の感情の機微には疎い。恋愛感情はさらに疎い」

　公爵邸に到着するまで、私は馬車の中で過去を話し続けた。信じられない、といった顔つきだけど、誰も私の言葉を否定せずに聞き続ける。

　……あれ？

　やっぱり今までとは違う？

　私があらかた話し終えて一息つくと、小公爵が妙に納得したような顔で言った。

「アデリナ嬢、俄かには信じ難いが、否定する気は毛頭ない。ただ、冷静に思い返せば、殿下がアデリナ嬢を悪く言ったことは一度もない」

　大公殿下は私を毛嫌いしているから、私を罵っていると思っていた。

「ジークハルト様はアデリナ様に対する感情的な言葉を一度も口にしなかった。私の記憶が正しければ、今回の婚約破棄が初めてだ」

　エスマルヒ侯爵がこめかみを揉みながら言うと、ガイスト伯爵令息は賛同するように口元を緩めた。

「私はデボラ嬢に対する私的な評価も一度も聞いたことがない。元々、無口な方だが、そちらはまったく……」

　全員、記憶の糸を手繰り寄せ、ひとつの一致を見た。

「とりあえず、よく話し合いたまえ。ふたりとも言葉が足りないことは確かだ」

　結論、とばかりグロースクロイツ小公爵が言い切る。釘を刺すように、ザイツ侯爵令息がザンドラの予定を口にした。

「今日、私の母の茶会にシュタインドルフ公爵夫人は参加されている。公爵はご在宅のはずだ。最初から諦めず、納得できるまで話し合うことを強く勧める」

「屋敷内も私がエスコートしよう。もし、使用人たちが買収されていたら危ない。継母に苦しめられた知人がいるから理解できる」

　グロースクロイツ小公爵に手を差しだされ、私は恐縮してしまったけど拒まない。彼の手を取ったまま、お父様に会えば初めてまともに話し合える？

　……や、うちのレーズン入りクグロフより甘かった。

　執事長やメイド長が言葉巧みに御学友グループと引き離し、私を最奥の客間に閉じこめようとした。お父様接近禁止命令を忠実に守っているのだろう。

「アデリナ様、何度も言わせないでください。旦那様がいらっしゃるまでこちらでお待ちください。グロースクロイツ小公爵様たちはお帰りになられました」

　この客間でお父様をどんなに待っても来ないだろう。

　そんなの、わかりきっている。

　もう二度とおとなしく監禁されない、と隠し持っていた防犯の魔導具を使おうとした。

　けれど、御学友グループが『大公殿下の御下命』を盾に上手く立ち回ってくれた。縋る使用人を振り切り、グロースクロイツ小公爵が客間に乗りこんできたのだ。エスマルヒ侯爵たちは執事長やメイド長を相手にして、注意を引きつけてくれたらしい。ガイスト伯爵令息は通信の魔導具で、こっそりお父様に連絡を入れたそうだ。

　おかげで客間から出られたし、お父様とふたりきりで会うことができた。

　これで腑に落ちた、アデリナ嬢の言葉が真実だ、と帰り際に耳打ちされたグロースクロイツ小公爵の言葉が胸に残った。

　執事長やメイド長の態度が私の話の裏付けになったのかな？

　確かに、すべてを打開するため、必要なのはお父様の力。

　わかってもらえるまで根気よく話すしかない。

「アデリナ、ようやく戻ったか」

　久しぶりに見たお父様は相変わらず若い。とてもじゃないけど、私のような娘がいるとは思えない外見だ。魔力が強いから老けないと聞いた。

「お父様、召し上がって」

　食らえ、ザッハトルテ。

　なのに、特製魔導具から出した絶品には見向きもしない。

「そなた、シュタインドルフの名誉を著しく落とした自覚はあるのか」

　通常運転のクソ親父。

「婚約破棄され、名誉を損ないました。もう淑女として生きていけません。カフェのアナとして生きていきます」

「許さぬ」

「婚約破棄された私が哀れだと思いませんか？」

　一度でいいから、私の身になって考えてほしい。

「婚約破棄されていない。結婚式の日取りが決まった」

　肝心の本人たちにその気がないのに結婚式？

「お父様、私にみじめな結婚をさせるの？　妻を顧みない夫と結婚して幸せ？」

「政略結婚とはそういうもの」

「殿下なら、すぐに私は監禁されて地下牢、処刑コースよ」

「そなたが言動を慎めばよい」

　何を言っても無駄だ、って諦めかけたけど、御学友グループの言葉が脳裏にインプットされている。言うだけ言うしかない。今までまともにふたりで話し合ったことさえなかったから。

「お父様は優しい夫です。お母様とちゃんと夫婦になって、私が生まれた。お母様は私を生んで幸せだった、って」

　私が亡きお母様に触れると、お父様の表情が変わった。どんな時でも感情を顔に出さない貴族の典型だから珍しい。

　……これ、これは押し時？

「お母様、お父様を心から愛していた、って。お母様の気持ちを知らなかったの？」

　お母様は赤ん坊の私を抱き、お父様への想いや処刑された家族、滅ぼされた母国について幾度となく語った。赤ん坊ならわからないけど、前世の記憶を持つ私なら理解できる。お母様は仇にあたるお父様を深く愛していた。お母様は私に語りかけることで心のバランスを取っていたのかもしれない。

「今、そのようなことを申しているのではない」

　……あれ？

　もしかして、お父様もお母様を愛していた？

　お父様のお貴族様鉄仮面が崩れたまま戻らない。

「お父様はお母様に冷たいようで優しかった。ちゃんと守ってくれた。大公殿下は違うわ」

　お父様、不器用だったんだね。

「そなた、大公殿下を愛しているのではないか？」

「一度も優しくしてもらったことがない婚約者です。会えば冷たい目で睨みつける。目の前でデボラといちゃつく……お父様と違います」

　お父様は決してお母様の前にザンドラを立たせなかった。愛人としていつも下がらせていた。公の場では愛人をエスコートしなかった。公式のパートナーはいつもお母様だけ。

「そなたの希望は？」

　お父様は観念したように溜め息をついた。

「婚約破棄」

「それでいいのか？」

「婚約破棄したいの」

「大公以上の婿はいない」

「生涯、独身でいいわ。カフェのアナとして生きていく」

　食べて、と私はザッハトルテをカットして紋章入りの皿に盛り、生クリームを添えた。飲み物はお父様の嗜好を考慮して、オレンジリキュールを多めにしたマリア・テレジア。

「父としてもシュタインドルフとしても認められない」

　お父様は感情を殺して言ってから、マリア・テレジアを口にした。……うん、反応は悪くない。

「デボラと結婚させれば公爵家的にはいいでしょう」

　前々からザンドラもデボラも大公殿下との婚約をねだっていた。ゲーゼ男爵家は言わずもがな分家も。

「そんな気はない」

「デボラに婿養子を取って家を継がせるの？」

「適当な貴族に嫁がせるつもりだ」

　意外なんてもんじゃないお父様の本心。

　絶対にザンドラもデボラもゲーゼ男爵も怒り狂う。

「ザンドラとデボラが受け入れると思わない。私、ザンドラとゲーゼ商団の野心が怖いわ」

「公女に怯えるものがあると申すか？」

「お父様も薄々気づいているのではなくて？　ゲーゼ商団の罠であちこちの商団が潰されていること」

　スッ、と私は記録の魔導具を差しだした。一見、分厚い書籍に見えるけれど、タブレットみたいな優れもの。ゲーゼ商団に飲みこまれた商団や食い物にされた商人、貴族のデータを保存している。その手口も。

「よく調べた」

「皇帝陛下とお父様の仲が悪くなった原因、ゲーゼ商団の汚い商売じゃないの？」

　表向き、お父様と皇帝陛下の仲は良好だけど、実際はそうでもない。難題を押しつけられ、帝都に留まることが少なかった。

　原作、シュタインドルフ公爵家と巨大化するゲーゼ商団を危惧していた。

　ゲーゼ商団は皇帝陛下が目をかけていた帝室御用達の店も潰している。皇帝陛下の苦言をお父様がはねつけたと聞いていた。

「そなたの母と離縁しなかったからだ」

　お父様はどこか吹っ切れたような顔で笑った。

「……え？」

「ソシュール王国を鎮めるため、唯一の生き残りである第一王女を徹底的に堕とそうとした。離縁し、平民として市井に放りだせ、と」

　ソシュール征服を命令した先帝は残虐な処刑をした後、早々に寝込んだから、実際の戦後処理は当時皇太子殿下だった今の陛下だ。

　あの英邁な陛下がお母様にそんなひどいことを？

　私は知らなかった過去に愕然とした。

「お父様、逆らったの？」

「妻として遇したほうがソシュールを治められる、と宥めた。不興を買った」

　お父様の意見に一理あるから、陛下も強く出られなかったのだろう。

「お父様もお母様を愛していたのね」

「私は先代皇帝の命により、ブランティーヌ王女を娶り、ソシュール王室に入りこみ、工作し、滅亡させた。顔向けできなかった」

　政略結婚だけど、心から愛していた。

　愛していても、帝国のため、暗躍した。

　愛していたから顔が合わせられなかった。

　お父様も悲しい愛の三段活用。

　馬鹿ね、と私はお父様の不器用ぶりに呆れた。お母様とちゃんと話し合っていたらわかったはず。

「お母様は受け入れていたわ。帝室の野心に気づかなかったお祖父様、国王陛下が愚かだった、って」

「誇り高き王女だった。最愛の女性だ」

　私は今までお父様のどこを見ていたんだろう。

「私、お母様の名を汚したくないの。大公殿下に嫁いで処刑されるのはいやよ。下手をしたらソシュール蜂起の旗印にされる」

「婚約破棄後、そなたは？」

「カフェ・テレジアを大成功させるから期待して」

「我が心、明かそう」

　お父様の顔つきが変わったから緊張した。

「改まって何？」

「ザッハトルテとマリア・テレジアは美味なり」

　どうもすでにお父様はカフェ・テレジアの目玉商品を口にしている。帝室のオーダーが続いているから、陛下と一緒に召し上がったのかもしれない。

「お父様、話がわかるわね。新作ケーキを考えているの。チョコレートのトルテならカフェ・テレジア、っていうウリを定着させたい。試食してよ」

「楽しみにしている」

　お父様の純粋な笑顔を目の当たりにして、私の中で何かのブロックが外れた。ロック解除、って感じ？

「お父様、私はだっこしてもらった覚えがないの。今、だっこは重いでしょう。せめてハグして」

　知らず知らずのうちに舌が動き、お父様に向かって腕を伸ばしていた。

「……記憶にないのか？」

「だっこしてもらったこと、あるの？」

「……そなたは赤子……寝ていた。ブランティーヌに許され、抱いた」

　遠い日、私の知らない両親との時間があったようだ。胸が熱くなり、私は伸ばした腕で急かした。デボラのように自分から抱きつかない。お父様からハグしてほしい。

「記憶にないからノーカウント。ハグして」

「すまない」

　オーダーはハグだったけれど、私はお父様に赤ん坊のように抱き上げられた。とっても嬉しそうな顔。

「きゃ……意外に腕力があるのね」

　上品な紳士だと思っていたからびっくり。

「ブランティーヌに似てきたな」

　お父様が私を見つめる目に胸きゅん。

　……や、実の父親に何をときめいている？

「性格は似ていないわ。私はお母様みたいに淑女じゃない。やられっぱなしじゃいないから覚悟して」

　前世、やられっぱなしだったけど、カフェ・メッテルニヒで自分の居場所を見つけた。諦めて、我慢しているだけじゃ駄目。改めて思い知った。

「その性格は誰に似た？」

　お父様、わかっているのに聞いている。確信犯。

「お父様に似たんじゃない？」

「私に似たのならば、花を愛でさせようとしたら露と果てるか」

　要約・公爵家に閉じこめようとしても無駄か？

「無駄よ。私はお母様が遺してくれたレーゼル商会を帝国一の商会にするわ。汚い手は使わないから安心して」

「貴族令嬢の商売など、言語道断」

「今さら私の悪名が増えても気にしない」

　私の口ぶりに思うところがあったらしく、お父様は形のいい眉を顰めながら言った。

「そなた、ザンドラに虐げられていたのか？」

「知らなかったの？」

「すまない。ザンドラや執事長たちの言葉を鵜呑みにした。そなたは私を恨んでいる、と聞いていたから距離を取った」

　外の敵が多すぎて、家のことまで気が回らなかったのかもしれない。お父様は貴族街邸どころか帝都にいないことも多かった。陛下の名代として属国に滞在しているほうが多かったよね？

「ザンドラたちから聞いたことはすべて嘘だと思ってほしい。私もザンドラたちから聞いたことは嘘だと思ってあげるから」

　何かに引き寄せられるように、チュッ、と私は父の頬にキスしていた。……わ、お父様、泣きそう。

「すまなかった」

「お父様、婚約破棄させてください。殿下とデボラを結婚させて」

　ばっ、と大公殿下とキスした感覚が唇に蘇る。胸が痛くなったけれど、原作補正により、どこかでふたりは結ばれるはず。これ以上関わって、処刑エンドを迎えたくない。

「そなた、私の後を継ぎ、シュタインドルフ公爵家当主となり、レーゼル商会を発展させるか？」

「仰せのままに」

　お父様はシュタインドルフ公爵として婚約破棄の申請をしてくれた。シュタインドルフ貴族街邸を出て、レーゼル商会主として商人街で暮らすことも許可してくれる。女給としてホールに立つことは許してくれなかったけど。

　それでも、王手。
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　優しいお母様がいて、優しいお父様がいて、優しいお祖父様がいて、優しい叔父様がいて、私、デボラはとても幸せだったの。なんでも言うことをきいてくれるの。でも、お父様は一緒に暮らせないの。お母様はお父様がいない時はいつも泣いていた。悔しそうに泣いたり、悲しそうに泣いたり。慰めるお祖父様も辛そうで、何度も謝っていた。

「ザンドラ、わしの身分が低いばかりに許しておくれ。だが、公爵閣下の気持ちは夫人にはない。愛されているのはお前だけだ」

「お父様、いつまで待てばいいのですか？」

「あと少し……あと少しでお前が公爵夫人だ。デボラも私生児ではなくなる」

「私生児なんて言わないでっ」

「……す、すまない」

「私はどこに行っても愛人扱い……娼婦のように扱う人もいるから悔しい……どうして私がこんな目に……公爵様が愛しているのは私でしょう。どうして？」

　幼い頃、お母様とお祖父様が言っていることの意味がよくわからなかった。ただただお母様が泣いているから悲しかった。私が泣くと慌てて慰めてくれたけれど。

　ある日、突然、豪華なお城で住むことになってもわからなかった。これから一緒にお父様と住める、ってだけで嬉しかった。綺麗なお姉様ができたから楽しかった。

　けど、お姉様はお母様を虐めた。

「アデリナ様は私とデボラが憎いのでしょう。デボラ、決してアデリナ様に近づいてはいけません。危ないわ」

「お母様、お姉様は優しいわ」

　教育係の夫人たちみたいに意地悪しないもの。

「デボラ、よくお聞き。先ほど、アデリナ様に殴られて私は怪我をしたの。メイドも虐められて、とうとう逃げてしまったわ」

「……え？　そんな怖い。どうしてお姉様はそんな意地悪をするの？」

「ご生母様を亡くし、私が後妻になったから疎ましいのでしょう。異母妹のあなたも憎いようです。専属メイドや専属騎士から離れてはいけませんよ」

　お母様や乳母たちだけでなく、お祖父様にもお姉様に近づかないように注意された。けど、私はお姉様が好きだった。私の言うことを聞いてくれる。庇ったら、私が褒められるんだもん。

　けど、ジークハルト様の婚約者だと知った時、初めて憎いと思った。宮殿で初めて会った時、私のお婿さんにしようと決めたのに。

「ジークハルト様は私の夫になる人よ。どうしてお姉様の婚約者なの？」

「そうね。デボラ、ジークハルト殿下はデボラの婚約者になるはずだったの。アデリナ様の我が儘で決まったのよ」

　お母様が苦しそうに眉根を寄せ、私を抱き締めてくれた。

「お姉様、ひどいわ」

「そうね。アデリナ様はひどいの。ジークハルト殿下もデボラをお気に召し、婚約破棄したがっているのに」

「ジークハルト様も私を好きよね？」

　私を好きにならない人はいない。お姉様を好きになる人はいない。みんな、そうだもの。

「まぁ、この世に天使を嫌う人がいて？」

　私が笑いかければみんな喜んでくれる。私が話しかけたらみんな幸せそう。私がそばにいるだけで、みんなにとっては名誉なのよね。

　ジークハルト様は私がそばにいても無表情だけど、照れ屋さんだから仕方がない。お姉様はジークハルト様が嫌いで逃げ回っている。なのに、ジークハルト様の身分が好きでしがみついているし。

　お姉様のためにも、ジークハルト様のためにも、お母様とお父様のためにも、私が頑張らなきゃ。

　ようやく、ジークハルト様がお姉様に婚約破棄を言い渡した。お姉様のために修道院まで手配したのにいやがって隠れてしまって……もう、お姉様はいったいどこまで我が儘なの。

　お父様もお母様もお祖父様も困っているし、ジークハルト様も私と一日も早く結婚したいのにお可哀相だわ。

　でも、ジークハルト様が私に婚約指輪代わりの耳飾りをプレゼントしてくれたの。ご本人は照れ屋さんだから、従者が届けてくれた。

「いつも身に着けていてほしい、とのことでございます。就寝中はおそばにおいてくだされば幸いです」

「ありがとうございます。嬉しいわ」

　やっぱり、同じ気持ちよ。

　ジークハルト様にどんなお礼がいいか迷ったの。

　お礼として、大評判のカフェ・テレジアをお母様が私のために手に入れてくれると言った。なのに、どういうこと？

　ジークハルト様と一緒にカフェ・テレジアに行ったらお姉様がいた？

　嫌われ者のお姉様がカフェ・テレジアのオーナー？

　……え？

　嫌われ者のくせに、ジークハルト様に無体な宣誓をさせてひどい。帝国騎士団も近衛騎士団も怒っているわ。

　一刻も早く、私がジークハルト様と結婚します。

　私は初めて会った時からジークハルト様が好きでした。ジークハルト様も口には出してくれないけれど、同じ気持ちだと知っています。グロースクロイツ小公爵様やエスマルヒ侯爵様など、ジークハルト様のご友人たちは、婚約者がいても私に対する想いは止められないと仰いました。私を想うだけでも幸せなんです、って。

　ジークハルト様、私も同じ気持ちですから安心してね。

　私とジークハルト様を太陽神と花の女神が祝福してくれたのでしょう。お父様は婚約破棄の手続きを取りました。

　そうして、皇帝陛下のお召し。

　お母様と私は懸命にお願いして、同行させていただくことになったの。ジークハルト様と私の未来のため、みんなのため、頑張りますね。身の程知らずのお姉様にはわかってもらいますわ。












　皇帝陛下の御前、私の発言は隣のお母様に止められていた。けど、いくらなんでもひどい。陛下はどうしてジークハルト様の気持ちを考慮してくださらないの？　どうして、お姉様との婚約破棄を認めないの？

「ならぬ。帝室とシュタインドルフの縁を結びたい」

　皇帝陛下は取り付く島もない。お父様は辛抱強く同じ代替え案を提示した。

「大公殿下にはデボラを嫁がせます」

「私生児を我の弟に嫁がせるのか」

　陛下は私を一瞥もしない。私が私生児、ってひどいわ。アデリナ様のお母様が悪いのよ。私は悪くないわ。隣のお母様が唇を噛み締め、震えているから、そっと抱き締めた。

「誕生した時、愛人でしたが、今は正妻です」

「私生児生まれの公女はいらぬ。このままだと次期皇帝は年の離れた異母弟ぞ。私生児を皇后にするつもりか」

　陛下も私を好きだったのにどういうこと？　……あ、陛下はお姉様に騙されているの？　お姉様のザッハトルテで篭絡されたのね？

「陛下、恐れながら申し上げます。大公殿下とデボラは愛し合っています」

　お母様は私とジークハルト様を守るため、泣きながら声を上げた。でも、陛下は悪魔みたいな顔で一喝した。

「控えよ。発言を許しておらぬ」

「申し訳ございません」

「愛人風情が口を出すな」

　陛下の容赦ない言葉にお母様は嗚咽を零し、背後に控えていたお祖父様もうなだれた。私も悲しくて涙が止まらない。

　私とお母様はお父様に縋りついた。

「公爵、思いだせ。ソシュール王国滅亡時、後顧の憂いを立つため、妻と離婚するように命じたが貴公は拒んだ」

　皇帝陛下は私とお母様を完全に無視して、お父様に向かって過去を話した。……え？　嘘よ。お父様はアデリナ様のお母様、ソシュールの王女様と結婚したくなかったし、離婚したかったのに、離婚できなかったのよ。陛下、間違っているわ。

「子がおりました。アデリナは私の第一子であり、ソシュールの正当な第一位王位継承者です。ソシュール統治のためにも必要です」

　……え？　お父様、訂正しないの？　お父様が離婚したかったのに、ソシュールの王女様がしつこくて離婚できなかったのでしょう？　だから、私とお母様がお城に住めなかったんでしょう？

「ソシュール王室の血を受け継ぐ公女は大きな火種なり。我が弟の妃に迎える」

　婚約の時に合意に達したはず、と皇帝陛下は静かに続けた。

「御意」

　お父様、どうして反論しないの？

「ジークハルト、そなたの妻はアデリナぞ。結婚式の日取りは決めた」

　陛下が脅すように命令したら、ジークハルト様も頷いた。

「御意」

　ジークハルト様、どうして受け入れるの？　私を愛しているんでしょう？　みんな、私を愛しているのよ。ジークハルト様もそうでしょう？

「愛人と私生児、商人、下がれ」

　私が知る陛下はいつも私に優しかった。皇后陛下も私を娘みたいに可愛がってくれた。大公妃に相応しいのは私、ってみんな言っていたのに。

　これはどういうこと？

　お姉様の陰謀なの？












　貴族街邸に戻る気にもなれない。お父様に抱きつき、泣きじゃくる。結果、シュタインドルフに与えられている専用の部屋に下がった。

「……お、お父様、ひどい……どうして？」

「……あ、あんまりでございます。滅んだ王国の王女なんて平民と一緒でしょう……平民の分際で……」

　お母様も泣きながらお父様に訴えた。

「よさぬか」

「皇帝陛下のご命令を拒み、平民を妻として本宅に置いていたのですか？　どうして離婚しなかったのですか？　私やデボラを愛していなかったのですか？」

「私のそばにいるだけでいい、と言ったのは誰だ？」

　お父様が初めて怖い顔でお母様を見た。

「……っ」

　びっくりしたのはお母様だけじゃない。私も信じられない。本当にお父様なの？

「私はゲーゼ男爵から差しだされた健気な美女を気に入った。妻亡き後、高位貴族から縁談を持ちこまれたがすべて断り、愛人だったそなたを妻として迎えた。そなたの実家も援助した。不服か？」

　お父様、いったい何を言っているの？　お父様とお母様はお互いに一目で恋に落ちたんでしょう？

「私はともかくデボラが哀れです」

　お母様、どうして反論しないの？　今まで聞いた話と違うわよ。

「大公殿下がデボラを愛しているようには思えない」

　お父様、何を言っているの。大公殿下がエスコートするのは私だけよ。愛している証拠でしょう？

「ふたりは愛し合っています。アデリナ様の邪魔でふたりは困っていたわ。いつも巧妙にアデリナ様は立ち回るのです。今回の殿下の宣誓もそう」

　結局、ジークハルト様は宣誓の無効化をしていない。お姉様の妨害ね。

「大公殿下の口から一言もデボラに関し、出なかった。諦めよ」

「デボラはあなたの娘ですよ」

「娘だからこそ、案じている。身の程を弁えさせろ」

「哀れでなりませんわ。どうか、現実をご覧ください。皇后陛下のお力添えもある今、誰も文句は言えませぬ」

　お母様が真剣な目で言った後、それまで控えてきたお祖父様が初めて口を挟んだ。

「一日も早く大公の舅になってくだされ」

　次期皇帝の舅になれば、皇帝陛下でも抑えこめる。お祖父さまの言う通りよ。でも、お父様は皮肉っぽく笑った。

「一日も早く、大公にアデリナを嫁がせるのか？」

　お祖父様がこめかみを押さえて首を振り、お母様が涙声で正した。

「大公に嫁がせるのはデボラです」

「アデリナは？」

「アデリナ様は評判が悪すぎます。大公に嫁がせたら恥ですわ。平民のようにカフェに立って客の相手をするなんてはしたない。無体な輩に手折られてもおかしくありませんわよ」

「デボラが下手なことをしないように宥めておけ」

　お父様は冷たく言うと、背を向けてしまう。……まさか、ここで私を放置する気？　お母様は慌ててお父様を引き留めた。

「どこに行かれますの？」

「大公殿下と会わなければならない」

「お待ちください。私もお連れください」

「私は今までそなたのどこを見ていた？　儚げで楚々とした淑女はいない……元々、違ったのか？」

　お父様が悪魔に見えた。

「何を仰せになりますの？」

「ザンドラ、デボラ、ゲーゼ男爵、下手なことはするな」

　お父様は補佐官や護衛騎士を引き連れ、風のように消えてしまった。私にキスどころか、挨拶もせずに。

「……お、お母様、これはどういうこと？」

　私がやっとのことで声を出すと、お母様は悔しそうな顔で答えた。

「アデリナ様の罠に落ちましたね」

「お姉様の罠ですの？」

「アデリナ様はそういう方です。私とデボラが心底から憎いのでしょう」

「……ひ、ひどいわ。ジークハルト様が愛しているのは私なのに」

「デボラ、大丈夫よ。お母様もお祖父様もついているわ。必ず、あなたを皇后に……大公妃にしてさしあげます」

「私、お姉様に会ってお話するわ。陛下もお姉様に騙されているのね？」

「アデリナ様に会っても策を弄されるだけ。私にお任せなさい」

　お母様とお祖父様に説得され、お姉様と会うことは断念した。でも、でも、お姉様はどこまで我が儘なの。ひどいわ。お姉様は私の言うことを聞いていればいいのよ。絶対にジークハルト様は返してもらうから。
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　シュタインドルフの馬車でレーゼル商会に戻ったら、マルテたちに泣きながら迎えられた。泣き腫らした目が痛々しい。

「アデリナ様、よくご無事で戻られました。あのまま幽閉されるとばかり……私はソシュール勢の手を借りてでもアデリナ様をお助けするつもりでした」

　レーゼル子爵から禁じ手を聞き、私の背筋が凍りついた。

「駄目、私とソシュール勢力が会ったらそれだけで反逆罪」

　原作で、命取りになった罪はヒロインの暗殺未遂ではなくソシュール蜂起だ。今でも原作補正が怖い。

「そのような横暴はないでしょう、と今までならば言えましたが、言えなくなってしまいました」

「何があったの？」

「カカオが手に入りません」

　レーゼル子爵が暗鬱な顔で言った途端、商会員たちが悔しそうに肩を落とした。補佐官が差しだしたのは、倉庫の備蓄リストだ。カフェで使用するだけでなく、他店にも卸している。コーヒー豆に砂糖に塩に胡椒にシナモンにバニラビーンズに小麦にライ麦にオリーブに胡桃オイルに南瓜オイルに……カカオが出てこない。

「ゲーゼの独占を見越して、うちの船で属国に買い付けに行っていたでしょう？」

　コーヒー豆やカカオは南方の国々でしか採れない。帝国はコーヒー豆やカカオのため、南方の国を制圧した。

「属国で妨害に遇い、カカオが入手できないそうです。今までこういったトラブルは一度もございませんでした」

　共存共栄、がお母様の意志だったから、レーゼル商会は属国相手でも暴利を貪ろうとしない。それ故、相手方にとっても貴重な取引先だ。裏で何かがあったことは間違いない。……うん、思い当たるのはひとつ。

　あの成金野郎、よくもやりやがった、と私は心の中で罵倒した。

「ゲーゼの手が届かないところは？」

「はい。私も船長も同じ考えです。違う属国でカカオを買いつける予定を立てましたが、いつ、帰航できるか、明言できません」

「つまり、在庫のカカオが尽きた後、カカオがない？　ザッハトルテが作れない？」

　チョコレートのないザッハトルテはザッハトルテじゃない。新作だって、チョコレートのトルテだ。

「ゲーゼはレーゼルの勢いを止めたいのでしょう」

「ゲーゼ、ナめるな」

　ふんっ、と私は鼻を鳴らしながら腕を組んだ。

「アデリナ様、そんな邪悪な顔をなさらないでください」

　レーゼル子爵は生気のない顔で宥めるように言ったけど、クリスタは銀の盆を振り回しながら前に出た。

「アデリナ様、ゲーゼの倉庫に買い占めたカカオがあるはずです。襲いましょう。私が先頭を切ります」

　米騒動ならぬカカオ騒動？

　美人女給として評判のクリスタが特攻隊志願。

「その手があったか」

　夜盗のふりしてカカオを盗みだす。悪党相手に手段は選んでいられない。

「アデリナ様、クリスタ、落ち着きなさい」

　マルテの一声で私とクリスタは止まった。

　……それもそうだね、夜盗に変身しても破滅フラグが立つだけ。私とクリスタはお互いに肩を組んで笑いあった。

「チョコレートのトルテが美味しいカフェ、っていうコンセプトで行こうと思ったけど、予定変更。美味しいトルテはチョコレートがなくても作れるわ」

　前世、マスターに写真で見せてもらった本場ウィーンの繊細なケーキが脳裏で踊りだす。ワルツを踊っているのは、マスターが店で焼いた、ザルツブルク風のスフレやけしの実のスフレ。

「アデリナ様、新しいレシピをお持ちですか？」

「スフレ……スフレもいいけど、皇帝のパンケーキもいい。意表をついてけしの実入りのパンでも……エステルハージトルテのチョコフォンダンはコーヒーフォンダンにしたら……ん、悩むより、実践あるのみ」

　私は料理長や菓子職人に指示を出し、新商品の開発に集中した。妨害なんぞに立ち止まっている余裕はない。

　お父様の援助を得た今、前進あるのみ。












　新作トルテはカルディナールシュニッテンというメレンゲとスポンジ生地を交互に絞りだしたケーキに決まった。白と黄色の二色も映える。伝統的なウィーン菓子のひとつだ。

　予定していた新作と違うから、恐る恐る発売したけど、常連客に大絶賛された。杏ジャムを挟んだのはザッハトルテと同じなのに、真逆な感じがよかったのかな？

　いつしか、ザッハトルテを発売するカフェコンディトライが増えたし、高級レストランのデザートでも出されるようになったし、帝宮でも用意されるようになったという。特許局から入る特許使用料で魔力大砲を備えた大型船が買える。

　ザッハトルテブームも落ち着いた？

　けど、売り上げは落ちないし、客足も伸び続けている。カカオはギリギリ。テイクアウトの販売数は限定しているけれど、このままではザッハトルテの製造停止だ。

「ゲーゼ男爵からカカオ提供の話がありましたが断りました」

　ゲーゼのカカオに手を出したら地獄行き。

「カカオ、そろそろ切れるわよね？」

　すでに告知したけれど、明日、テイクアウトの販売停止だ。本日の販売数も早々に終了した。痛いけれど、仕方がない。

「カカオの新しいルートが確保できるかもしれません」

「新しい取引先ができたの？」

「グロースクロイツ小公爵様のご紹介で、ご親戚が南方に所有しているカカオ園を紹介していただきました」

　カフェ・テレジアに日参している大公殿下の御学友の名前に驚いた。カカオを所有している親戚と言えば、臣下序列第二位の大貴族だ。……あれ？　確か、あの家門の令息もデボラ推しだったはず。

「殿下の御学友が？　……親戚なら中央貴族よ」

「グロースクロイツ小公爵様を始めとする大公殿下の御学友様方はシュタインドルフ公爵邸で感じたものがあったようです」

　私の話に耳を傾けてくれたし、使用人たちの異様な行動も見た。淑女ベールに覆われていた真実に気づいてくれたのかな？

「……あ、あの時」

「アデリナ様の根も葉もない噂がだいぶ払拭されそうです。カフェ・テレジアのお客様、レーゼル商会でアデリナ様と直に接した方々が真実を広めてくださいました」

　レーゼル子爵の言葉を裏付けるように、補佐官や書記官たちが大きく頷いた。けど、悪評はそう簡単には覆らない。

「異母妹と継母、使用人を虐げる悪女の噂は根強いと思うけど？」

「今や、ザンドラとゲーゼの名も落ちました」

　レーゼル子爵に断言され、私は風向きが変わったことを知った。そういえば、と思い当たるフシはあった。商会の前ですれ違った帝国騎士団がやけに礼儀正しかったんだ。

「何かしたの？　……あ、情報屋を使って噂を流したのね？」

「私どもはなんの手も打っていません。アデリナ様がカフェや商会のオーナーとして、接した相手が今までの捏造された噂を消してくださったのです」

　その瞬間、胸が熱くなり、涙がポロリと零れ落ちた。

「すべてアデリナ様のお人柄」

　温和な紳士が追い打ちをかけるから涙が止まらない。気にするな、って自分に言い聞かせても辛いものなのよ。悪評は諦めていたのに。

「……な、泣かさないで」

「泣いている時間はございません。カカオルートのため、交渉に向かっていただきます。私はシュタインドルフ公爵夫人に呼び出されています」

「ザンドラの呼び出し、危険じゃない？」

「無視するわけにはいきません」

　交渉はすでにレーゼル子爵と終え、私はサインするだけだという。補佐官とともに私は馬車に乗りこんだ。

　なのに、馬車内、凶悪な睡魔に襲われる。

　睡眠ガスっていうか睡眠の魔力が充満している？

　しまった。

　後悔した時は遅かった。

　絶世の美青年が馬車内に乗りこんでくる。……え？　一目でも見たら忘れない美形……常連客のミハイル？

「アデリナ様、申し訳ございません」

　ミハイルの謝罪が薄れる中、私と補佐官は深い眠りに落ちた。












　どれくらい時が経ったのか？

　意識を取り戻した時、私は天蓋付きの寝台で寝ていた。白と金、ピンクでファブリックや家具は揃えられ、花柄の壁紙も絨毯もプリンセス仕様。

「アデリナ様、このような手段を取って申し訳ございません」

　目の前で詫びているのは、常連客の上品なご夫人。

「補佐官は？」

「別室でお目覚めになられました。決して危害を加えるつもりはございません。私はソシュールに忠誠を誓った者でございます」

　油断した。

　扉の向こう側、大きなゴブラン織りのタペストリーが飾られた客間には、ソシュールの元貴族が集まっていた。これ、あれよ、あれ、悪役令嬢が旧ソシュール勢を煽るシーン。

「アデリナ様、なんと、麗しき第一王女様に生き写し」

「姫、よくぞ決心してくださった」

「我らソシュール旧臣一同、この日をお持ちしておりました」

　私が煽る間もない。私を見た途端、貴族の匂いを消せない旧臣たちが咽び泣く。興奮ぶりが尋常じゃない。

「どういうこと？」

　私が感情を爆発させないように尋ねると、目の覚めるような美形が代表として前に出た。私を拉致した常連客のミハイル。

「僕はミッシェル、ソシュール王室に魂を捧げた司法官長の息子です。今は画家のミハイルとして生きています」

　原作、旧ソシュール勢力の代表は処刑された司法官長の末子だ。名前はミッシェル。……これ、詰んだ？

　この場に駆けつけていた女性たちが次々に名乗りでる。

「私は王妃様の筆頭侍女でした。王妃様にお供するつもりでしたが、王妃様に命じられ、恥を晒しています。唯一の希望が姫でございます」

「私は宰相の孫でしたが、今では下女です」

「近衛連隊長の娘でしたが、今は娼婦です。身を堕としてまで生きのびている理由は亡き王妃様の御下命を果たすべく」

　女性たちは頬に伝う涙を拭おうともせず、私の前に跪いた。ソシュールのため、耐え忍んできた愛国者たちだ。

「まさか、決起集会？」

　私の質問に答えたのは店内で光り輝いていたミッシェル。

「シュタインドルフ公爵が力を貸してくださるとお約束してくださいました。アデリナ様がお立ちになってくださればソシュールは蘇ります」

「陛下はソシュールの呪いを恐れています。呪われて当然です」

「アデリナ様、独立宣言をお出しください。大陸に散らばったソシュール旧臣が馳せ参じるでしょう」

　元王立騎士団長の息子や孫にまで迫られ、私は金切り声で叫んだ。

「これ、罠よ。駄目ーっ」

　原作補正だ。

　これは絶対に罠。

「シュタインドルフ公爵から授けられた家紋入りの剣と資金をご覧ください」

　客間の向こう側、扉を開ければ軍資金らしき財宝が山のように積まれている。若い傭兵が木箱を開け、確認させるように詰められた金貨を見せた。巷では流れていない魔導具まで各種、揃えられている。

「本当にお父様だったの？」

　原作、悪役令嬢は家宝の剣を持ちだして悪用した。

「シュタインドルフ公爵夫人が代理として極秘で参られました」

　いやな予感が当たった。

「罠よ。こんなところを見られたら逮捕される。とりあえず、解散っ」

　私が手を振り回しながら叫んだ瞬間、凄まじい爆音が響き渡り、無数の靴音とともに帝国騎士団が現れた。シュゥゥゥーッ、という不気味な音と同時に赤色と深緑色の魔力が渦巻き、網と化す。

「ソシュールの反逆、そこまでだ。神妙にしろ」

　やっぱり、私は甘い。

　原作通り、帝国騎士団の登場。

　原作と違うのは大公殿下がいないこと。

「シュタインドルフ公女、残念です。無駄な抵抗はやめてください。ソシュールの残党を煽るとは愚かな真似をしましたな」

　筋骨隆々の騎士団長が瞳と同じ深緑色の魔力を放出しながら私に近づいた。ミッシェルたちが応戦しようとするから、足を踏み鳴らして止める。

　ここで少しでも抵抗したら全員、処刑。

　蘇れ、私の対・モンスター客スキル。

「誤解しないで。トルテについて、相談していましたの」

　私はにっこり笑ってから、ソシュール旧臣たちを手で指した。

「……はぁ？」

「どこかの妨害でカカオが手に入らなくて、カカオを使用せずにできるスイーツを考えていました。ソシュールは美食の都として有名でしょう。ソシュールのミルフィーユやブリオシュの味が出ない、と亡き母も零しましたし」

　私は大きな溜め息をついてから、元筆頭侍女だという老女に尋ねた。

「……ねぇ、ミルフィーユやブリオシュ、違いはバターよね？」

「……バターの種類と分量だと思います。ソシュールは酪農国家でしたから、パイやタルトの種類で使うバターを変えました。……あぁ、新作に季節の果物パイは如何ですか？　季節と名付ければ、手に入る果物でパイが作れます」

　さすが、王宮という魔窟で王妃の筆頭侍女を務めていただけはある。亡きお祖母様が生きのびるように命令したわけも。

「その手があったわね」

「リキュール入りコーヒーを誕生させたカフェですから、私としてはサバランもおすすめです。亡き陛下も婿君であったシュタインドルフ公爵閣下もよくお召し上がりになられました」

「そうね。サバラン、その手もあったわ」

　私が目を輝かせて手を叩いたけど、帝国騎士団長は恐ろしい顔つきで言った。

「そんな三文芝居に騙されると思うのか？」

「私はカフェのアナとして生きていきたいの。どうして、ソシュールの独立のために命をかけるの？」

「こうやって会っていることが証拠だ」

「だから、カフェのために美食の国の人に会ったの。忘れたの？　ドレーゼ帝宮もソシュール王宮を真似て建築したくせに何を言っているのよ」

　文化面でも芸術面でも先に宮廷文化が発展したソシュールが一歩リードしていた。事実だけど、地雷を踏んだ？　これ、欲しくない悪役令嬢スキル？

「……こ、この……言い訳は尋問室で聞く。全員、反逆罪で捕縛」

　騎士団長が憤慨して魔力を増大させ、深緑色や青灰色の網がミッシェルたちを捉えた。私には黄色混じりの赤い網が絡みつく。

「やめてっ」

　強力な魔力の網に私は身動きが取れない。このまま連行されたら、まともに調べてもらえず、断頭台行きだ。

　原作補正、どうしたらいい？

　助けて。

　心魂から救いを求めた時、真っ青なオーラが苛烈な勢いで流れてきた。騎士団長を始めとする騎士団員たちが敬礼する。

「アデリナ、待たせたな」
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　聞き覚えのある声。見覚えのある顔。なのに、セリフがミスマッチ。

「大公殿下？」

　大公殿下だけど、本当に私の知る大公殿下？　幻覚じゃないの？

「遅くなってすまない」

　大公殿下は有無を言わさぬ圧倒的な魔力で、私たちを拘束しようとしていた網を消した。騎士団長の非難は完全スルー。

　これ、これはもしかしたら助け？

　どうして、助けてくれる？

　もう、理由は何でもいい。

　裏があるかもしれないけど、無敵のヒーローに賭けるしかない。

「……ま、まったくですわ。殿下が遅れるから誤解されましたの。せっかく秘蔵のレシピを教えてもらっていたのに」

　私がデボラを真似て甘く拗ねると、大公殿下は軽く口元を緩めた。……うわ、その顔、反則。

「いったい何事だ？」

　大公殿下が冷徹な声で尋ねると、騎士団長は強張った顔で報告した。

「ソシュール反逆です。以前から警戒していました」

「情けない。踊らされたな」

「反逆だと密告がありました。首謀者は王位継承権を持つ公女です」

「アデリナは俺とここで待ち合わせの約束をしていた。カフェの関係でソシュール領民と会うと聞いた。いったい誰の密告だ？」

　殿下にとっては、ソシュール王国民ではなくソシュール領民。

「……くっ」

　どこかで悔しそうな声。

　ミッシェルたちにとっては最高の屈辱だけど、全精力を傾けて堪えている。正直、今までお母様の母国に思い入れはなかったけど、直に知ったら胸が痛い。

「ここでは申せませぬ」

「罠だ。申せ」

　ボッ、と殿下は激烈な魔力で騎士団長を包んだ。

「……そ、そんな」

　さすがというか、騎士団長は苦痛に顔を歪ませても倒れずに堪えている。周囲の騎士団員たちは殿下の魔力に耐えられず、呻きながら膝をついた。圧倒的な魔力の差。これがヒーロー？

「繰り返す。誰の密告だ？」

　殿下の圧力に負け、騎士団長は歯切れの悪い声で明かした。

「シュタインドルフ公爵夫人です。アデリナ様が企んでいるから止めてほしい、と請われました。アデリナ嬢とソシュール旧臣のやり取りは専属メイドも確認しています」

　やっぱり、ザンドラの罠だ。

　殿下にどうやって信じてもらえばいい？

　私が悩む間もなく、殿下はあっさり否定した。

「お前は利用された。それだけだ。ザンドラ夫人を調べろ」

「御命令ですか？」

「命令だ」

　大公殿下が激烈な迫力を漲らせると、帝国騎士団長は敬礼した。そうして、騎士団員を連れて去っていった。

　気配が消えた後、私はその場にへたり込む。……や、大公殿下の腕に支えられ、崩れたりはしなかった。

「殿下、どうして？　何か変なものでも食べました？」

　私を庇う殿下がわからない。

「そなたに監視……護衛をつけていた」

　言い直しても無駄。私を見張らせていたから、首謀者じゃないとわかってくれた？　そういうこと？

「護衛じゃなくて監視をつけていたんですか？」

「そなたは逃げる」

「逃げない、って言ったでしょう」

「結婚式、花嫁に逃げられた花婿にはなりたくない」

　殿下の鉄仮面がいつもより固いから、聞き間違いかと思った。背後にいる専属騎士の表情を見る限り、空耳じゃない？

「……は？　婚約破棄しましたよね？」

「結婚式の日取りが決まった。準備しろ」

　ヒーローが悪役令嬢に何を言っているの？

　原作補正が効いているのに、これはおかしすぎる。

「ソシュールの呪いを恐れた陛下の命令かしら？　魂の宣誓までして私を嫌っていたのは誰？」

「俺から逃げ回るほど、嫌っていたな」

　大公殿下が凄絶な迫力を発散させると、元筆頭侍女が笑いながら割って入った。

「口を挟むのはマナー違反だと思いますが、聞いていられないのでお許しください。おふたりの不仲の噂は嘘ですね？」

「おふたりの間に人が入り過ぎて、お互いの気持ちが届いていないのではないですか？」

「ソシュールの殿方に比べて、ドレーゼの殿方は愛情表現が美しくありません。大公殿下を拝見して、若き日のシュタインドルフ公爵を思いだしました」

　往年の宮廷淑女たちが鈴の音のように笑ったから、私と殿下はどちらからともなく視線を交差させた。胸が痛い、っていうか熱い。……で、同じタイミングで視線を逸らした。

　……あれ？　私、何をやっているの？

　元筆頭侍女に優しく手を握られた時、ミッシェルが掠れた声で口を挟んだ。

「これが罠ならば、アルベールたちが危ない。公爵夫人の手引きで帝宮に忍び込み、陛下を暗殺する計画を立てています」

　ミッシェルの背後では若い青年たちが通信魔導具でどこかに連絡している。けれど、反応がなくて焦っていた。

　原作、ソシュール王立騎士団長の令息の名がアルベールだ。反乱軍の先頭に立ち、無残にも散った。

「夫人は退路を保証したのか？」

　殿下の質問に対し、ミッシェルは苦界に落ちたような顔で答えた。

「死ぬ覚悟ですから退路は用意していません」

「退路を用意していないのならば、暗殺は成功する可能性が高い。計画はいつだ？」

「今日です」

「今日？」

「私はアデリナ様をお連れして、皇帝陛下の暗殺を報告する予定でした。こちらが蜂起してからだと警備が厚くなるから先に……」

　ミッシェルの言葉を遮るように、殿下は冷酷に切り捨てた。

「愚かな」

「陛下を消せば大公殿下が即位され、デボラ嬢が妃になり、シュタインドルフ公爵の力は絶大になります。公爵はソシュール独立を約束されました。皇后陛下もお力添えくださるそうです……罠だと思えなかった……」

　ミッシェルが一気に言い連ねると、頑強な青年たちが口を揃えた。今回のチャンスを逃したくない、と。

　わかってくれたんじゃなかったの？

　罠だとわかっていながら飛びこむ気？

　やめて、名誉ある死なんて腐ったトルテより不味いわよ。

　どうしたら、諦めてくれる？

「俺がデボラを娶る日はない。魂をかけて宣誓した。本当に独立したいなら、アデリナに俺の子を産ませろ」

　殿下が吐き捨てるように言った瞬間、周りの空気が一変した。筆頭侍女たちの顔がぱっ、と明るくなる。

　……え？　どういう意味？　私が殿下の子供を？　マジおかしい。想定外の連続に私の脳内がショート寸前。心臓も破裂寸前。

「……あ、そちらがいい」

　ミッシェルまで嬉しそうに破顔したけど、今はそんな場合じゃない。

「帝宮だ。止めるぞ」

　殿下が転移魔法陣を足元と宙に浮かべ、瞬間移動しようとした。これ、強い魔力持ちしか使えない高度な技だ。

「私も行きます」

「残れ」

　殿下、わかっていない。ここに残れば確実に詰む。ソシュールの人たちも助けたい。ぎゅっ、と私は殿下の逞しい腕を力いっぱい掴んだ。

「私が止めて身の潔白を証明します」

　殿下の視線は腕を掴んだ私の手。怖いぐらい見つめている。離せとは言われないけど、圧をかけているのかな？

「殿下、僕も連れていってください。決行隊はまだ実行に移していないはずです」

　ミッシェルは殿下の前に膝をついた。

　なんにせよ、一刻の猶予もない。

　殿下は無表情のまま私とミッシェルを真っ青なオーラで包み、低い声で呪文を唱え、転移魔法陣を発動させた。
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　瞬きする間もなく、ほんの一瞬で私の視界は変わった。シュタインドルフお抱え魔法師の瞬間移動の時は、身が千切れそうに辛かったけど、今はなんともない。これ、魔力の差？

「アデリナ、大丈夫か」

　殿下に氷の彫刻顔で心配され、私は面食らったけど頷いた。

「こんなに楽な瞬間移動は初めてです」

　私が素直に告げると、殿下の切れ長の目が細められる。ミッシェルが独り言のように零した。

「アデリナ様のため、殿下は自分の危険も顧みず、魔力を必要以上に使われましたね……おふたりの噂は嘘だ」

　それ、どういうこと？

　私が苦しくならないように、魔力をたくさん使用してくれた、ってこと？

　その言葉に頬が熱くなる理由がわからない。

　けど、今は広い背中についていくのみ。

　ひとつの街のように広い帝宮内の一角、本宮にある薔薇園だ。つる薔薇のアーチの向こう側、お茶会が開催されている。ただ、帝宮音楽隊は演奏していないし、白と金で統一された近衛騎士団に囲まれ、騒然としている？

「どうか、お姉様をお許しください。お姉様は大公殿下に愛されず、おかしくなってしまったのです」

　いやというほど、聞き慣れたデボラの声が聞こえてくる。大公殿下に促され、薔薇の天幕の下に集う貴人たちに近づいた。

　大公殿下に気づき、近衛騎士は敬礼し、貴婦人たちは宮廷式のお辞儀をする。隣にいる私にはいつも以上に突き刺さる視線。

「申し訳ございません。アデリナ様に脅され、恐れ多くも陛下のお命を狙ってしまいました。幼い妹を人質に取られ、私は従うしかなかったのです」

　私の専属騎士のギード……っていっても、ザンドラの手先が近衛騎士に取り押さえられている。いったいどういうこと？

　皇后陛下の隣には皇帝陛下がいた。

「アデリナ嬢に命じられ、陛下のお命を狙った。相違ないな？」

　近衛騎士団長が確かめるように尋ねると、ギードは乾いた声で答えた。

「相違ございません……私の命はどうなっても構いません。どうかアデリナ様に囚われた妹はお救いください」

　デボラが可愛く泣きながら続けた。

「陛下、この騎士も幼い妹もお姉様に虐待されていたのです。私がどんなに頼んでも、お姉様はやめてくれませんでした。お姉様は殿下の愛が得られず、罪を重ねてしまったのです。お許しください」

　すべて身に覚えがない。

　けど、これはあれ。

　悪役令嬢、破滅フラグ。

　私の悪名が薄れたと聞いたけど、貴族社会では根強いはず。

　原作ではデボラ暗殺未遂だったけど、皇帝陛下暗殺未遂？

　一族郎党まで罰せられる重罪……デボラ、自分も処罰されるってわからないの？

　お父様の権力とゲーゼの財力と皇后陛下の御威光があるから免れると思っている？

　お父様と陛下の仲はよくないのよ？

「陛下、ご挨拶は省かせていただきます。よろしいですか？」

　大公殿下が静かに進み出ると、皇帝陛下は鷹揚に手を振った。

「ジークハルト、いいところに来た。余は私生児の茶番を観劇する趣味は持たぬ」

　皇帝陛下の辛辣な言葉が貴婦人たちを固まらせる。皇后陛下は扇で顔を隠し、ギードは瞠目した。

　なのに、肝心のデボラは救世主を見つけたような顔で大公殿下を見上げた。

「……ジークハルト様ぁ、いらしてくださったのですね。助けてください」

　デボラはいつものように抱きつこうとしたが、大公殿下は俊敏に躱した。

「浅はかな女、罪は明白」

「なんのことですか？」

「そなたに渡した耳飾り、なんの意味があったと思う？」

　殿下が指した先には、デボラが自慢していた耳飾り。

「ジークハルト様の従者から受け取りました。私に対する愛の証ですわね？　私も同じ気持ちですわ。お姉様の妨害に私たちの愛は負けません」

「それは保存の魔導具だ」

「魔導具？」

「渡した時からそなたの一挙一動、保存されている」

　パチン、と殿下が指を鳴らした瞬間、青いオーラによる大きなスクリーンが現れ、デボラとギードが映しだされた。私が暮らしていた離れの一室。

『……そ、そんな陛下の暗殺など、未遂であっても脅されていたとしても一族郎党まで連座で処刑されます』

　デボラから陛下暗殺を命じられ、ギードは蒼白になった。いくらデボラに心酔していても、承諾できることではない。

『大丈夫よ。ちゃんと守ってあげる。ギードはお姉様に脅されて陛下に斬りかかるの。失敗して、投獄されるけど、助けられるわ。一生使いきれないほどのお金をあげる。ゲーゼの領地で妹と幸せに暮らすのよ』

『お約束してくださいますか？』

『約束するわ。私が今まであなたに嘘をついたことがあった？　お母様もお祖父様もいっぱいお金をあげたでしょう。幼い妹さんが病弱でお金がたくさん必要なのよね。わかるわ』

　保存の魔導具は天使の罪を克明に映しだした。ザンドラやゲーゼ男爵、使用人たちとのやりとりも克明に。

　デボラ、天然だと思っていたけど、そうでもなかった？

　馬鹿だから、こうなった？

　ヒロインなのにどういうこと？

　あの原作はいったいどうなっているの？

　原作といっても、キャラは命に限りがある人間だし、自然災害はあるし、原作の世界じゃなくてここはここの世界……あ、周囲も動揺しているけど、私の内心も大嵐。

「……う、嘘です。これは真っ赤な嘘です。お姉様の罠ですわっ」

　デボラはさめざめと泣き続ける。いつも泣けば問題は解決したからだ。常に誰かがデボラの望みを叶えた。

「魔導具は大魔法師と俺の魔力で作り上げた。嘘偽りは映さない。第一、アデリナにこんな罠を張る頭はない……力はない」

　……あれ、殿下、言い直したけど、無理よ。

　ちょっとひどくない？

「殿下、どうなさったの？　いつもの殿下ではないですわぁ」

　デボラは泣いて縋ろうとしたけれど、殿下は容赦なくはねのけた。

「デボラ、潮時だ。母や祖父とともに罪を償え」

　殿下の言葉に応じるかのように、近衛騎士に捕縛されたザンドラとゲーゼ男爵が現れた。後ろ手に拘束されているからすでに罪人扱いだ。

　ざわざわざわっ、と皇帝陛下の御前だというのにざわめく。

「冤罪にございます。ちゃんと調べてくださいませ。アデリナ様に仕組まれた罠に落ちました」

　ザンドラが楚々とした美貌を涙で濡らしながら訴えると、ゲーゼ男爵も切々とした調子で続いた。

「逮捕する者を間違えていますぞ。ソシュール決起を計画したのはアデリナ様でございます。カフェの常連客の画家・ミハイルがソシュールの代表です。帝宮にはアデリナ様の命を受けたソシュールの刺客が潜り込んでいます。至急、見つけだし、捕らえてください」

　いったいゲーゼ男爵はどこまで掴んでいる？

　血の気が引いたけど、殿下はいつもとなんら変わらず、冷たく言い放った。

「ソシュール決起を煽ったものの、旧ソシュール貴族は相手にしなかった。アデリナと旧ソシュール貴族に罪はない」

「殿下、アデリナ様に騙されていますぞ。そもそも、レーゼル商会がソシュール関係者を集めた反逆組織です。珍しいトルテを餌に支持者を募っているのです」

「ゲーゼ男爵父子、ゲーゼ商団を大きくするため、悪事に手を染めた。強迫・殺人・誘拐・放火など、ライバル商会への妨害の手口は多岐にわたり、ここで羅列する時が惜しい」

　殿下が薔薇園を凍らせるような迫力で凄むと、七分咲きの薔薇が舞い上がり、申し合わせたかのように、お父様が瞬間移動で現れた。後ろ手で拘束された執事長やメイド長も一緒だ。……え？　主治医もいる？

「ザンドラ、見苦しい。そなたには妻を毒殺した罪を償わせる」

　断頭台で私の首が切られた。首が弧を描いて飛んだ。そんな錯覚に陥った。

　お父様、今、なんて言った？

　ストン、と私は立っていられなくて座りこんだ。マナー違反だけど、もう下肢に力が入らない。

「……え？　……旦那様？」

　ザンドラが悪夢でも見ているような顔でお父様を見上げる。

「大公殿下に教えてもらうまで気づかなかった。まさか、健気で控えめな愛人が妻を毒殺するなど、夢にも思っていなかった。私が愚かであった」

　お父様の凄まじい後悔が瘴気になり、瑞々しい薔薇を枯らしていく。ぶわっ、と私の目から大粒の涙が溢れた。

「……わ、私にはなんのことだか、わかりません」

「お前が買収した主治医が白状した。ブランティーヌを星天に送った後、アデリナを帝宮入りさせないため何度も眠らせ、謀ったことも」

　……あ、あれ、やっぱり強制的に眠らされたんだ。

　主治医の先生も買収されていたの？

　ゴージャスな監獄の中、どこかマスターに似ていた主治医を信じていた。

　心の拠り所だった。

　……私、やっぱり馬鹿だ。

　私は主治医を見つめたけれど、俯いたまま顔を上げようともしない。私の涙も途切れず、流れ続ける。

　殿下が自分のマントで私の涙を拭った。

　……え？

　こういう時、ハンカチじゃないの？

　おかげで涙が止まる。

「主治医もアデリナ様に買収されたのです。愛しい旦那様、騙されないでください。妻と娘を見捨てないでっ」

　ザンドラは縋ろうとしたけれど、お父様は憎悪色に染まった顔で拒絶した。

「もはや私の妻ではない」

「何を仰せになられますか」

「陛下に拝謁した後、殿下と話し合った。お互いの情報を交換して、そなたらの罪が明白になった。その足で離婚の手続きを取った」

　貴族であれ、平民であれ、夫と妻、双方の意志がなければ離婚は成立しない。ただ、皇族と序列第一位だけは例外だ。

「私は離婚に応じません」

　ザンドラがどんなに拒んでも、お父様の意志で離婚できる。

「陛下の承諾があり、離婚は整った。そなたとデボラはゲーゼに戻る。我が家門にはいっさい縁のないものと思え」

「認められません。あんまりでございます。デボラはあなたの娘でございます」

「公女の礼儀作法ではない。今までよく不敬罪に問われなかった」

　お父様が横目で視線を流すと、大公殿下は淡々と答えた。

「アデリナの妹だから大目に見た」

「そのようなご配慮、今後は無用にございます」

　お父様は殿下に一礼してから、近衛騎士団や調査官に視線を流した。

「私の罪も償おう。シュタインドルフに配慮は無用。あますことなく調べ、処してほしい。私の力が必要ならば、いくらでもお貸しする」

　シュタインドルフの盾が消えた今、誰も庇おうとはしない。あれほど、デボラを崇めたてていた貴公子たちでさえ。

　芝生に座りこんだまま、指一本、動かせない私にお父様が近づいてくる。全力で張りつく舌を回した。

「……あ、あ、お、お母様は毒殺されたの？」

「アデリナ、愚かな父を恨め」

　許せ、と言うところなのに言わない。お父様の無念そうな顔とお母様の薔薇のような笑顔が重なる。毒殺されていなかったら、今も隣で笑ってくれていた？

「生まれつき、身体が弱いんじゃなかったの？　私を無理に生んだから、ますます弱くなったんじゃなかったの？」

　ぎゅっ、と感情の行き所がなくてお父様の襟首を掴んでしまう。

　けれど、払われなかった。

「そなたが大公殿下と婚約した後、主治医を買収したらしい。即効性の毒は使われなかったから気づかなかった。……自分を恥じる」

　お父様は後悔の念に駆られ、自分を責めている。

「……お、お母様……お母様が……」

　もう駄目だ。

　感情が爆発し、お父様の胸を闇雲に叩いた。

　淑女としてあるまじき振る舞いなのに止められない。

　誰か、止めてよ。

　心で叫んだら、皇帝陛下が私に声をかけた。

「アデリナ、ザンドラとデボラを増長させた一因は皇后にもある。皇后がゲーゼともども目をかけた故」

　陛下が言った通り、皇后陛下はザンドラやゲーゼに肩入れした。デボラを大公妃にしようと画策したのは確かだ。

　皇后陛下は他人事のように扇で顔を隠したまま。

「……へ、陛下……誓って、旧ソシュールに反逆の意志はございません。私にもそんな気はありません」

　こんなこと、言うつもりはなかった。無意識のうちに、口が勝手に動いていた。お母様なら絶対に戦争は望まないから。

「わかっておる。みなまで申すな」

　陛下は何かを諦めたようにばっさりと言った。

「これ以上、血を流すことはせず、一緒に美味しいスイーツを堪能しましょう。ソシュール秘蔵のレシピ、入手しますから」

「そなたの言う通りぞ。新作のトルテ、楽しみにしておる。噂に聞くだけで、まだ余の口に届いておらぬのでな」

　陛下が納得してくれたら、ソシュール決起の疑いは晴れた？　言質ゲット？　これでなんとかなった？　なんとかなったの？

　宮廷貴族たちが見送る中、皇帝陛下は皇后陛下とお父様を連れ、悠々と立ち去った。間髪入れず、私は殿下に引きずられるようにして薔薇園を後にする。

「アデリナ、泣いている暇はない」

「……はい？　ウザいですか？」

「当初の目的を忘れたのか？」

　アルベールとかいう刺客を止めろ、と殿下は地を這うような低い声で続けた。背後のミッシェルは通信の魔導具を手にうなだれている。

「……あ、あ、あ、魔王、見つけてくださいっ」

　想像を絶する事態に当初の目的を忘れていた。せっかく陛下の言質もどきをもらったのに、暗殺部隊が登場したら終わり。

「……魔王？」

「……あ、殿下……止めてください」

「つい先ほど、内密に捕縛したと報告を受けたが、自爆するつもりだ。帝宮を吹き飛ばす魔力爆弾を手放さないらしい」

　暗殺未遂を止めたと安心した途端、奈落の底に突き落とされた。

「自爆テロ？」

「止められるのはそなたのみ」

　殿下の表情は変わらないけれど、焦っていることは伝わってきた。ミッシェルもこの世の終わりのような顔で喉を引き攣らせる。

　最大の破滅フラグ、まだへし折っていない。












　大公殿下の瞬間移動により、帝宮の東にある東宮の一室に飛ぶ。騎士居住区のような簡素さだけど、大公殿下が授かった宮だ。豪華絢爛な本宮や優美な皇后宮とは比較の対象にもならない。古い甲冑が並んだ廊下を進み、ロングソードやクレイモアなど、紋章入りの武器が飾られた部屋に入る。剛健な騎士と魔法師に拘束された近衛騎士と上品な宮廷貴族がいた。

「ミッシェル、刺客はあの顔であっているか？」

　殿下に尋ねられ、ミッシェルは陰鬱な顔で答えた。

「アルベール、グラシアン、ウジェーヌ……その三人です」

　近衛騎士に化けたのがふたり、宮廷貴族に化けたのがひとり。何も知らなければ、すれ違っても気づかない自信がある。……や、三人ともビジュ良すぎ。ミッシェルも超絶端麗だけど、ソシュールは美男美女の国？

　けど、三人ともはだけた衣服の中、魔力爆弾を巻いている。

　こんな華麗な世界でもヤクザのヒットマン？

　みんな、道連れに自爆する気？

　やめて、と私は喉まで出かかったけれど、すんでのところで思い留まった。自分の立場を思いだしたから。

「ミッシェル、裏切ったのか？」

　美麗な青年が悲痛な面持ちで言うと、ミッシェルは苦しそうに首を振った。

「アルベール、罠だ」

「今回もシュタインドルフ公爵の罠か？」

　アルベールと呼ばれた絶世の美青年の質問に、大公殿下が淡々と答えた。

「ザンドラとゲーゼの罠だ。そなたらは利用された」

「利用されたとしても、この機会を逃したくありません。殿下も太陽神に仕える騎士ならば、どうかお見逃しください」

　アルベールが魔力爆弾を抱えたまま一礼すると、ほかのふたりも騎士としての礼儀を払った。今まで帝宮に潜り込むことすらできなかったのだ。

「死にたいのか」

「これ以上、恥辱に塗れながら生きながらえたくはありません。アデリナ様を修道院に送られるなど、我らにとっては希望の光を消すようなもの」

「俺は太陽神に魂を懸けて誓った。アデリナを娶る」

「結婚してから、アデリナ様を修道院に送る予定ですか？」

「アデリナが俺と結婚するぐらいなら修道女になりたい、と聞いた。俺はアデリナの希望に添って婚約破棄し、修道院の手配をした」

　殿下の口から覚えのないことを聞き、私は荒い語気で口を挟んだ。

「そんな希望していません」

「ザンドラやデボラたちから聞いた。俺も騙された」

「殿下はデボラを愛していると聞きました」

「お互い騙されたな」

　殿下が苦笑を漏らした時、お母様の声が聞こえた。筆頭侍女たちの言葉も木霊した。私と殿下に言葉が足りなかったのは間違いない。

　結果、旧ソシュール貴族も刺激してしまった。

「みんな、騙されたのね。アルベール？　自爆なんてしてもソシュール領の監視がきつくなるだけよ。やめて」

　私は諭すように言いながら、アルベールから魔力爆弾を取り上げようとした。……否、難なく躱されてしまう。

「アデリナ様、ソシュールの魂を持つ者にとって、ドレーゼ帝国民として生きていくことは屈辱以外の何物でもなく……」

　最後まで聞く気にもなれず、私は真剣な顔で遮った。

「抵抗しても無駄。軍事力が違うし、総魔力も違うし、犠牲を出すだけ」

「アデリナ様は、ソシュールの魂を捨てろと仰せか？」

「捨てたほうが楽に生きられるかもしれない」

　そんなの、なんでもいいじゃん。ソシュールの平民にとって幸せに暮らせたら、統治者は誰でもいいと思う。圧政は敷かれていない。征服から十年、ソシュール領民の税金は免除されたし、今でも減税政策が続いているから、庶民や商人たちの暮らしは楽になったはずよ。

「ソシュールの魂を捨てるなら、私は命を捨てます」

　アルベールは魔力爆弾を抱え、瞳と同じ水色の魔力を漲らせた。ガタガタガタガタッと建物が激しく揺れる。

「アルベール、やめろ」

「爆発させるなっ」

　しまった。

　地雷を踏んだ。

　どうしよう。

　死なないで。

「駄目。死んでどうするのよ……」

　私の言葉を遮るように、殿下が大声で言い放った。

「ソシュール独立は俺とアデリナの子に託せ」

　ピタリ、と激震が止まる。

「殿下？」

　アルベールの煽情的な目がゆらゆらと揺れた。

「俺とアデリナの子がソシュール復活王朝の王だ。騎士団長として務められるように鍛錬を怠るな」

「……は」

　アルベールだけでなくグラシアンやウジェーヌ、ミッシェルも殿下に向かって跪いた。そうして、魔力爆弾を殿下に差しだした。

「アデリナは血を望まぬ。肝に命じよ。今回の件、すべて伏す」

　アルベールたちの目に希望が宿り、私に向かって臣下の礼を取った。なのに、私は呆然として何も返せない。

　魔法師と騎士に連れられ、アルベールたちが出ていった。内々に帝宮から出るのだろう。

　いつしか、武器の展示室みたいな部屋には私と殿下だけ。

「アデリナ、子供は最低でもふたり」

　殿下の氷みたいな声で我に返った。

　ふたりの意味はわかる。

　ひとりは殿下の跡継ぎ、ひとりはソシュールの跡継ぎ。

「養育費をちゃんと払って……じゃなくて……トルテは私ひとりで生めますが、子供は私ひとりでは産めませんから協力してもらいます……」

　私、いったい何を言っているの？

　勝手に舌が動いた。

「魂を懸け、そなたを守る」

　私の髪を手に取り、口づけた。

　……や、や、や、本当にあの冷血漢？

「……い、い、い、今までの塩対応はそう簡単に忘れられません」

　自分でもわけがわからないけれど、口から勝手に飛びだした。いくら邪魔があっても、あれはひどすぎたから。

「デボラとザンドラの言葉を鵜呑みにした。俺の落ち度」

「エスコートを頼んでも断ったくせに」

「今だから言おう。そなたと結婚した後、そなたを始末するように命じられていた」

　知らなかった衝撃の事実に、心臓が止まりかけた。原作、そんな記述はいっさいない。裏設定？

「……え？　命令……って、殿下に命令できるのはひとりですよね？」

「陛下はソシュールを手放したくない。王位継承者を始末し、完全にドレーゼに屈服させたかった」

「なら、結婚させなくても公女のまま始末したほうが簡単……あぁ、皇族の妻として永眠させたかったんですね」

　ソシュール魂を屈服させるためには、公女ではなく皇族の妻として眠らせるしかない。それは説明されなくてもわかる。同じ神を信仰しているのに、国境線を巡る争いは絶えず、豊かな大地を血で染め続けた。

「そうだ。陛下はそなたが俺の妻として逝けば、ソシュールは統治できると考えていた。俺はできるだけ、そなたを遠ざけ、結婚を伸ばそうとした」

　殿下にとって婚約者を助ける苦渋の決断だったらしい。

「……で、婚約破棄に修道院ですか？」

「そなたを修道院に送れば誰とも結婚しない。ほかの男に渡したくなかった」

　顔はいつもとなんら変わらない氷の彫刻だけど、薄い唇から出るのは情熱的な愛の言葉。

「……いろいろと聞いていたら、私を好いているように聞こえます」

「……そうだ」

　あっけらかんと肯定され、私は腰を抜かしかけた。身体のバランスを崩し、大きな手に支えられる。

「……へ？」

　空耳じゃない？

「気づかなかったのか？」

　心なしか、部屋の温度が下がった。

「……まさか」

「あの時の宣誓、俺は本気だった。今も」

　殿下は青いオーラを漲らせ、周囲の温度は下がり続ける。なのに、私は暑い。サウナ室に放りこまれた感じ。

「…………………………え？　えぇ？　え？」

「俺もシュタインドルフ公爵と同じ過ちをするところだった」

　真摯な目で射抜かれ、私の心臓の鼓動も速くなった。熱いし、痛い。……ブルーダイヤモンドみたいな目が直視できない。

「……その……あの……」

「今まで辛い思いをさせてすまない。デビュタントにエスコートしたかった」

「……あ」

「デビュタントで結婚式の日取りを決められそうで避けた」

　屈辱のデビュタントを思いだし、全力で理性を保つ。

「……へ、陛下にそんなに危険視されていたなんて知らなかった」

　原作で、陛下が危険視していたのはお父様の力だった。それでも表立った対立はなかった。

「世情も変わった。陛下もソシュールの底力を知って諦めた気配がある。ただ、メンツがあるから独立を認められない。俺もあの時より力はついた」

　時の流れにより、政策も変わらなければ国は衰退する。陛下も思い知ったのかな？

「大公妃として暗殺されることはない？」

「陛下と俺と公爵と、初めて腹を割って話し合った。ソシュールの独立は俺とそなたの子にかかっている」

　私と殿下の子供……うわっ、顔が熱い。せっかく鎮まっていた心臓もおかしい。こんなところで死にたくない。

「……カフェのアナとして生きたいのに」

　思わず、ポロリ。

「まだ言うのか」

「今までさんざん塩対応していたくせにやめてよ。どれだけ悔しかったと思っているの。デボラと一緒にいる姿を見るだけでムカついた」

　不器用で武骨な男だとわかった。すべて口にしないと伝わらないこともわかった。淑女の嗜みで感情を抑えこんだら馬鹿を見るだけ。

「妬いてくれていたのか」

　氷の彫刻が解けた。

　いったい誰、この初恋に浮かれたような純情青年は？

　胸きゅんしている私もいったい誰？

「妬いていない。ムカついただけ」

「そうか」

「そんな嬉しそうな顔をしないでっ」

　グイッ、と殿下の襟首を掴んだ。

「俺はカフェでそなたが客と楽しそうに話をしている姿を見て苛立った。ゲーゼの計画を阻まなければよかったと後悔した」

「ゲーゼの計画？　なんですか？」

「ゲーゼはレーゼル商会とカフェを火の不始末による火事に見せかけ、燃やそうとした。依頼した犯罪集団を捕縛した」

　……監視？　……や、私の知らないところで守ってくれていた？

「ゲーゼ、そんな汚い手を使ったの？」

　いったいあの原作はなんだったの？

　裏設定にしてもありえない。

「ゲーゼの常套手段だ。今までいくつもの商団が潰された。今回、すべて明らかにされるだろう」

「お父様も罪を問われる？　連座だったら私も？」

「公爵を罰しようとしたら、皇后も罰しなければならない。誰もがわかっているはずだ」

　誰もが慮って口にはしないけれど、今回の一連の出来事、行きつくところは皇后陛下であり、夫君の皇帝陛下。それが貴族社会の在り方。

「……あ、皇后陛下」

「皇后の罪も重い」

「私にとっては殿下の罪が一番重いと思う」

　……もう誤魔化せない。鏡に映った私の顔も耳も首も真っ赤。私は全身熱いし、心臓はバクバクしている。これ、心不全じゃない。原因は殿下……殿下に対する私の気持ち。

「今から償う」

　その目は反則。

　……あ、ヨチヨチ歩きの私の手を引いてくれた頃と重なる。殿下も子供なのに、必死になって私をエスコートしてくれた。

　お母様に言われるまでもなく、殿下が私の初恋。

　認めたくなかったけれど、気づかないふりをしていたし、原作を思いだして無意識のうちにセーブしていたんだろう。

　……そう、原作。

「カフェのホールには立たない。けど、カフェのオーナーはやめない。これが条件」

　これ以上、殿下を好きになったら危険。

　原作補正がどう出るか、まだまだ油断できない。

「わかった」

「ソシュールを助けて」

「承知」

　感極まったような殿下に抱き寄せられ、私は拒むことができない。唇が近づいてきても、避けなかった。

　二度目のキスは熱かった。
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　国が亡ぶ時、統治者一族の命はない。

　だが、王女は助命され、修道院に送られることが世の常。

　我が父ことフリートヘルム一七世はソシュールを手に入れるため、王族末端の幼い王女まで処刑した。帝国内外から批判の声が上がったという。

　最後の王族が処刑された日、俺の母が若くして急逝した。皇族出身で権力闘争に興味のない妃だ。俺は皇族の血を最も色濃く受け継ぐ第四皇子。

「昨日までお健やかだった皇妃様がいきなり星天に旅立たれるなど、ソシュールの呪いではありませぬか？」

　亡き母の首席侍女が訴えると、宰相に一蹴されたという。

「滅多なことを申すでない」

　当時、俺はまだ乳母に抱かれていたから知らない。母を探して泣いたらしいがまったく覚えていない。

　三日も経たないうちに、父上は病に伏した。

「ソシュール、許せ……許せ……」

　俺は年の離れた異母兄とともに父を見舞った。

「父上、お気を確かに」

　異母兄は狼狽せず、錯乱状態の父を宥めようとしたらしい。

「ソシュール……許せ……余には余の……許せ……」

「父上、ソシュールは我がドレーゼの悲願、必ず我の代で成就します。ジークハルトも同じ気持ちです」

　異母兄に話を振られても、幼い俺に理解できるはずがない。返事の代わりに、口から青い魔力を放出したらしい。

　当然、大惨事。

「ジークハルト殿下、魔力を撒き散らしてはいけませんーっ」

　父上の侍従長が声を発しながら呼び鈴を鳴らすと、俺の専属騎士たちが入室してきた。瞬時に俺を囲むように立つ。まさしく、騎士の盾。俺の専属騎士は、俺の魔力から他人を守ることが主な仕事だったらしい。

「ジークハルト、まだ赤子なのに尋常ならざる魔力の強さ」

　異母兄が感嘆したように息を吐くと、父上は救いを求めるように手を伸ばしながら言った。

「ソシュールの呪いぞ。許せ。余が愚かであった……始祖が成し遂げられなかった悲願……目がくらんだ……」

　父上の寝室、俺は出入り禁止になった。

　誰彼ともなく囁かれた。

「ジークハルト、恐るべし」

「魔力だけなら、大魔法師も凌駕すると思われます」

　そんな噂で持ち切りになった。

　父上が原因不明の病に侵されても、俺が挨拶のように魔力を放出しても、ソシュール残党を取り逃しても、国は回る。皇太子の異母兄が皇帝代理として政務に当たった。さらに、皇后や第二皇子、第三皇子など、立て続けに急逝した。

　ソシュール王室の無念がドレーゼ帝室を滅ぼそうとしている？

　あっという間に、皇帝の子供は俺と異母兄のみ。

　ドレーゼ帝室直轄地となったソシュールを統治するため、不穏な空気を一掃するため、俺とアデリナの縁談は必要不可欠。

　初めて会った時、俺は二歳だった。大人の思惑はわからなかったが、乳母に抱かれた赤ん坊が俺の未来の妻だと聞いた。魔力を放出するな、と執拗に注意された。

「ばぶっ、ばぶばぶばぶばぶっ」

　挨拶をしてくれたけど、俺は理解できなかった。

「僕のお嫁さん？」

「ばぶーっ」

　アデリナは不思議な生き物だった。ただ、自分の結婚相手だとすんなり受け入れられた。会うたび、可愛くなる婚約者に驚いた。

「ジークハルト殿下、ごきげんよう。アデリナと私は毎日、殿下のお話をしていますのよ。お健やかにお過ごしでしたか？」

　俺は母親を知らない。アデリナの母であるシュタインドルフ公爵夫人は、俺を本当の息子のように可愛がってくれた。母国を滅ぼされた怨嗟は微塵も感じない。恨んでいないのか？

「ジークハルト殿下とアデリナの結婚式が楽しみですわ」

「何故？」

「ジークハルト殿下とアデリナと私が家族になるからです。今も息子と思っているけれど、待ち遠しいわ」

　夫人の家族は父によって全員、処刑された。俺は仇の子だ。本心か？

「家族？」

「アデリナをお願いしますね」

「はい」

　いくら幼かったとはいえ、俺は馬鹿だった。シュタインドルフ公爵夫人はいったいどんな思いで俺に愛娘を託したのだろう。

　父上が星天に旅立たれ、兄上がフリートヘルム一八世として即位し、大公位を授かった頃から、情勢が著しく変わった。

　魔獣が増え続け、甚大な被害が出て、俺は学業が修了していないのに駆りだされた。帰還したのも束の間、休む間もなく、次の魔獣討伐の命が下される。グロースクロイツ小公爵など、友人たちが抗議の声をあげるほど繰り返された。

　しかし、帝宮は前代未聞の闇に覆われていたのだ。皇太子は決まっても消えてしまう。皇女も育たない。ソシュールの呪い、と。

「第三皇子様、急逝されました。ご生母様がお手付き侍女でもソシュールの呪いは免れないようです」

「魔獣の異常発生もソシュールの呪い。北の魔法師が断言したそうです」

「ソシュールは根絶やしにするしかない、と極東の魔法師も進言したそうですわ。アデリナ嬢がいる限り、火種は燻っているようなもの」

　何度目かわからない魔獣討伐から帰ってみれば、皇后陛下御用達に任命されたゲーゼ商団の力が増し、シュタインドルフ公爵の後妻になったザンドラ夫人が幅を利かせている。

　アデリナが継母と異母妹を虐めている？　あのアデリナが？　あのアデリナは虐められることはあっても虐めはしない。絶対に嘘だ。

　アデリナと婚約したから、俺は皇帝の血筋なのに無事？

　何かがおかしい。

　裏には何かがある。

　調査しても証拠は掴めなかったが、俺は呪いなどではなく権力闘争による毒殺だと推定している。

　父王の生存中、母や異母兄たちを手にかけたのは旧ソシュール勢力かもしれない。

　だが、父上の死後、皇太子が皇位に就いた後、前皇后や皇子たちを片っ端から亡き者にしたのは今の皇后ではないのか？

　ソシュールの呪いに見せかけた暗殺だろう。

　けれども、俺に真相を暴く気はなかった。下手に突いて、アデリナに害が及ぶことを恐れたからだ。何より、相次ぐ、魔獣討伐で各地を駆け回るほうが多かった。

　いつの間にか、婚約者が美しく成長していたから驚いた。ソシュール王国随一の美女と名高かった母親に生き写し。

「殿下、とんでもない令嬢を押し付けられましたね」

　侍従長や専属騎士など、アデリナへの嫌悪感を隠さなかった。

「今のうちに婚約破棄の準備を取るべきです。内々に陛下にお願いしましょう」

　悪名は轟いているが、気にしない。ただ俺を嫌って避けているから辛かった。魔獣の血に塗れた俺がそんなに嫌いか？

　凱旋パレードも俺が主賓のパーティにも婚約者は来ない。

「ジークハルト殿下、本日もアデリナは体調が優れず、お祝いは控えさせていただきます。代わりに、デボラがお仕えさせていただきますわ」

　ザンドラ夫人は辛そうに謝罪したが、デボラ嬢は邪気のない笑顔で明かした。

「ジークハルト殿下、お姉様は殿下と会いたくないんです、って。お姉様は我が儘なの。お姉様をどうか許してください。私がいますから安心して」

　デボラ嬢が俺の腕に絡みつく。

　ほかの令嬢ならば、躱していただろう。アデリナの異母妹だから許した。許すしかなかったのだ。ほんの少しでもアデリナについて聞きたかったから。

　……が、後々、あんなに纏わりつかれるとは思わなかった。俺とデボラ嬢が愛し合っている？　いったいどこからそんな大嘘が出回った？

　アデリナ以外、路傍の石となんら変わらず。

　焦燥感に駆られたが、婚約者はアデリナで決まっている。俺は魔獣を屠りながら、アデリナのデビュタントを待った。

　それ故、陛下の極秘命令に愕然とした。

「ジークハルト、予定通り、アデリナのデビュタント後、式を挙げよ。一年か二年、アデリナが妊娠する前に始末せよ」

　陛下は小麦の収穫を話すような調子で言ってから、銀の杯に注がれた葡萄酒を飲む。ゲーゼ男爵から贈られた希少価値の高い葡萄酒だ。

「……始末？」

　陛下は善政を敷き、英明な君主として名を馳せている。民を大事にしつつ、高慢な貴族を制する手腕は俺も感心していた。それなのに、アデリナを始末？

「アデリナはドレーゼの脅威」

「ソシュールにそんな力はありません」

　ソシュール元貴族の自尊心を削ぐことはできないが、蜂起する資金や力はない。他国を引き込む力もないはずだ。

「ソシュール貴族の矜持を侮るな。市井に紛れ、虎視眈々と王政復古を目論んでいる。我が宮にも忍び、ソシュールの呪いを実行しているだろう」

　陛下の含みのある視線の先はソシュール王宮から奪った黄水晶の羅針盤だ。白と金のキャビネットにはソシュール王室愛用の陶磁器が飾られている。

「ソシュールの呪いは旧ソシュール勢の暗殺だとお考えか？」

　呪術師が生きのびているからあり得る話だが、違う。陛下は自分の皇后がどんな女か、気づいていないのか？　皇后が一度も懐妊できないのは陛下の責任じゃないよな？

「証拠はない。ただ、このままならば、そなたが余の跡継ぎぞ。立太子を考えている」

　子供を可愛い盛りで亡くし続け、心が折れてしまったのか？　……違うな？　陛下の真意がわからないが、皇太子も皇帝も冗談じゃない。

「俺が皇太子になった途端、ソシュールの呪いで毒殺されるでしょう。ご辞退申し上げる」

「なんであれ、ソシュールの火種は消したい。アデリナの件、任せたぞ」

　拒否しても、アデリナの命が危ないことはわかっていた。どうしたら、アデリナを助けられるか？

　アデリナを遠ざけ、結婚を延期し、俺自身が力を持つしかない。悪評が立っているからできるだろう。

　まず、時を稼げ。

　俺は理解できないが、華やかな宮廷文化の先駆けとなったソシュールにドレーゼは複雑な感情を抱いていた。ソシュール制圧は代々皇帝の悲願だが、どんなに楽観的に考えても無理だ。陛下はソシュール統治の野心は持っているが、いずれ断念して、ソシュールを手放すはず。

　時を待て。

　アデリナへの想いを深淵に秘め、俺は距離を取った。












　時は予想以上の早さで流れ、予想だにしていなかった事態を招く。まさか、あのアデリナが家出した挙げ句にカフェの女給？　ザッハトルテ？　マリア・テレジア？

　ブランティーヌ王女に生き写しだから、抵抗せず、素直に修道院に行ってくれると思った。俺が甘かった。

　彼女は曲者と名高い公爵の子だ。父と娘で膝を突き合わせて話し合えば、混沌とした迷路の中でも活路を見出すだろう。

　シュタインドルフ公爵から婚約破棄の申請が届いた。

　アデリナ、そんなに俺が嫌いか？

　婚約破棄したら、アデリナはほかの男と結婚するだろう。彼女を今までさんざん罵倒していたくせに、仄かな想いを抱いている奴らを知っている。

　死んでもほかの男には渡さない。

　なんのために、冷たく突き放したと思っているんだ。

　もっとも、俺が手を打つまでもない。皇帝陛下はシュタインドルフ公爵と結婚式の日取りを決めたが、ザンドラやデボラに対する辛辣な態度は波乱の暗示。

　予想していた通り、シュタインドルフ公爵が俺の宮に訪ねてきた。もはや、仮面をつけて接している間はない。

「公爵、腹を割って話そう。俺はすべてを捨ててもアデリナを守り抜く」

　俺が切りだせば、公爵は泰然と微笑んだ。

「私が殿下の口から一番聞きたかった言葉です。アデリナを守るため、故意に遠ざけていたのですね」

　さすがというべきか、当然というべきか、ソシュール制圧の立役者は陛下の真意を見抜いていた。俺がアデリナを冷遇したわけも。

「妻子と舅、どうする気だ？」

　デボラは勝手に纏わりついてきたから利用した。なんの感情も抱いていない。ただ、アデリナを貶めたことは許さない。

「私は前妻、ソシュール第一王女を心から愛していました」

　公爵の深淵に沈めた想いに触れ、俺も正直に明かした。

「俺にとっても母だった。俺は母の仇を取りたい」

　主治医の診立てでは病死だ。体調が優れない日々が続き、とうとう眠るように逝ってしまったという。最期に苦しまなかったことが不幸中の幸い。……そう思っていた己を恥じる。

「……母の仇？　……まさか？」

　公爵の反応を見て腑に落ちた。その汚い手口は知らなかったのだ。

「公爵ともあろう御方がご存じなかったのか？　ザンドラに買収されていた主治医の口を割らせた」

　アデリナが家出した後、極秘で入念に調査した。公爵邸でアデリナの味方はひとりもいない。主治医でさえ、ザンドラの手先だ。そうして、主治医の最大の罪が判明した。

「……私が愚かでした」

　公爵は俺の言葉をいっさい否定しなかった。何かが棘となって刺さっていたのだろう。発散される悲哀が凄まじい。

「アデリナに関し、俺も後手に回った」

　悪手を取った。もっと違う手を取ればよかった。手紙に返事も書きたかったし、プレゼントも贈りたかったのに。

「殿下、ソシュールの呪いの真相はご存じですか？」

　公爵に慟哭している間はない。自分自身を奮い立たせるように、帝宮を覆う漆黒の闇に言及した。

「旧ソシュール勢による皇族暗殺？」

「一時までは旧ソシュール勢の暗殺でした。妻と子のため、私が陰で帝宮に侵入した間諜を処分しました」

　俺の見解が当たった。

「今は？」

「懐妊できない皇后陛下による暗殺です。陰で協力しているのは出身家門とゲーゼです。それ故、皇后陛下はデボラを大公妃に推したのでしょう」

　やはり、黒幕は皇后だ。

　その理由を聞いてみればすべて納得する。

「証拠は？」

「証拠はふたつ、入手していますが、陛下は皇后陛下をお裁きにはできない」

　陛下の最大の後ろ盾は皇后陛下の家門だ。己の立場もあるから、正妃を罰するわけにはいかない。諸刃の剣。

「皇后の弱みを握ったザンドラやゲーゼが黙っているとは思えない」

「私も同じ意見です。ソシュール勢を焚きつけ、アデリナを王位に立たせ、独立を宣言させるでしょう。確実に失敗する陛下の暗殺も企てるかもしれません」

　俺と同じ見解。

「デボラに映像の魔導具を贈った」

　頭の空っぽな女がアデリナに何をするかわからない。証拠とするため、従者に託して渡したのだ。たとえ、アデリナのためでも自分の手で贈るのはいやだった。

「殿下の愛の告白だと、デボラがはしゃいでおりました。おそらく、明白な証拠が手に入るでしょう」

　耳飾りが魔導具だと、公爵は気づいているフシがあった。気づいていながら、放置していたのか。

「アデリナに護衛をつけている。殺し屋を五人、始末した」

「私もアデリナに護衛をつけています。不審者を三人、拘束しました。依頼主が誰か、口を割りませんが、時間の問題でしょう」

「アデリナのため、自分の身を守ってくれ」

　公爵は死ぬ気なのか？

　妻子や舅の罪を告発すれば、公爵もただではすまない。

　母に次いで父まで失うアデリナが哀れ。

「ザンドラと離婚し、デボラをシュタインドルフから除籍します」

　公爵は他人事のように言い切った。後妻はともかく、溺愛していた次女への心も感じられない。

「賢明だ」

「殿下の側近のスパイ、まだ泳がすのですか？」

　意表を衝かれ、俺は目を瞠った。

「俺の側近にスパイ？」

「ご存じなかったのですか？　ザンドラの手先であり、アデリナとの仲を邪魔していました」

「誰だ？」

　シュタインドルフ公爵にスパイの存在を告げられ、俺は愕然とした。今まで一度も疑ったこともなかった。俺もまだまだ甘い。

　未来の舅には敵わない。

　しかし、アデリナへの気持ちは負けない。

　太陽神に魂をかけて誓った通り、この身がどうなろうともアデリナ以外の女を愛することはない。

















エピローグ












　デボラとザンドラ、ゲーゼの罪が白日の下に晒され、帝国中が騒然となった。中でも、デボラは花の天使と謳われていただけに衝撃だったらしい。

「すべてお姉様の我が儘なのです。今まで庇ってきましたが、もう庇えません。皇后陛下にお目通りを」

「アデリナ様の罠です。夫を呼んでくださいませ。皇后陛下にお取次ぎを」

「アデリナ様とソシュールの癒着を調べてください。なお、カカオの買い占めはアデリナ様の命令です。皇后陛下もご存じです」

　デボラにしろザンドラにしろゲーゼにしろ、私の罪だと罵り、皇后陛下の名を連発し、いっさい自分の罪を認めないという。けれど、利用していた使用人たちは罪を白状した。殿下やお父様たちが掴んだ証拠も揃っている。

　結果、ゲーゼとザンドラは公開処刑、デボラは生涯地下牢。……うん、贅沢に慣れた貴族令嬢にとって死より辛いと思う。

　ゲーゼ男爵家は家門断絶、親戚も極刑に処された。主治医は医学生の前で公開処刑、ギードは生涯重労働刑、皇后陛下は無言を貫き、お父様及びシュタインドルフにはなんのお咎めもなし。

　私の名誉が回復された。

　マルテたちは手に手を取って喜んでくれたし、デボラの崇拝者からは謝罪された。

　カカオも無事に確保できるようになった。それでも、今後を見据え、レーゼル商会として南方の属国にカカオ農園を所有することになった。カカオルートの確立に成功。

　カフェの人気も鰻上り、支店を出す計画が進行中。

　私と殿下の結婚式も近づいた。今までの冷血漢はどこに行ったのか、殿下は公務がない日以外、私を訪ねてくる。そのたび、武骨な手から花束を受け取った。ただ、依然として、氷の仏頂面だ。不器用な照れ屋だと、専属騎士や御学友グループから聞いた。

　前世もふくめ、恋は初めて。こんなことも初めて。のぼせないわけがない……けど、怖くてたまらない。

　原作、あれは何？

　ヒーローと悪役令嬢のハッピーエンドなんてあるの？

　最後に大きな落とし穴がありそうで怖い。

　不安を抱えたまま、目まぐるしい日々は過ぎていき、あっという間に葡萄月、結婚式前夜を迎えた。












　お母様と肖像画で見たお祖母様と肩を並べている。背後にはソシュールの国花が咲き誇っていた。

「私の可愛い宝物、数多の困難と苦痛にも挫けず、道を切り開きましたね。さすが、私とアルベルト様の娘ですわ」

　お母様が手にしているのは原作だ。……あ、違う。原作だと思ったけど、お母様がペンで綴った物語……それも違う。お母様がお祖母様と共同で綴った未来予想？

「ザンドラとゲーゼの野心が予想以上に大きいし、デボラの恋心もあなたを破滅させそうだったの。なのに、優しいあなたはちっとも警戒してくれないから困ったわ」

　……なんとなく伝わってきた。

　原作だと思っていたのは原作じゃない。お母様とお祖母様が私を心配して、夢の中で私に教えてくれた未来だった？　あれはデボラ視点の願望の未来？　本来、デボラやザンドラにやられて、私はあんな悲惨な幕引きを迎えていたの？

「ジークハルト様は信じてもよろしくってよ」

　よくもママンを疑ったわね、とお母様は楽しそうに笑った。

「ソシュールを頼みましたよ」

　お祖母様は聖母みたいに微笑んだ後、姿が薄れていく。……や、お母様の華やかな姿も霞んでいく。

　待って。

　もっと聞きたいことがある。

　もっと話したいことがある。

　手を伸ばした瞬間、私は夢から覚めた。……そう、夢だったんだ。……や、夢じゃなかった。私はソシュール国花を一輪、掴んでいたから。

　どうして？

　お母様の合図かな？

　原作補正がある、ってもう怯えなくてもいいんだ。

　ヒロインにヒーローを返さなくてもいい。

　殿下と結婚してもいいんだ。

　彫刻みたいな姿が瞼に浮かんだ瞬間、心臓の鼓動が速くなる。……痛い。苦しい。熱い。恥ずかしくて、いてもたってもいられない。

　こんなので結婚式ができる？

　私、そちら関係にはなんの免疫もない。

　今でも殿下と目を合わせただけでもおかしいのに、どうしたらいいの？

　……けど、私がどんなに挙動不審でも結婚式は始まる。

　お父様にエスコートされ、私はバージンロードを進む。花婿に花嫁が託され、永遠の愛を誓った。

　殿下の照れくさそうに微笑む姿を見て、私の涙腺が決壊した。お父様の目もいつになく優しいし、マルテたちも咽び泣いているし、ミッシェルたち旧ソシュール貴族も涙ぐんでいるから止められない。

　私、前世の分も幸せになっていいんだよね。

　お母様の分も幸せになる。

　結婚披露のパーティでの特製スイーツは三段重ねの巨大なザッハトルテとソシュール王室特製のサバラン。

　当然、どちらも好評。

　まだまだ気になる火種は燻っているけれど、乗り切ってみせる。私を信じてくれている人たちがいるし、頼もしく後ろ盾になってくれる父もいる。何より、不器用ながらも真っ直ぐな愛を注いでくれる夫がいるから。
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